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本 報 告書 は、 日本 自転 車 振 興 会 か ら競輪 収 益 の 一部 で あ る機 械工 業 振 興 資 金 の

補 助 を受 け て作 成 した もの で あ る。
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デ ー タ ベ ース は、 わ が国 の情 報 化 の進展 上、 重 要 な役 割 を果 たす もの と期 待 され

て いる 。今 後、 デ ー タ ベ ース の普 及 に よ リ、 わ が国 に お いて 健全 な高 度 情報 化 社 会

の 形 成 が期 待 され る。 さ らに海 外 に対 して提供 可 能 なデ ー タベ ース の整 備 は、 国際

的 な情 報 化 へ の貢 献 お よび 自由 な情報 流通 の確 保 の観 点 か ら も必 要 であ る 。 しか し

なが ら、 現 在 わ が国 で 流 通 して い るデ ータベ ー スの 中 でわ が 国独 自の もの は1/3

にす ぎ な いの が現 状 で あ り、 わ が国デ ータベ ー スサ ー ビ スひ い て はバ ラ ンス あ る情

報 産 業 の健 全 な発 展 を図 るた め に は、 わ が国独 自の デ ー タベ ー スの構 築 お よ びデ ー

タベ ー ス関連 技 術 の 研 究 開発 を強 力 に促進 し、 デ ー タ ベ ース の拡 充 を図 る必 要 が あ

る。

この よ うな要 請 に応 え る た め、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター では 日本 自転 車

振 興会 か ら機 械 工 業 振 興 資金 の交 付 を受 けて、 デ ー タ ベ ース の構築 お よび技 術 開 発

に っ い て民 間企 業 、 団 体等 に対 して委託 事業 を実施 して いる。 委託 事業 の 内容 は、

社 会 的、 経済 的、 国 際 的 に重 要 で 、 また地域 お よび産 業 の 発展 の促 進 に寄 与 す る と

考 え られ て い るデ ー タベ ー スの 構築 とデ ー タベ ー ス作 成 の効 率 化、 流通 の促 進 、利

用 の 円滑化 ・容 易 化 な どに 関係 した ソフ トウエ ア技 術 ・ハ ー ドウエ ア技 術 で あ る。

本 事 業 の推 進 に 当 って、 当財 団 に学識 経験 者 の方 々で構 成 され るデ ー タベ ー ス構

築 ・技 術 開発 促 進委 員会(委 員長 山梨 学院 大 学教 授 蓼 沼 良 一氏)を 設 置 して い

る。

こ の 「ア ジ ア太平 洋 交流 デ ー タベー スの研 究 」 は平成3年 度 のデ ー タベ ース の構

築 促 進 およ び技 術 開発 促 進 事 業 と して、 当財 団 が、 株式 会 社 西 日本新 聞社 に対 して

委 託 実 施 した課題 の一 つで あ る。 この成果 が、 デ ー タベ ー スに興 味 をお持 ち の方 々

や 諸 分 野 の皆様 方 の お役 に立 て ば幸 いで あ る。

な お、平 成3年 度 のデ ー タベ ー スの構築 促 進 お よび技 術 開 発促 進事 業 で実 施 した

課 題 は次 表 の通 りで あ る。

平成4年3月

財 団 法 人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ン タ ー



平成3年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 言里 題 名 委 託 先

社

i

2

3

4

会5

6

7

8

形態学的コメントを含む病理データベースのプロ ト

タイプ作成

交通事故調査データベースのプロ トタイプの作成

シルバーエイ ジの医療 と福祉情報の実際的な活用を

目的 としたデータベース構築

気候情報データベースの構築

地下水情報データベースシステムの構築のための調

査研究

ファジィに関す る文献データベースシステムの開発

大学におけるデータベース利用教育 システムに関す

る調査研究

マルチメディア型社会科用データベースの開発

㈱ エ ス ・ピー ・オ ー

(財)日 本自動車研究所

美崎高齢者福祉互助会美崎生活

館

㈱エムテーエス雪氷研究所

㈱パスコ

(財)日 本情報処理開発協会

日外アソシエーツ㈱

㈱新学社

9異 分野研究のための知的オ リエ ンテーション ・デー

タベースシステムの構築可能性調査

10瀬 戸内圏公共図書館の郷土資料データベースの構築

11記 事データベースアクセス用パイロットシステム構

㈱けいはんな

㈱中国新聞社

㈱河北新報社

中小企業振興 築

地 域活性化 12商 業調整支援データベースの構築 ㈱ 日本統計センター

13地 域流通最適化に必要なデータベースの構築 に関す (社)日 本 ボラ ンタ リー ・チ ェ

る研究 一 ン協会

14情 報源検索データベースのプロ トタイプ作成 セン トラル開発㈱

情報図書館RUKlT

15有 価証券報告書のMTデ ータ変換 ソフ ト開発 と英訳 コム ライ ンイ ンターナ シ ョナル

辞書作成 ㈱
16海 外の主要国際 ・国家規格データベースの構築 日本電子計算㈱

海 外 17ア ジア太平洋 交流 デー タベ ー スの研究 一プ ロ トタイ ㈱西日本新聞社

プ作成 一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書データベ 科学技術情報研究所㈱
一ス化の調査研究

19書 誌デ ータベー ス用 ダ イナ ミック シソー ラス ・エ ン ㈱紀伊國屋書店

ジンの構築 と自然言語検索 システムへの応用

技 術 20知 的ハ イパ ー メデ ィァを活 用 したデー タベー ス構築 ㈱新世代 システムセ ンター

に関する調査研究

21CD-ROMに よる光 学材料 デ ー タベースの構築 ㈱ リアライズ社
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1.プ ロ ト タ イ プ 作 成 の 概 要

1.1目 的

国 際化 時 代 が 本格 的 に到 来 し、 ア ジア太 平洋 地域 か ら西 日本 地 区の 窓 口 「九州 ・

福 岡 」 を訪 ね る外 国人 旅 行 者、 外 国人 留 学 ・研 修生 、外 国人労 働 者 は年 々急 増 して

い る。 こ う した外 国人 は物 と情 報 が氾 濫 して いる 日本 に きて、 生 活 情報 を中心 に し

た各種 情 報 の 不足 を訴 えて いる。

こ れ に 対 して 、 地 方 公 共 団 体 は 国 際 会 館 、 国 際 プ ラ ザ 、 イ ン ポ ー トマ ー トな ど各

種 の ハ ー ド作 りに 相 次 い で 取 り組 ん で い る 。 民 間 企 業 も 国 際 的 な イ ベ ン トや 海 外 と

の 様 々 な 交 流 を 次 々 に 実 施 して い る。 日本 の 国 際 化 は 、 確 か に 目に 見 え る 建 物 ・施

設 な ど の ハ ー ド作 り は 先 行 して い る。 しか し、 情 報 基 盤 の 確 立 や 提 供 サ ー ビ ス 機 能

の 強 化 な ど の ソ フ ト作 りは 、 取 り組 み が 難 し い こ と も あ っ て 後 回 し に な っ て い る 傾

向 が 強 い 。

西 日本 新 聞 社 は 、 平 成2年 度 の ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス(DB)の 研 究 開

始 に 当 た り、 福 岡 地 域 の 学 者 、 専 門 家 、 関 係 の 深 い企 業 の 責 任 者 を選 りす ぐ っ て 研

究 プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム を編 成 し、 研 究 活 動 を 行 っ た 。 平 成3年 度 は 専 門 家 チ ー ム の

再 編 成 を 行 い 、 第2次 研 究 会 を 発 足 。 ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBの 具 体 的 な プ ロ トタ イ

プ 作 りの コ ン セ プ トや 方 向 づ け に つ い て 議 論 し た 。 同 時 に 検 索 や メ ン テ ナ ン ス な ど

種 々 の テ ス ト実 験 を繰 り返 し、 利 便 性 の 高 い シ ス テ ム 技 術 の 具 体 的 な 見 通 し を っ け

る こ と を 目 的 と した 。

1.2 実施 内容

(1)ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBプ ロ トタ イ プ 作 成 時 の 情 報 内 容

蓄 積 す べ き 情 報 内 容 、 そ の 優 先 順 位 、 メ ンテ ナ ン ス 方 法 な ど の 検 討 を 深 め た 。

そ の 結 果 、 プ ロ トタ イ プ の 情 報 内 容 は旅 行 者 な ど を 中 心 に し た 短 期 滞 在 者 を対

象 に す る と と も に 、 情 報 は 福 岡 市 を 中 心 に し た も の に 絞 り込 む こ と に した 。 こ

の 基 本 方 針 に 基 づ い て 情 報 内 容 の 種 類 や 量 に っ い て 検 討 を重 ね た 。 利 用 者 に と っ

て の 価 値 観 を 吟 味 し、 相 対 的 な 優 先 順 位 を判 断 。 ま た 、 同 時 に 外 国 人 と と も に

日本 人 に も役 立 つ 情 報 を選 び だ す こ と も 検 討 した 。 課 題 と して 蓄 積 情 報 の メ ン

テ ナ ン ス が あ る 。 情 報 項 目 ご と に チ ェ ッ ク し て 、 メ ン テ ナ ン ス 方 法 を 固 め た い 。

一1一



(2)プ ロ トタ イ プ の シ ス テ ム 設 計 と実 験 テ ス ト

プ ロ トタ イ プ 情 報 項 目 は翻 訳 プ ロ グ ラ ム 「HICAT」 を使 っ て 日本 文 と 対

に な っ た 英 文 に 作 り上 げ た 。 次 に 汎 用 の 検 索 ソ フ ト 「ORION」 を駆 使 して

ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBプ ロ ト タ イ プ を構 築 し、 日本 語 検 索 や 英 語 検 索 、 さ ら に

メ ンテ ナ ン ス の 実 験 テ ス トを繰 り返 した 。 検 索 ソ フ ト 「ORION」 は 本 社 コ

ン ピ ュ ー タの オ ペ レー シ ョ ン ・シ ス テ ム 下 で 稼 働 し な い た め 、 メ ー カ ー の セ ン

タ ー コ ン ピ ュ ー タ を 借 用 し て 実 験 テ ス ト を行 っ た 。

(3)今 後 の 課 題

ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBプ[1ト タ イ プ の 具 体 的 な 応 用 と して 、1995年 に福

岡 で 開 催 され る ユ ニ バ ー シ ア ー ドと の 関 連 づ け を 検 討 し た い 。 費 用 面 や 採 算 面

の 試 算 を行 い 、 一 般 的 な 受 益 者 負 担 の 原 則 に っ い て も 討 議 した い 。 ま た 、 自動

翻 訳 プ ロ グ ラ ム に っ い て も 中 国 語 や ハ ン グ ル へ の 発 展 性 を考 え た い 。

13 ● 実施体制

(1)ア ジ ア 太 平 洋 交 流DB第2次 研 究 会 メ ン バ ー(敬 称 略 、順 不 同)

九 州通 商産 業 局 中小 企 業第 一 課 長

九 州 ・山 口経 済 連合 会 企画 課 長

福 岡 県 国際 交流 課渉 外 係 長

福 岡 市 ユニ バ ー シア ー ド大会 推 進 室長

福 岡 市総 務局 国際企 画 課 長

藤本 敏樹

坂梨 正雄

小西 泰博

陶山 修身

福本 隆之

日本 交 通 公 社 ア ジ ア ツ ー リ ス トセ ン タ ー 九 州 支 社 長

山 口 十 三 夫

(2)事 務 局 メ ン バ ー

事 務 局 長

事務 局 次長

事務 局 員

ノノ

'ノ

〃

〃

西 日本 新 聞社 情 報 開発 セ ン ター長

ノ'

ノノ

ノ'

'ノ

ノノ

〃

〃 次長

デ ー タベ ー ス部長

調 査 部 次長

シス テ ム 開発部 長

シス テ ム 開発部 次 長

〃

成

藤

丸

浜

友

伊

吉

高

波多江

阿南

伊東

生

人

洋

興

復

博

一

克

朗

征

正

信

純

システ ム設 計 と実 験 テ ス ト段 階 で 日立 製作 所 九州 支 社 シス テ ムエ ン ジニ ア荒 木

茂信 、 有 井宏和 、 ま た研 究 期 間 中 に福 岡 総研 取 締 役 山永 裕 の 全面 的 な 支援 をえ た。
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2.作 成 時 の 情 報 内 容

2. 1 外 国人 の九州入 リ込 み状況

国 際 社 会 で の 目 木 の 役 割 は 、 経 済 ・政 治 ・外 交 と い っ た 面 だ け で な く、 社 会 的 そ

し て 文 化 的 な 国 際 交 流 の 促 進 も 重 要 な 課 題 で あ る 。 現 在 、 国 レベ ル で も 懸 命 に 努 力

し て い る 。 中 で も 、 ア ジ ア 太 平 洋 地 域 と 日本 の 関 係 は ま す ま す 緊 密 化 しっ っ あ る 。

ア ジ ア 地 域 へ の 表 玄 関 で あ る 九 州 の 出 入 国 者 数 は 、5年 前 の2倍 近 くに 達 し て い

る 。 九 州 へ の 入 国 外 国 人 の 国 籍 を 見 る と 、 韓 国 、 台 湾 を主 に し た ア ジ ア 関 係 国 が8

8.2%を 占 め る ま で に な っ て い る 。

■ 九 州 の出入 国者 ■

●九州の主要空港 ・港からの出入国者敷 一日本人・外国人一
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● 九 州 ・沖 縄 か ら の 日本 人 出 国 者 渡 航 先

10万20"30万40万50万60万70万 θ0万(人,

`911fC

tgTgtr.

‖98咋

1983年

1gesny・

`987年

tg89「r

lggotf.

(人)

ア ジ ア 川 ア ジ ア以 外

19η 年 121,8τ6 53,516

1979年 129,159 69,250

198怖 225,511 108,747

1983年 221,579 112,811

1985年 240,450
一一
126,772

1987年 317,781
.一 一一}

172,312

1989年 413,566
"-

236,717

Iggo年 450,531 272,547

《法務省・出入国胃理統計年報)

●九州への入国外国人の国籍

(1990年)

そ

(人)
韓 国 98.317人

台 両 74.456人

そ の 他 ア ジ ア 22.917人

ア ジ ア 以 外 26.131人

計 221.821人

(法務省・出入囮管理枕田・年報)

(法肪汽・出入国n理8細1Srtg)

一3一



●九州への入国外国人の国籍

(1990年)

その

(人)

韓 国 98,317人

台 湾 74,456人

そ の 他 ア ジ ア 22.917人

ア ジ ア 以 外 26,131人

計 221,821人

(法務省・出入国管理統計年報)

●九州の15才 以上外国人就業者数

(1985年)

(人、%)

就 業 者 数

福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿 児 島

91442

656

1,417

1,111

1β53

616

722

九 州 15,317

九 州/全 国 5.0

全 国 309,168

(国勢調査「外国人に関する調査」)

●九州各県の外国人登録数

(1990年 末現在)

(人%)

外 国 人 数 構 成 比

福 岡 31,551 64.9

佐 賀 1β80 3.9

長 崎 41068 &4

熊 本 3,016 6.2

大 分 3,942 8.1

宮 崎 11975 4.1

鹿 児 島 2,220 4.6

計 48,652 100.0

(法務省・出入国管理統計年報)

●九州の留学生 数(1990年5月1日 現在)

(人、%)

留 学 生 数

福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿 児 島

771

103

222

219

183

53

108

九 州 1,659

九 州/全 国 4.0

全 国 41,347

(文部 省調べ)
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■活発な企業のア ジア進出■

九州 ・山口の企業 は、1990年 までに351件 の海外 直接進 出を して い る 。 この うちア ジアへ の進 出件 数 は

217件 と全 体の62%を 占めてい る。

●進出先別企業進出件数
(件)

～1970 71～80 81～85 86～88 89 90 合計

総 数 16 85 80 100 34 36 351

NIES計 10 34 27 31 5 8 115

韓 国 1 15 5 10 1 3 35

台 湾 6 6 9 11 0 1 33

香 港 0 5 8 9 2 2 26

シンガポール 3 8 5 1 2 2 21

ASEAN 3 19 12 11 6 8 59

中 国 0 1 11 18 3 5 38

その他アジア 0 2 2 1 0 0 5

ア メ リ カ 1 13 10 25 14 12 75

ヨ ー ロ ッ パ 0 6 8 7 4 3 28

そ の 他 2 10 10 7 2 0 31

(注)山口、沖縄を含む。(九 州経済調査協会調べ)

●九 州各県の企業 の海外 進 出件数(件)

～1970 71～80 81～85 86～88 89 90 合計

九州7県 計 10 69 73 80 32 29 293

福 岡 7 46 51 51 18 20 193

佐 賀 1 5 5 7 3 2 23

長 崎 0 6 4 2 3 1 16

熊 本 1 6 6 13 7 2 35

人 分 0 0 1 1 0 2 4

宮 崎 0 1 1 2 0 1 5

鹿 児 島 1 5 5 4 1 1 17

宮 崎1.7%

(九州経済調査協会調べ)

●最近の九州の主な海外進出企業(1990年1月 ～1991年7月)

県名 企 業 名 所在地 業 種 進 出 先 県名 企 業 名 所 在 地 業 種 進出先

福

岡

東 陶 機 器

大 石 産 業

富 士 工 業 所

リンガーハット

鬼 が 島 本 舗

福岡大同青果

ベ ス ト電 器

インナーコンブ

い わ と 電 機

福岡経済貿易

徳 水

西 日 本 銀 行

〃

福 岡 銀 行
〃

福岡シティ銀行

〃

北九州南

北九州南

北九州市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

福 岡 市

窯 業 ・土 石

その他製造業

建 設

サ ー ビ ス業

サ ー ビ ス業

商 業

商 業

商 業

商 業

商 業

水 産 加 工

金 融 ・保 険

金 融 ・保 険

金 融 ・保 険

金 融 ・保 険

金 融 ・保 険

金 融 ・保 険

ア メ リ カ

マレーシア

台 湾

ア メ リ カ

ア メ リ カ

マレーシァ

タ イ

シンガポール

中 国

中 国

ア メ リ カ

香 港

韓 国

ド イ ツ

韓 国

ア メ リ カ

香 港

福

岡

栄 電 社

麻生 セ メ ン ト

モリタインテリア

久留米市

飯 塚 市

大 川 市

一 般 機 械

土石 ・窯業

その他製造業

ア メ リ カ

中 国

タ イ

佐

賀

唐 津 コ ー ポ

天 生 水 産

唐 津市

唐 津 市

水 産 加 工

水 産 加 工

タ イ

タ イ

長
崎 ラッキー自動車 長 崎 市 旅 行 業 ア メ リ カ

熊

本

肥 後 銀 行

寄 屋

熊 本 市

熊 本 市

金融 ・保 険

商 業

シンガポール

タ イ

大
分

ト キ ハ

三 六 ・九

大 分 市

杵 築 市

商 業

農 業

フ ラ ン ス

韓 国

宮
崎
イトウ ・ソーイ ング 三 股 町 繊 維 中 国

竃
ジェー ・エ フ ・ピー 鹿児島市 窯 業 ・土 石 韓 国

(九経調月報、西日本新聞社調べ)
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■ 九州の貿易 ■

アジアに開かれた窓口として、九州管内の輸出入は順調に推移 している'。なかでも対ASEAN各 国 の輸

出入 は20～60%増 と急速な伸びを見せている。

●九 州管 内の地域 別輸出通 関額(1990年)

(百万円、%)

輸出通関額 構 成 比 前 年 比

総 額 1,836,047 100.0 107.1

東 南 ア ジ ア 535,200 29.1 106.2

NIES 393,849 21.5 105.1

韓 国 230,126 12.5 98.1

台 湾 73,920 4.0 97.7

香 港 50,082 2.7 134.1

シ ン ガ ポ ー ル 391720 2.2 146.1

ASEAN 119,097 6.5 118.0

タ イ 45,966 2.5 14L1

マ レ ー シ ア 33,761 1.8 125.1

フ ィ リ ピ ン 21,673 1.2 7L3

イ ン ド ネ シ ア 17,697 1.0 16輻6

イ ン ド 131345 0.7 77.4

そ の 他東南 ア ジア 8,909 0.5 81.7

中 国 41,277 2.2 64.6

北 ア メ リ カ 559,385 30.5 97.6

ア メ リ カ 523,645 28.5 98.8

カ ナ ダ 35,740 1.9 82.9

西 ヨ ー ロ ッ パ 266,761 14.5 119.6

EC 214,570 11.7 116.5

その他西 ヨー ロ ッパ' 52,191 2.8 134.5

そ の 他 の 地 域 433,424 23.7 123.5

そ め 他 の

西 ヨ ー ロ ツ

2.8
イン ド ・

その他 の

東南 ア ジア12

●九州 管内の地域別輸入通関額(1990年)

(百万円、%)

輸入通関額 構 成 比 前 年 比

総 額 2,313,347 100.0 120.8

東 南 ア ジ ア 832,019 36.0 109.9

NIES 510,533 22」 102.9

韓 国 424,966 18.4 99.7

台 湾 64,213 2.8 115.1

香 港 8,519 0.4 115.3

シ ン ガ ポ ー ル 121835 0.6 1843

ASEAN 305,319 13.2 125.3

タ イ 42,674 1.8 119.8

マ レ ー シ ア 73,698 3.2 138.3

フ ィ リ ピ ン 18,719 0.8 87.6

イ ン ド ネ シ ア 170,227 7.4 127.6

イ ン ド 14,235 0.6 87.9

そ の 他東南 ア ジア 1,932 0.1 144.2

中 国 121,564 5.3 132.4

北 ア メ リ カ 335,579 14.5 101.0

ア メ リ カ 258,198 11.2 101.9

カ ナ ダ 77β81 ・3
.3 112.0

西 ヨ ー ロ ッ パ 60,374 2.6 101.6

EC 48,593 2.1 100.3

その他面 ヨー ロ ッパ 11,781 0.5 107.5

そ の 他 の 地 域 963,811 41.7 140.6

遷
撚

域地の

6

也

41

例そ

パ
ツロ
6
一
2

ヨ西

ア メ リカ

そ の他 の11.2「/Z

ヨー ロ ッパEC

O.52.1カ ナ ダ

3.3

イ ン ド ・

そ の 他 の

東 南 ア ジ

0.7

(注)NIESは シ ンガポールを含む。ASEANは タイ、
マ レーシア、フィリピン、インドネシアの4カ 国。

百万円未満は四捨五入のため内訳と計が一致 しないも

のもある。

(九州通産局調べ)
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■九州の国際交流 ■

●九州の国際会議

福 岡、北九州 を は じめ と して九州の さまざ まな都市 で、国際会議開催が活発化 して い る 。 なか で も福 岡 市

は1990年 に は43件 、1991年 には72件 と前年 よ り倍増 、 名 実 と もに アジアの拠点 都市へ と飛躍 を続 けて い る。

●九州の都市別国際会議開催件数(1990年)

福 岡 43 佐 賀 1 宮 崎 1

北 九 州 27 有 田 1 鹿 児 島 3

飯 塚 1 長 崎 8

久 留 米 1 熊 本 2

●全国主要都市の国際会議件数推移 ●地方主要都市国際会議件数比較(1990年)

(件)
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● 九 州 ・沖 縄 ・山 口 の 外 国 公 館
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札 幌 仙 台 金 沢 広 島 福 岡 北九州 長 崎

外 国 公 館 名 所 在 地 外 国 公 館 名 所 在 地

ア メ リ カ 合 衆 国 領 事 館 福 岡 市 中 華 人 民 共 和 国 総 領 事 館 長 崎 市

中 華 人 民 共 和 国 総 領 事 館 ノノ オ ラ ン ダ 王 国 名 誉 領 事 館 〃

大 韓 民 国 総 領 事 館 〃 ブラジル連邦共和国名誉領事館 〃

連 合 王 国(英)名 誉 領事 館 〃 フ ラ ン ス 名 誉 領 事 館 〃

イ タ リ ア共 和 国 名 誉 領 事 館 〃 ポ ル ト ガ ル 名 誉 領 事 館 〃

タ イ 王 国 名 誉 領 事 館 〃 ペ ル ー 共 和 国 名 誉 領 事 館 鹿児島市

ドイツ連 邦共和国名誉領 事館 〃 大 韓 民 国 名 誉 総 領 事 館 鹿児島市

フ ラ ン ス 名 誉 領 事 館 〃 大 韓 民 国 領 事 館 那 覇 市
ベ ル ギ ー 王 国 名 誉 領 事 館 〃 ブラジル連邦共和国名誉領事館 〃

マ レ イ シ ァ 名 誉 総 領 事 館 〃 ペ ル ー 共 和 国 名 誉 領 事 館 〃

ニ ュ ー ジー ラ ン ド名 誉 領 箏 館 〃 ボ リビア共 和 国 名 誉 領 事 館 〃

デ ン マ ー ク王 国 名 誉 領 事 館 〃 ア メ リ カ 合 衆 国 総 領 事 館 浦 添 市
カ ナ ダ 領 事 館 'ノ パ ラグ ァイ共和国名誉領事 館 〃

ス ウ ェ ー デ ン王 国 名 誉 領 事 館 北九州市 フ ィ リ ピ ン共 和国 名 誉 領 事 館 宜野湾市
メ キ シ コ合 衆 国 名 誉 領 事 館 〃 大 韓 民 国 総 領 事 館 下 関 市
スリランカ民主社会主義共和国名誉領事館 〃 タ イ 王 国 名 誉 領 事 館 宇 部 市

(西日本新聞社調べ)
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■九州の姉妹 ・友好都市一覧 ■

自治体名 相 手 先 名 提携年 自治体名 相 手 先 名 提携年
.

〈福岡県〉 中国・広西壮族自治区 1982

福 岡 県 ア メ リカ ・ハ ワイ 州 1981 韓 国 ・忠清商道 1983

福 岡 市 ア メ リカ ・オ ー ク ラ ン ド . 1962 熊 本 市 中国 ・桂林 1979

中国 ・広州 1979 ア メ リカ ・サ ンア ン トニ オ 1987

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・オ ー ク ラ ン ド 1986 大 津 町 ブ ラ ジ ル ・サ レゾ ポ リス 1968

フ ラ ンス ・ボ ル ドー 1982 ブ ラ ジ ル ・ビエ ダー デ 1986

マ レ ー シ ア ・イ ポ ー 1989 鹿 本 町 オ ー ス トラ リア ・クー マ 1975

韓国 ・釜山市 1989 阿 蘇 町 ア メ リカ ・ラグ レ ン ジ 1979

北 九 州 市 ア メ リ カ ・ タ コ マ 、 ノ ー フ ォ ー ク 1959 ブ ラ ジ ル ・イ ビポ ラ ン 1985

中国 ・大連 1979 本 渡 市 ア メ リカ ・エ ン シニ タ ス 1988

韓国 ・仁川 1988 酒 水 町 韓国 ・金握屋 1985

柳 川 市 オ ラ ンダ ・ブ レー デ ル ・ウ ィー デ ー 1973 菊 水 町 韓国 ・公州 1979

久 留米 市 中国 ・合肥 1980 〈大分県〉

大 牟 田 市 中国 ・大同 1981 大 分 市 ポ ル トガ ル ・ア ベ イ ロ 1978

太宰府市 韓国 ・扶鯨邑 1978 ア メ リカ ・オ ー スチ ン 1990

大 川 市 イ タ リア ・ポ ル デ ノー ネ 1987 中国 ・武漢 1979

〈佐賀県〉 別 府 市 韓国 ・木浦 1984

佐 賀 市 ア メ リカ ・グ レ ン ズ フ ォ ー ル ズ 1988 ア メ リ カ ・ポ ー モ ン ト 1985

唐 津 市 中国 ・揚州 1982 中国 ・畑台市 1985

韓国 ・麗水 1982 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ロ トル ア 1987

有 田 町 ドイ ツ ・マ イ セ ン 1979 臼 杵 市 ス リ ラ ン カ ・キ ャ ンデ ィ 1967

諸 富 町 ブ ラ ジル ・リメ イ ラ 1981 竹 田 市 パ ラグ ァイ ・サ ン ・ロ レ ンス 1973

山 内 町 ア メ リカ ・セ パ ス トポ ー ル 1985 大 山 市 イ ス ラエ ル ・メ ギ ド地 区 1970

三 瀬 町 フ ラ ンス ・ク サ ッ ク 1988 緒 方 町 中国 ・花山 1980

〈長崎県〉 〈宮崎県〉

長 崎 県 中国 ・福建省 1982 延 岡 市 ア メ リ カ ・ メ ド フ ォ ー ド 1980

長 崎 市 ア メ リカ ・セ ン トポ ー ル 1955 日 南 市 ア メ リカ ・ポ ー ツ マ ス 1985

ブ ラ ジル ・サ ン トス 1972 日 向 市 中国 ・混 紡 1986

ポ ル トガ ル ・ボ ル ト 1978 串 間 市 ブ ラ ジル ・イ ビウ ー ナ 1987

オ ラ ン ダ ・ ミデ ル ブ ル フ 1978 清 武 町 ア メ リカ ・ウ ォ ー キ ンガ ン 1990

中国 ・福州 1980 〈鹿児島県〉

佐世 保市 ア メ リカ ・ア ル バ カ ー キ 1966 鹿 児島 県 ア メ リカ ・ジ ョー ジア州 1966

中国 ・厘門 1983 鹿 児島 市 イ タ リア ・ナ ポ リ 1960

オ ー ス トラ リ ア ・コ フ ス ハ ー パ ー 1988 オ ー ス トラ リア ・パ ー ス 1974

諌 早 市 アメ リカ ・ア セ ン ズ 1986 中国 ・長沙 1982

中国 ・章州市 1991 ア メ リカ ・マ イ ア ミ 1990

松 浦 市 オ ー ス トラ リア ・マ ッカ イ 1989 串 木野 市 ア メ リカ ・サ リナ ス 1979

波 佐 見町 ブ ラ ジル ・マ ウ 1988 指 宿 市 オ ー ス トラ リア ・ロ ッ クハ ンプ ト ン 1980

小 浜 町 カ ナ ダ ・バ ン' 1976 与 論 町 ギ リシ ャ ・ ミコ ノス 1984

外 海 町 フ ラ ンス ・ヴ ォス ロ ー ル 1978 桜 島 町 ア メ リカ ・リボ ン 1986

対 馬 ア メ リカ ・グ ア ム島 1977 根 占 町 ギ ニ ア ・コ ヤ 1990

韓国 ・釜山影島区 1986 天 城 町 フ ィ リ ピ ン ・シ ライ 1990

〈熊本県〉 川 内 町 中国 ・常熱市 1991

熊 本 県 アメ リカ ・モ ン タ ナ州 1982

(1991年8月 現在、西日本新聞社調べ)
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2.2対 象 に な る 外 国 人

九 州 は 近 年 、 諸 外 国 の 中 で も特 に ア ジ ア 諸 国 と の 関 係 を強 め て い る 。 毎 年 多 く の

外 国 人 が 九 州 ・福 岡 に 流 入 して い る 。 ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBを 作 成 す る に 当 た っ て 、

第2次 研 究 会 を 計5回 に わ た っ て 開 催 し た 。 「九 州 ・福 岡 に や っ て く る外 国 人 が ど

ん な 情 報 を 必 要 と し て い る か 」 「プ ロ トタ イ プ に は ど ん な 情 報 を入 れ た ら よ い か 」

な ど を 中 心 に 研 究 、 分 析 を 続 け た 。

■第1回 研 究 会(平 成3年11月12日)に は 、 構 成 メ ン バ ー 、 事 務 局 の 全 員 が

出 席.「 必 要 な 情 報 」 に っ い て 意 見 を交 換 した 。 外 国 入 は 、 ① 在 日外 国 人 ② 留 学 生

③ 研 修 者(技 術 ・語 学)④ 一 般 旅 行 者 ⑤ 不 法 就 労 者 な ど に 大 別 出 来 る が 、 そ の 形 態

に よ っ て 必 要 とす る 情 報 の 内 容 も 異 な る 。 全 て の 形 態 に 対 応 で き るDB作 りが 最 善

で は あ る も の の 、 そ の た め に は 時 間 や コ ス トが か か りす ぎ る こ と も あ っ て 、DB利

用 対 象 者 の 範 囲 を や や 狭 め る こ と に な っ た 。 「情 報 不 足 で 最 も 困 っ て い る外 国 人 は

ど ん な形 態 の 人 々 か 」 が 議 論 の 中 心 と な り、DBを"駆 け 込 み 寺"的 な も の と し て

利 用 して も ら う た め に も 、 そ の 対 象 者 を、 一 般 旅 行 者 や 研 修 者 な どの 短 期 滞 在 者 に

絞 り込 む こ と に な っ た 。 研 究 会 メ ン バ ー か らの 意 見 要 旨 は 次 の 通 り。

・3年 後 の1995年 に 福 岡 で 開 催 さ れ る ユ ニ バ ー シ ア ー ド大 会 に は 、 世 界 各 国 か

ら約6,000名 の 学 生 が 集 ま り、 滞 在 期 間 は 約3週 間 。 大 会 期 間 中 に は 福 岡 市

民 の 約1万 人 が ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 行 う予 定 で あ る 。

・プ ロ トタ イ プ は 、 ユ ニ バ ー シ ア ー ド大 会 が 開 催 され る 福 岡 の 情 報 が 主 体 に な る だ

ろ う が 、 将 来 は 全 九 州 か ら山 口 ま で の 各 種 情 報 が 欲 し い。

・DBを 利 用 す る 対 象 者 は 、 一 時 的 に入 国 す る 就 労 者 、 留 学 生 、 そ れ に 観 光 客 が 主

体 と な る だ ろ う。

・2～3週 間 滞 在 の 外 国 人 へ の 情 報 づ く りか ら進 め て
、 将 来 は 、4～5年 程 度 の 長

期 滞 在 者 へ の 情 報 提 供 へ と進 め て い っ て 欲 しい 。

・情 報 項 目 は 、 福 岡 の 国 際 化 を 進 め る た め に ど う した ら い い か と い う こ と を 基 本 に

考 え て 絞 っ て は ど う か 。

・中 国 や 韓 国 な ど の 方 々 の 生 の 声 を聞 い て
、 項 目の 絞 り込 み を図 りた い 。

・言 語 は 、 日本 語 、 英 語 、 ハ ン グ ル 、 中 国 語 が ほ し い 。

・イ メ ー ジ 情 報(地 図 等)は 、 ま だ 課 題 も 多 い の で 文 字 情 報 で や り た い 。
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■ 第2回 研 究 会(平 成3年11月26日)で は 、 外 国 人 の 生 の 声 を 聞 く た め 、 中華

人 民 共 和 国 駐 日 本 大 使 館 政 治 報 道 部 ・一 等 書 記 官 の 曽 文 彬 氏 を 招 い て 、 中 国 か らの

留 学 生 の 声 も 交 じ え て 報 告 して も ら っ た 。 そ の 要 旨 は 以 下 の 通 り 。

1.日 本 に 来 て 困 っ た こ と

・ビ ザ の 問 題

日本 の 法 務 省 、 外 務 省 の 制 限 が 厳 し く、 最 短 で25日 間 か か る 。 留 学 生 の 場

合 は も っ と 厳 し く、 半 年 か ら1年 間 か か る 場 合 も あ る 。

・言 葉 の 問 題

中 国 か ら く る 大 半 の 人 が 、 来 日前 に 短 期 の 学 校 で 日本 語 や 英 語 を勉 強 して い

る が 、 実 践 と は 結 び つ か な い 。 しか し、 日本 人 は 英 語 が 少 し分 か る し、 看 板

な ど の 漢 字 も だ い た い の 意 味 が 分 か る の で さほ ど大 き な 問 題 で は な い 。

・生 活 ・風 俗 ・習 慣 の 問 題

中 国 の 食 習 慣 で は 朝 食 に御 飯 は 出 ず 、 柔 らか い も の(お か ゆ 、 豆 乳 饅 頭)で

量 ・種 類 も 少 な く簡 単 で あ る 。 料 理 は 全 て 暖 か い も の で 冷 た い も の に は 慣 れ

て い な い 。 だ か ら 中 国 人 に と っ て 、 昼 の 冷 え た お弁 当 は 辛 い 。 ま た 、 生 の も

の(刺 身 、 牛 肉)は 、 ほ と ん ど食 べ な い 。 冷 た い水 が 飲 め な い の で 、 ホ テ ル

な ど で は 温 か い お 湯 が 欲 し い 。 風 呂 に 関 して は 、 シ ャ ワ ー が 多 く、 風 呂桶 に

は 入 らな い 。 さ らに 靴 を 脱 い で 家 に 入 る こ と に も慣 れ て い な い の で 、 忘 れ て

し ま う こ と も あ る 。 こ れ ら は 、 生 活 習 慣 の 違 い な の で 仕 方 な い こ と だ が 、 も

し 中 国 人 に こ う い う 気 配 り を して 頂 け た ら 大 変 喜 ば れ る だ ろ う 。

・地 勢 の 問 題

中 国 は 、 道 路 が 東 西 南 北 に 延 び て い て 分 か りや す い が 、 日本 は 、 地 理 の 複 雑"

な と こ ろ も 多 く、 下 調 べ が 必 要 に な っ て く る 。 道 路 標 識 ・地 図 な ど は 役 に 立

つ 。

・環 境 の 問 題

留 学 生 に と っ て 安 い 宿 泊 施 設 を捜 す こ と は 難 し い 。 しか も 経 済 大 国 日本 で は

外 国 人 に 対 し て 差 別 や 傲 慢 な 態 度 も 見 受 け られ る 。 中 国 の 留 学 生 も 不 満 を持 っ

て い る。 日本 人 の 勤 勉 さ と 強 い 責 任 感 に は 感 心 す る が 、 中 国 人 は 、 ゆ っ た り

し た 性 格 な の で 、 そ う い う ペ ー ス に な か な か慣 れ な い 。 だ か ら 、 働 く た め に

き た 中 国 人 は 最 初 か ら厳 し い 労 働 条 件 を示 さ れ る と拒 絶 反 応 を示 す 。 少 しず

つ 、 習 慣 が 身 に っ く よ う に し た 方 が 良 い 。
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2.ど う い う情 報 が 欲 し い か

短 期 間 の 滞 在 者 は 、 天 気 、 名 所 ・旧跡 、 名 産 、 人 口、 工 業 の 発 展 状 況 、 中 国 と

の 交 流 の 状 態 ・関 係 、 各 種 施 設 の 見 学 な ど 。

留 学 生 、 研 究 生 な ど は 、 安 く て 条 件 が 良 い宿 泊 施 設 、 各 学 校 の 質 ・費 用 、 ア ル

バ イ ト情 報(場 所 ・賃 金)な ど。

3.情 報 キ ャ ッチ の 方 法

来 日前 に 、 日本 案 内 の 本 ・テ レ ビ 放 送 を見 た り、 友 人 ・知 人 に 問 い 合 わ せ る な

ど して い る 。

以 上 、 中華 人 民 共 和 国 関 係 者 の 意 見 で は あ る が 、 日本 ・九 州 か ら ア ジ ア へ の 情 報

発 信 、 な ら び に 日本 国 内 で の 情 報 内 容 ・ア ク セ ス 方 法 へ の 提 言 が 示 唆 さ れ て い る 。

一11一



23 ● 情 報 項 目の絞 り込 み

研 究 会 の 討 議 を参 考 に 、 提 供 情 報 を3っ に 分 類 し た 。(A)緊 急 情 報 、

日時 情 報 、(C)在 日時 情 報 で 、 各 分 類 の 情 報 内容 は 次 の 通 り規 定 した 。

(B)来

大分類 内 容

A.緊 急 情 報

σ

外 国 人 の 旅行 時 や 滞 在 時 に於 け る必 要 最低 条 件 情 報

B.来 日時 情 報 来 日期 間が1日 か ら6ケ 月以 内の短 間間 に於 け る外

国人 の旅 行 な らび に滞 在 へ 向て の カ ウンセ リ ング、

日本 の慣 習 、 生活 、 観 光 、学 習 情報

C.在 日 時 情 報 仕 事 や 留 学 で1年 以 上 日本 で 生 活 す る 外 国 人 へ 向 け

て の 教 育 、 就 労 、 日常 生 活 、 医 療 、 住 宅 情 報

上 記 の 大 分 類 を 、

で あ る。

さ らに 小分 類 して 情報 項 目を入 れ 込 ん だ のが 、次 頁の 第1次 案
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緊急情報

・1青 串良 項 目

1.事 故(連 絡方法、連絡先)

2.病 気(連 絡方法、連絡先、相談先 ・各国領事館 ・外国人主要連絡先)

3.落 と し物(連 絡方法、連絡先)

4.ト ラブル(連 絡方法、連絡先)

5.電 話 利用法(硬 貨、テレホンカー ド)

=第-次 葉

来 日時 概 要 情 報1.外 国 人 向 け 情 報 窓 口 案 内、 カ ウ ン セ リ ン グ 窓 口 案 内

2.金 融(通 貨 、 トラベ ラ ー ズ チ ェ ッ ク 、 両 替 金 融 機 関)

3.交 通(飛 行 機 、JR、 地 下 鉄 、 路 面 電 車 、 モ ノ レ ール 、 タ ク シ ー 、 レ ン タカ ー)

4.宿 泊(ホ テ ル 、 旅 館 、 ユ ー ス ホ ス テ ル 、 民 宿 、 国 民 宿 舎 、 ホ ー ム ス テ イ)

5.通 信(電 話 、 電 報 、 郵 便)

6.電 気 、 飲 み 水

7.エ チ ケ ッ ト、 法 規 概 要 、 交 通 マ ナ ー と 標 識 、 施 設 標 識

8.気 候

9.旅 行 保 険

10.地 図(概 要 道 路 、 都 心 部 詳 細)

来 日時 生 活 情 報1.食 事(マ ナ ー 、 料 理 の 種 類 ・店 舗 情 報 、 外 国 料 理 店 舗 情 報)

2.シ ョ ッ ピ ン グ(購 入 方 法 、 店 舗 情 報 、 名 産 品)

3.娯 楽 ・余 暇 文 化(娯 楽 遊 興 施 設 、 映 画 館 、 ス ポ ー ツ 施 設 、 公 園 、 美 術 館 、 博 物 館 、 動 物 園 、 水 族 館 、 マ リー ン 施 設)

4.観 光(名 所 ・旧跡 、 行 事 ・祭 事 、 伝 統 工 芸 、 観 光 列 車 、 観 光 バ ス 、 観 光 ル ー ト)

5.地 域 ニ ュ ー ス

6.ワ ール ドニ ュ ー ス

在 日時生活情報1.外 国人向け情報窓口案内、カウンセ リング窓口案内

2.外 国人登録(日 本国と諸外国の登録情報、申請場所、必要書類、再交付 申請)

3.法 的手続き(滞 在に伴う結婚、帰化、訴訟、契約習慣、国際的契約倫理、法律、外国人弁護士、司法書士、輸出入 に関する法規)

4.税 金(税 の負担にっいて)

5.交 通 規則 と運転免許

6.一 般 知識(日 本に於ける法規概要、犯罪事情、挨拶 ・生活マナー、歳時記、冠婚葬祭儀礼、商習慣、TV、 新聞、ラジオ)

7.日 常 生活知識(水 道、下水、ゴミ処理、電気、ガス、電話、郵便、遺失 ・拾得、ペ ット、便利情報、引っ越 し、災害予防対策、緊急事態)

8.住 宅(外 国人受入れ施設 ・住宅 ・アパー ト、中長期宿泊施設、住宅環境 ・住宅設備 ・住宅規格 ・家賃と契約形態)

9.医 療(外 国人受入れ病院、健康保険、旅行保険、国民健康保険、出産と検診等、労働者災害補償保険、健康センター、公共病院)

10.労 働(外 国人受入れ 自治体 ・団体 ・企業、外国企業、人材バ ンク、一般的就業条件、就業マナー、就業規則、給与形態、年金法)

11.教 育(外 国人子弟が学べる学校、日本の教育システム、 日本語学校、幼児育児施設、技能修得の為の教育機関、技術等の専修学校 ・企業 ・団体、国内国際技能資格の

種類 と類別)

12.宗 教(日 本の宗教概要、 日本に於ける外国宗教施設)



■ 第3回 研 究 会(平 成3年11月26日)で 、 以 上 の 分 類 に っ い て 討 議 した 結 果 、

プ ロ トタ イ プ の 初 期 目的(短 期 滞 在 者 向 け 、 ユ ニ バ ー シ ア ー ド時 使 用)を 考 慮 して

「在 日時 情 報 」 は割 愛 す る こ と に な っ た 。 研 究 会 で の 意 見 要 旨 は 次 の 通 り。

・と り あ え ず 、 ユ ニ バ ー シ ア ー ドに 役 に 立 つ と い う 目 的 で あ れ ば 、 短 期 滞 在 者 の た

め に は 緊 急 情 報 と観 光 情 報 を 中 心 に す べ き で あ る 。

・ユ ニ バ ー シ ア ー ドで は 、3週 間 位 の 滞 在 で 、 基 本 的 に は 試 合 期 間 中 は 選 手 村 に ほ

と ん ど 居 る の で 外 で の 活 動 は あ ま りな い 。 専 属 の ボ ラ ン テ ィ ア も 付 く の で 緊 急 情

報 と い う の は 必 要 な い の で は な い か 。 む し ろ、 来 日 時 生 活 情 報 が 必 要 だ 。 新 体 操

の 秋 山 え りか 選 手 の 話 だ が 、 現 地 で は ま ず 、 安 くて 美 味 し い も の を 食 べ れ る店 や

買 物 を す る 所 、 遊 べ る 所 な ど が 知 りた い と い う こ と だ 。 こ れ ら は 基 本 的 に 共 通 す

る 情 報 だ と 思 う。

・私 た ち が 国 内 で 望 ん で い る こ と を考 え れ ば 、 自 ず と 必 要 情 報 は 出 来 て く る の で は

な い か 。 出 張 な ど で 仕 事 が 終 わ っ て 飛 行 機 の 出 発 ま で の 空 き 時 間 に 行 け る 所 は ど

こ に あ る の か 、 天 神 を起 点 に し て1時 間 以 内 に 行 け る と こ は ど こ か 、 な ど も あ れ

ば 便 利 だ 。

・DBを 使 っ て 観 光 の 場 所 情 報 を 引 き 出 し て も 、 そ こ へ 行 く た め の 交 通 情 報(交 通

手 段)は ど う い うふ う に 引 き 出 せ る の か 。 そ の 辺 の 関 連 性 が う ま く接 続 で き れ ば

良 い と 思 う。 買 物 や 食 事 に して も 同 じ こ と が い え る 。
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■第4回 研 究 会(平 成3年12月10日)に は事 務 局 か ら 「情 報 分 類 」 の 第2次 案

が 提 案 さ れ た 。 各 項 目 に つ い て 具 体 的 に 細 か く討 議 され た 。 第2次 案 と 意 見 要 旨 は

次 の 通 り。

情 報 分 類=第2次 案

分類 区 分1 区分2 区分3

A.緊 急 情 報 1.事 故 ・ ト ラ ブ ル 警 察 、消 防署

盗 難 、交 番制 度

詳細資料名

2.病 気 外国人受入病院

外国領事館

詳細資料名

3.落 と し 物 各 警察 署 、交番

各 交通 機 関事務 所

詳細資料名

4.通 信 電 話 、 電 報 、郵 便 詳細資料名

B.来 日時

概 要 情 報

1.外 国 人 向 け 窓 口 窓 口案 内、カウセリング

窓 口

詳細資料名

2.金 融 通貨 、 両替 機 関 詳細資料名

3.交 通 航 空 、JR九 州 、 地

下 鉄 、 タクシー、レンタカー

詳細資料名

4.宿 泊 ユースホステル、ホテル、旅 館

国 民 宿 舎 、 ホームステイ

詳細資料名

5.エ チ ケ ッ ト 法 規 概 要 、 交 通 マナ

ー と標 識 、 施 設 標

識

詳細資料名

6.気 候 気象概況 詳細資料名

C.来 日 時

生 活 情 報

1.食 事 マナー、料 理 の 種 類

店 舗 情 報 、 外 国 料

理 店 、

詳細資料名
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分類 区分1 区分2 区分3

C.来 日時

生 活 情 報

2.シ ョ ッ ピ ン グ 購 入 方 法 、 ショッヒ.ン

グ ゾ ーン情 報 、 免 税

店 、 名 産 品 店

詳細資料名

3.娯 楽 ・余 暇 文 化 スホ㌧ ッ施 設 、 娯 楽

遊 興 施 設 、 ナ朴 ライフ

詳細資料名

4.観 光 名 所 ・旧 跡 、 伝 統

工 芸 、 行 事 ・祭 事

観 光1い ト

詳細資料名
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A.緊 急 情 報 項 目 に っ い て

・福 岡 市 に 領 事 館 は 米 、 加 、 中 、 韓 国 の4っ が あ る が 、 業 務 内 容 に っ い て は さ ま ざ

ま な 考 慮 が 必 要 。

・ 〔2 .病 気 〕 に っ い て 、 医 師 会 の 名 簿 を参 考 に す れ ば 、 外 国 語 の 話 せ る 医 師 の リ

ス トが 分 か る の で は な い か 。

・ 〔3 .落 と し物 〕 に 関 し て は 、 〔1.事 故 ・ トラ ブ ル 〕 の 中 に 入 れ 、 広 い 意 味 で

の トラ ブ ル と し た 方 が い い 。 日 本 は 警 察 署 、 交 番 が 多 い が 言 葉 の 問 題 が あ り外 国

人 は な か な か 利 用 で き な い 。 交 番 と い う制 度 に っ い て の 説 明 が 欲 し い 。

B.来 日 時 概 要 情 報 に っ い て

・ 〔2 .金 融 〕 は 、 両 替 以 外 の 他 に 意 味 が あ る の か 。

・ トラ ベ ラ ー ズ チ ェ ッ ク は 使 え る が 、 ど こ で 両 替 で き る か な ど を 先 に 教 え な く て は

な ら な い 。

・銀 行 で キ ャ ッ シ ュ に 替 え る が 、 銀 行 の 営 業 時 間 外 や 店 で は 受 け取 ら な い こ と 、 ホ

テ ル で は し て くれ る こ と な ど も 付 け 加 え た 方 が い い 。

・ 〔4 .宿 泊 〕 の ホ ー ム ス テ イ に 関 して 、 福 岡 の ホ ー ム ス テ イ は250世 帯 位 あ る

が 、 国 際 交 流 協 会 を通 じて の 方 が トラ ブ ル が 少 な い 。 固 有 名 詞 は 、 避 け た 方 が い

い 。

・ユ ー ス ホ ス テ ル は と て も 貴 重 だ 。 各 国 共 通 の 同 じ ス タ イ ル な の で 安 心 し て 泊 ま る

こ と が で き る 。 た だ 、 数 が 少 な く不 便 な 場 所 が 多 い 。

・ホ テ ル 、 旅 館 の 空 き 状 況 が 分 か る と 良 い 。

・ 〔5 .エ チ ケ ッ ト、6.気 候 〕 は 、 プ ロ トタ イ プ だ か ら削 除 し て も 良 い と思 う 。

・交 通 マ ナ ー は 、 緊 急 情 報 の 〔1.事 故 ・ トラ ブ ル 〕 に 入 れ た 方 が 良 い 。 右 側 左 側

通 行 な ど の 習 慣 の 違 い で 事 故 に 遭 っ た りす る 。

C.来 日時 生 活 情 報 に つ い て

・ 〔1 .食 事 〕 の マ ナ ー と は 。

・日本 食 の 食 べ 方 で 、 お 箸 以 外 に も使 え る こ と や 調 味 料 も 選 べ る こ と、 チ ッ プ 、 消

費 税 の こ と な ど も ほ し い 。1

・ 〔2 .シ ョ ッ ピ ン グ 〕 で 外 国 人 向 け に特 売 品 を扱 っ て い る店 が あ る の で 載 せ て 欲

し い 。 ま た 、SGGク ラ ブ と い う と こ ろ で は ボ ラ ンテ ィ ア で 通 訳 や ガ イ ドを して

くれ る 。 ドイ ツ 語 、 韓 国 語 が 出 来 る 人 も い る が 英 語 が 主 で あ る 。

・文 化 、 歴 史 上 で 大 陸 と つ な が りの あ る名 所 ・旧 跡 も 将 来 は 紹 介 し て 欲 し い 。 外 国

人 の ニ ー ズ に あ う 資 料 も 揃 え て い か な く て は な らな い 。

・外 国 人 は 料 金 な ど が 心 配 な の で 、 安 く て 安 心 な 店 に マ ー ク を 付 け る 様 に し た ら ど

う か 。 ま た 、 最 初 に 料 金 を 払 う と か 。

・旅 行 代 理 店 を 是 非 載 せ て 欲 し い。
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2.4プ ロ ト タ イ プ 段 階 で の 情 報 項 目

プ ロ トタ イ プ 段 階 で の 情 報 項 目 は 、 研 究 会 の 検 討 を 経 て 福 岡 市 と そ の 周 辺 の 事 項

を 中 心 に 、 全 部 で338項 目 と し、 英 文 へ の 翻 訳 化 を 図 っ た 。 表 中 の 数 字 は 、 プ ロ

トタ イ プ の 項 目数 で あ る 。

情 報 分類 と区分 、 お よび 項 目数

分類 区分1 区分2 項 目数

A.緊 急 情 報 1.事 故 ・ ト ラ ブ ル 警察 、 消 防署

・エ チ ケ ッ ト 盗難 、 交 番制 度

運転免許 5件

2.病 気 外 国人 受 入病 院

領事館 12件

3.通 信 電 話 、 電 報 、 郵 便 13件

B.来 日 時 1.外 国 人 向 け 窓 口 領 事 館 、観 光 案 内

概要情報 旅行代理店 19件

2.金 融 通 貨 、 両替 機 関 lO件

3.交 通 航 空 、JR九 州 、 地

下 鉄 、 タクシー、レンタか

国際免許証 1件

4.宿 泊 ユースホステル、ホテル、旅 館

国 民 宿 舎 、 ホームステイ 2件

C.来 日 時 1.食 事 マナー 、料 理 の 種 類

生活情報 日 本 料 理 店 、 外 国

料 理 店 、 屋 台 、 各

種店舗情報 129件

2.シ ョ ッ ピ ン グ 購 入 方 法 、 ショッピ ン

グ ソ㌧ ン、 情 報 、 免

税店 、 名 産 品店 20件
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分類 区分1 区分2 項 目数

C.来 日時

生 活 情 報

3.娯 楽 ・余 暇 文 化 ナ朴 ライフ、 スホ㌧ ッ 施

設 、 娯 楽 遊 興 施 設 13件

4.観 光 名 所 ・旧 跡 、 伝 統

工 芸 、 行 事 ・祭 事

観 光 ルート 114件

合計 338件
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2.5 プ ロ ト タ イ プ の 利 用 法

DBに は パ ブ リ ッ ク ・ユ ー ス と ビ ジ ネ ス ・ユ ー ス の2っ の 利 用 法 の 柱 が あ り、 パ

ブ リ ッ ク ・ユ ー ス は 、 オ フ ィ シ ャ ル ・ユ ー ス と プ ラ イ ベ イ ト ・ユ ー ス か ら な る 。 今

回 の プ ロ ト タ イ プ は 、 パ ブ リ ッ ク ・ユ ー ス を メ イ ン に作 成 さ れ た 。 将 来 は 、 ビ ジ ネ

ス ・ユ ー ス に も 対 応 で き るDBづ く り を 目指 す こ と が 望 ま しい 。 研 究 会 で も 、 企 業

が 持 っ て い るDBと の ア ク セ ス や メ ン テ ナ ン ス お よ び 利 用 費 な ど が 今 後 の 課 題 と し

て 残 っ た 。

今 回 の プ ロ トタ イ プ の 設 置 場 所 に つ い て は 、 領 事 館 、 官 公 庁 お よ び 報 道 機 関 、 ホ

テ ル 、 公 共 交 通 機 関 の 主 な 空 港 や 駅 、 警 察 、 国 際 交 流 セ ン タ ー、 大 学 等 が 考 え られ

る 。 ま た、 国 際 的 な イ ベ ン トの 会 場 に も 臨 時 に 設 置 す る こ とが 望 ま し い 。

今 回 の 英 語 と 日本 語 の 並 列 に よ る 日英 情 報 検 索 シ ス テ ム は 、 英 語 の 翻 訳 の み で 終

わ っ て い る た め 、 英 語 圏 の 外 国 人 と英 語 が 話 せ る ア ジ ア 太 平 洋 の 外 国 人 対 象 と な っ

て い る 。 ま た 、 英 語 と 日 本 語 が 並 列 に 画 面 に 出 て 来 る の で 、 日本 人 に も 気 軽 に 利 用

で き 、 外 国 人 に 対 して の 便 利 な ツ ー ル に な る 可 能 性 は 大 で あ る 。 今 後 は 、 中 国 語 、

ハ ン グ ル 等 へ の 自動 翻 訳 が 進 む こ と に よ り、 よ り一 層 の 利 用 が 計 れ る も の と 思 わ れ

る 。

情 報 検 索 に っ い て は 、 簡 単 な キ ー ボ ー ド操 作 を経 験 し た 人 な ら誰 で も 検 索 で き る

様 に 、 日本 語 と英 語 に よ り操 作 手 順 が 画 面 に 指 示 さ れ る の で 、 容 易 に使 わ れ る と 思

わ れ る 。 ま た 、 画 面 を プ リ ン トア ウ トす る こ と が で き る た め 、 情 報 伝 達 が 確 か に な

る こ と が 考 え られ る。 な お 、 分 類 や 提 供 情 報 項 目 か らの 検 索 も あ る が 、 ア トラ ン ダ

ム な 言 語 か らの 検 索 も で き 、 便 利 で あ る 。

今 後 は 、 各 セ ク シ ョ ン か ら の 詳 細 な デ ー タ ベ ー ス の 要 望 な ら び に 利 用 法 を煮 詰 め 、

実 験 を繰 り返 す こ と に よ り一 層 の 内 容 の 充 実 を 図 る こ と が 必 要 で あ ろ う 。
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3.情 報 収 集 と メ ン テ ナ ン ス

3.1 情 報 の収 集

DBに 収 録 す る 情 報 の 収 集 に っ い て は 、 今 後 、 領 事 館 や 文 化 セ ン タ ー 、 報 道 機 関 、

官 公 庁 お よ び 旅 行 代 理 店 、 旅 館 ・ホ テ ル 組 合 、 飲 食 組 合 、 交 通 機 関 等 の 協 力 な し で

は 、 詳 細 な 情 報 収 集 は 難 し い 。

ア ジ ア 太 平 洋 交 流DB構 築 に っ い て は 外 国 人 を 交 え て 専 門 機 関 を っ く り情 報 の 推

敲 と イ ン プ ッ ト、 ま た 利 用 法 の 開 発 を押 し進 め て い く こ と が 望 ま し い と思 わ れ る 。

今 回 の プ ロ トタ イ プ に 関 し て は 、 電 話 帳 な らび に 市 販 の 情 報 雑 誌 や 、 観 光 雑 誌 、

官 公 庁 発 行 の 刊 行 物 、 ま た 情 報 専 門 会 社 の ア ドバ イ ス を元 に 作 成 し た 。 人 員 に っ い

て は 、 収 集 に2名 、 イ ン プ ッ ト作 業 に2名 、 推 敲 に1名 、 外 国 語 添 削 に1名 必 要 と

な っ た 。 期 間 は 、 平 成3年10月 か ら始 ま り、 平 成4年1月 に 終 了 した 。

情 報 項 目 は 、 全 部 で338件 。 情 報 源 に な っ た 刊 行 物 の 発 行 時 期 の ズ レ等 が あ り、

内 容 の 確 認 に 手 間 ど り 、 正 確 性 と タ イ ム リー 性 に や や か け た 。 今 後 の 作 業 で は 、 各

項 日毎 に 情 報 を リ ア ル タ イ ム で 確 か め る 要 員 が 必 ず必 要 で あ ろ う 。 ま た 、 外 部 団 体 ・

企 業 へ の 情 報 要 請 も 定 期 的 に 行 う と と も に 情 報 全 体 の 正 確 性 と タ イ ム リ ー 性 を確 保

す る た め に も 、DBの 見 直 し時 期 を年 に何 回 行 うカ・も 決 定 し て い か な くて は な ら な

い 。
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3.2 入 力前 の原 稿 化

デ ー タ ベ ー ス へ の 入 力 前 の 原 稿 化 は 、 下 記 の 専 用 原 稿 を作 成 し、

して も ら っ た 。

ラ イ タ ー に 記 述

ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス No.

ー

31分㎞21分㎞

lI〒

円

円

円

円

円

円

分場㎞門司料

1日休1
門学小円高中円学大円人㎏B金料祠

}

,

一

金料

金料

金料

金料

金料

金料

1⊆

分間時

分間時

分間時

分間時

分間時

分間時

1

元成作

元報情

川
n

l
間時

間時

間時

間時

間時

間時

分間時-間㎏

己
夕朝事スビ

ー

サらか円ンイツ円ルグンシ

日月年成作

日新更

ド
ー
ワ

ー

キ要主

船

機行飛

川T

換乗

間時業営

号番録登
一

キ像画

類分

1分区

名料資

所在

話電

スパ

鉄下地

鉄西

州九ほ

A金料

C金料

1
明説
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3.3 メ ン テ ナ ン ス

情 報 は 、 利 用 者 ニ ー ズ に 即 した 正 確 性 と タ イ ム リー 性 が 必 要 で あ り、 そ れ ら の 情

報 収 集 に っ い て は 、 今 後 、 領 事 館 や 文 化 セ ン タ ー 、 報 道 機 関 、 官 公 庁 お よ び 旅 行 代

理 店 、 旅 館 ・ホ テ ル 組 合 、 飲 食 組 合 、 交 通 機 関 等 の 協 力 が 不 可 欠 で あ る 。

ま た 、 情 報 収 集 の た め の 統 一 マ ニ ュ ア ル や 原 稿 用 紙 、 ま た パ ソ コ ン 等 の 収 集 装 置

づ く りの 統 一 化 を図 ら な く て は 、 利 用 者 ニ ー ズ に 合 っ たDBは 作 りに く い 。

今 後 は 、 専 門 機 関 で 情 報 の 推 敲 と イ ン プ ッ ト、 ま た 利 用 法 の 開 発 を押 し進 め て い

く こ と が 大 切 で あ る 。
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4. プ ロ トタ イ プDB設 計

4.1DBシ ス テ ム の 概 要

(1)設 計 方 針

プ ロ トタ イ プ の 検 索 シ ス テ ム は 、 日立 の オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム 「VOS3

/ES1」 下 で 動 作 す る 汎 用 の 情 報 検 索 シ ス テ ム 「ORION」 を使 用 し た 。 今

回 、 作 成 し た ア ジ ア 太 平 洋 交 流DB検 索 シ ス テ ム の 設 計 概 要 は 次 の 通 り。

①DB構 築 環 境

DB構i築 環 境 は 、HITAC福 岡 セ ン タ ー 内 に あ る ハ ー ドウ ェ ア と し て 、 汎

用 コ ン ピ ュ ー タ ー のM-640/30を 使 用 、 検 索 端 末 と し て 当 セ ン タ ー 内 の

ロ ー カ ル 端 末 を使 っ た 。

② 前 提 条 件

・ 検 索 は 、 情 報 検 索 シ ス テ ム 「ORION」 の 標 準 検 索 機 能 で あ る コ マ ン ドに

よ り行 い 、 全 画 面 モ ー ドで の 検 索 は 行 わ な い 。

・ 格 納 す る レ コ ー ドの 件 数 は 、300件 程 度 と す る 。

・ レコ ー ドの レイ ア ウ トは 、 共 通 部 ・日 本 語 部 ・英 語 部 の3っ に 分 け る 。 デ ー

タの 作 成 方 法 は 、 共 通 部 ・日 本 語 部 は ワ ー プ ロ で 作 成 し、 英 語 部 は 日立 の 自

動 翻 訳 シ ス テ ム 「HICATS」 を 使 用 。 日本 語 を 英 語 に 翻 訳 し た 結 果 、 英

訳 の お か しな 部 分 が あ れ ば 、 対 話 形 式 で 修 正 す る 。

・ キ ー ワ ー ドの 抽 出 方 法 は 、 英 語 に っ い て は 検 索 シ ス テ ム で 自動 的 に 行 う が 、

日本 語 の 文 章 に つ い て は 主 な キ ー ワ ー ド を人 の 判 断 に よ り抽 出 し 、 デ ー タ の

一 部 と し て 登 録 し て お く こ と と し た 。

・ 画 像 処 理 に つ い て は 、 ハ ー ドウ ェ ア 環 境 お よ び作 業 工 数 等 の 問 題 に よ り、

サ ポ ー ト しな い こ と と した 。
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(2)実 行環 境

① ハ ー ドウ ェア 環 境(福 岡 セ ンタ ー)
M-640/30

M-640/30

中 央 処 理 装 置

128MB

HT-6140-KO6

I

C

P

万 力レ
＼ミ ィス川

プ リン タ

∨
8"フ ロッピ

『
H-6149-6AH-F8082-50H-6519-80

B
Y

M

P

X

デ ィスク

制 御 装 置

/デ ィスク 、

～駆鷲 ㍉

/増設引 ス

駆動装置

/2.5GB
1

H-6581-1H-6586-K14H-F6586-JO4

B

L

M

P
X

磁気テープ
制御装置

○ ○
)カ
ートリッジMT

○ ○
)カ
ートリッジMT

H-6481-1H-6485-1H-6485-1

気 テープ

動 装

B

L

M

P

X

磁 気チーフ.

制 御装 置

H-8481-A20BH-8481-A10

B

L

M

P

X

漢字プリンタ
制御装置

漢字プリンタ

＼_ノ 命o行/分

H-8173-C10 H-8172-P10

B

Y

M

P
X

ターミナル

コントローラ
ん 、ぶ＼

ノ

、。2λ

ノ

端末フ.リンタ

)(
H-4001-L81

＼
20`005ハ
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② ソ フ トウ エ ア 環 境

主 な 使 用 ソ フ トウ エ ア を以 下 に 示 す 。

項番 プ ロ グ ラ ム プ ロ ダ ク ト名 概要 区分

1 VOS3シ ス テ ム プ ロ ダ ク ト 31ビ ッ トの 仮 想/実 ア ド レ ッ シ ン グ をサ ポ ー トす る 基本 制御 プ ログラ ム

VOS3/ES1 VOS3シ ス テ ム プ ロ ダ ク トで あ る 。

2 TSSモ ニ タ プ ロ グ ラ ム TSSコ マ ン ドの 実 行 を 制 御 し、 コ マ ン ドプ ロ シ ジ ャ 及 び

コ マ ン ドプ ロ フ ァ イ ル の 操 作 性 を 向 上 させ る プ ロ グ ラ ム

で あ る 。

3 情 報検 索 システ ム 文 献 デ ー タ や 数 値 デ ー タ を 効 率 よ くデ ー タ ベ ー ス に 蓄 積 情報検索

ORION し、 そ の デ ー タ ベ ー ス か ら 必 要 な 情 報 を 端 末 で 対 話 的 に

検 索 し、 指 定 に従 って適 当な 処理 を加 えて 出 力 す る こ と

が で き る 情 報 検 索 シ ス テ ム 。

4 情報 検 索 シス テ ム ORIONの 付 加 プ ロ ダ ク トで あ り、ORIONで 漢 字 デ ー タ を 取

0田ON漢 字 支 援 り扱 う た め の プ ロ グ ラ ム

5 情 報検 索 シス テ ム ORIONの 付 加 プ ロ ダ ク ト で あ り 、ORIONを31ビ ッ ト ア ド

ORION/EA レス空 間 で実 行 可 能 に す る機 能 を持 つ 。

6 TSS端 末 入 出 力 プ ロ グ ラ ム 対 話 処 理 を行 う場 合 に 必要 となる プ ログ ラ ム であ り、 ワ 対話環境支援

TlOP2 一 ク ス テ ー シ ョ ン との 入 出 力 を 制 御 す る 。

7 MODE基 本 部 対 話 環 境 基 盤 製 品MODE1の 基 本 部 。MODE1環 境 下 の プ ロ グ

MODE/BSE2 ラ ム 、 コ マ ン ドの 制 御 、 及 び 対 話 環 境 下 で の 共 通 処 理 、

対 話 の 画 面 入 出 力 な ど を 行 う。 さ ら に 、MODE.BSE2で は

操 作 性 の 向 上 、 実 行 性 能 の 向 上 、 デ ー タ チ ェ ッ ク 機 能 を

強 化 して い る 。

8 MODEパ ネ ル サ ー ビ スMODE/PNL MODE1の パ ネ ル を 対 話 形 式 で 定 義 ・更 新 す る プ ロ グ ラ ム
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項番 プ ロ グ ラ ム プ ロ ダ ク ト名 概要 区分

9 拡 張 ソ ー トマ ー ジ 機 能 強 化 お よび高 速 化 を行 っ た ソー ト(分 類)及 び 運 用 関連 プ ロ グラム

XSORTE2 マ ー ジ(併 合)プ ロ グ ラ ム 。31ビ ッ トア ド レ ッ シ ン グ

機 能 を含 む 。

lO プ ロ グ ラ ミ ン グ 支 援 エ デ ィ タ テ キ ス ト編 集 を中心 と した プ ロ グラ ム 開発 環 境 を統 合 対 話 プ ロ グラム 開発

ASPENE2 的 に 支 援 す る エ デ ィ タ シ ス テ ム 。 編 集 操 作 に コ ン パ イ ル

や実 行 を連 動 させ な が ら対話 的 にプ ロ グ ラ ム を開 発 す る

こ と が 可 能 で あ る 。

11 最 適 化FORTRAN77 ANSFORTRANに 準 拠 し 、 既 存 のFORTRAN(JIS7000レ ベ ル) FORTRAN

OFORT77E2 と の 互 換 性 に も 十 分 な 配 慮 を して い る 。 内 蔵 ア レ イ プ

セ ッ サ の サ ポ ー ト、 コ ン パ イ ラ の リ エ ン ト ラ ン ト、

31ビ ッ トア ド レ ッ シ ン グ機 能 サ ポ ー トな ど の 特 徴 を

持 つ 。



③ メ モ リ構 成

VOS3/ES1シ ス テ ム 環 境 下 で 、

駐 し た 時 の メ モ リ構 成 を 以 下 に 示 す 。

「ORION」 を シ ス テ ム 領 域 へ 常

O

16MB

2GB

システ ム領 域

ユ ー ザ 空 間*2ユ ー ザ 空 間*2

ジ ョブ固有 領域 ■ ● ● ●

ORION実 行 時 の

管 理 ブ ロ ッ ク 、

作 業 領 域

ORION実 行 時 の

管 理 プ ロ ツ ク 、

作 業 領 域

リ ン ク パ ッ ク 領 域

*1

ORIONの 一 部

200KB

シス テ ム共通 領 域

シス テ ム共通 領 域

拡 張 リン クパ ッ ク

領 域*1

ORION本 体

1MB

拡 張 ジ ョブ固有

領 域

■ ● ● ●

ラ ン モ ジ ュ ー ル

*3

ラ ン モ ジ ュ ー ル

*3

(注)*1

*2

*3

リ ン クパ ッ ク領 域:共 通 で 使 用 す る プ ロ グ ラ ム が

格 納 され る 領 域 。

端 末 対 応 に ユ ー ザ 空 間 が 使 用 され る 。

ラ ン モ ジ ュ ー ル と は 、ORIONか ら 起 動 さ れ る

プ ロ グ ラ ム の 総 称 で あ り、 ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム お よ

びORIONで 提 供 して い るSORTO,OLI

VEプ ロ グ ラ ム 等 が あ る。
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④DB構 造

DBを 構 成 す る各 フ ァイ ル の 関 係 は次 の通 り。

(イ)イ ン デ クス フ ァ イ ル と ヘ ッ ドフ ァ イ ル の 関 係

ユ ー ザ が 検 索 質 問 で 指 定 し た イ ン デ ク ス タ ー ム が イ ン デ ク ス フ ァ イ ル 中 に 存 在 し た 場 合 、

イ ル 中 の レ コ ー ドが ど の よ う に 関 連 付 け ら れ る か を示 す 。

「公園」を例とした場合、図の様になる。
ノ"、"

、一ワー・ ノ

〈注 〉①
PA:デ ィス ク のポ イ ン タア ドレス 、

② 各 イ ンデ クス ブ ロ ック は、 階層 構 造 にな って い る.

イ ンデ ク ス タ ー ム とヘ ッ ドフ ァ

/一)一 一一＼、

プ

上
'

ノ'!

、、

、

、

!!"
'

、、

、

、、

〈 ヘ ッ ド フ ァイ ル 〉

乙./'、'＼ こごこ,、
,∠〆*1:キ ーワー ドに眩当する

ドキュメント蓄号の件数
1

20件
'

・・・…i・ ・。・2。i… ・;・ 。…8i

1

万一 一1 ＼ *1
1

' N
lWOO101PA← ∈

10000201PAIq∈

10001481PA」 間晦ぞ

＼

ギ 一 夕 プ ロ ツク

レコー ド1

レコ ー ド1

、

000020・ … 公 園 南 公 園 福岡市南方郊外～ 1・ …lpARKI・ ・i・ 卯 ・i・i・ned… …'
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(ロ)イ ンデ ク ス フ ァ イ ル と レ ン ジ フ ァ イ ル の 関 係

ユ ー ザ が 検 索 質 問 で レ ン ジサ ー チ を指 定 し た 場 合 、 レ ン ジ サ ー チ で 指 定 した 条 件 に 適 合 し た レコ ー ド を、

イ ル と イ ン デ ク ス フ ァ イ ル を使 っ て 検 索 す る か を 示 す 。

ど の レン ジ フ ア

<テ ーブル ファイル 〉

レンジ定義
lWT70/2∩ 1
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⑤ フ ァ イ ル 構 成

使 用 す る フ ァイ ル は 、 次 の よ う に 分 類 さ れ る 。

(a)デ ー タ ベ ー ス を 構 成 す る フ ァイ ル'

検 索 対 象 と な る レ コ ー ドを蓄 積 した フ ァ イ.ル と、 レ コ ー ドの 定 義 な ど を 格 納

した フ ァ イ ル か ら構 成 さ れ る 。

・テ ー ブ ル フ ァ イ ル

・ヘ ッ ド フ ァ イ ル

・イ ン デ ク ス フ ァ イ ル

・ レ ン ジ フ ァ イ ル

:デ ー タ ベ ー ス の フ ァイ ル 、 レコ ー ドの 定 義 情 報 、

機 密 情 報 を格 納 して い る 。

:情 報 レ コ ー ド自 体 を蓄 積 し て い る 。

:イ ン デ ク ス タ ー ム(キ ー)と 、 ヘ ッ ドフ ァ イ ル

内 の レ コ ー ドへ の ポ イ ン タ を持 っ て い る 。

:レ ン ジ タ ー ム(数 値 キ ー)と 、 各 レ ン ジ タ ー ム

ご との 実 際 の 数 値 デ ー タ を格 納 して い る 。

(b)メ ッ セ ー ジ フ ァ イ ル

シ ス テ ム メ ッ セ ー ジ を格 納 し た フ ァ イ ル で あ る 。

・メ ッ セ ー ジ フ ァ イ ル:シ ス テ ム の メ ッ セ ー ジ を格 納 し て い る 。 英 語 用

と 日本 語 用 が あ る 。

(c)セ シ ョ ン 対 応 の フ ァイ ル

検 索 時 に セ シ ョ ン 対 応 に作 成 さ れ る フ ァ イ ル で あ る 。

・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

フ ァ イ ル

・プ リ ン ト フ ァ イ ル

・モ ニ タ フ ァ イ ル

:1回 の 会 話 セ シ ョ ン ご と に 、 検 索 結 果 等 を格 納 す る

一 時 フ ァ イ ル 。

:プ リ ン タ ー に 出 力 す べ き 情 報 を格 納 す る 。

:検 索 時 の モ ニ タ ー 情 報 を格 納 す る 。

(d)検 索 補 助 用 フ ァ イ ル

検 索 支 援 お よ び 、 検 索 結 果 の 利 用 を 促 進 す る た め の フ ァ イ ル で あ る 。

・プ ロ フ ァ イ ル フ ァ イ ル:検 索 質 問 を格 納 して い る
。

・ユ ー ザ フ ァ イ ル:検 索 結 果 を 出 力 す る フ ァ イ ル
。
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(e)デ ー タ ベ ー ス 作 成 ・更 新 用 フ ァ イ ル

デ ー タ ベ ー ス の 作 成 ・更 新 に 必 要 な フ ァ イ ル で あ る 。

・入 力 デ ー タ フ ァ イ ル

・キ ュ ー フ ァ イ ル

・オ ー バ ラ イ ド

フ ァ イ ル

・デ ュ プ チ ェ ツ ク

フ ァ イ ル

・ヘ ッ ド フ ァ イ ル

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

・イ ン デ ク ス フ ァ イ ル

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

・ レ ン ジ バ リ ュ ー

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

・ レ ン ジ フ ァ イ ル

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

:原 レ コ ー ドを格 納 して い る 。

:更 新 用 の トラ ンザ ク シ ョ ン を格 納 す る フ ァ イ ル 。

:検 証 の 結 果 エ ラ ー と な っ た デ ー タ を格 納 す る フ ァ

イ ル 。

:重 複 チ ェ ッ ク を行 う フ ィ ー ル ドの デ ー タ を 格 納 す る

フ ァ イ ル 。

:デ ー タ ベ ー ス に 蓄 積 す べ き 情 報 の み を、 シ ス テ ム で

識 別 で き る フ ォ ー マ ッ トで 格 納 す る 。

:イ ン デ ク ス タ ー ム を切 り 出 した レ コ ー ドの 情 報 等 を

格 納 す る 。

:実 際 の 数 値 デ ー タ を格 納 す る。

:レ ン ジ タ ー ム ご と に 実 際 の 数 値 等 を 格 納 す る 。

(f)ラ ン モ ジ ュ ー ル フ ァ イ ル

検 索 中 に 呼 出 し 可 能 な プ ロ グ ラ ム(ラ ン モ ジ ュ ー ル と い う)を 格 納 し た フ ァ

イ ル で あ る 。

・ラ ン モ ジ ュ ー ル

フ ァ イ ル

:シ ス テ ム 提 供 ラ ン モ ジ ュ ー ル お よ び ユ ー ザ 作 成 ラ ン

モ ジ ュ ー ル が 格 納 さ れ て い る 。
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使 用 フ ァ イ ル 一 覧

項番 フ ァ イ ル 名 デ ー タ セ ッ ト名 ボ リューム番 号 容 量

(KB)

フ ァ イ ル の 属 性 備 考

編成法 レコード 形 式 レコード 長 プ ロツク長

1 テーブ ルファイル(英 語 用) ORION.OR10N.ASIA ASIAO1 67 順編成 FS 1740 1740 *1

2 テーブ ルファイル(日 本 語) ORION.ORION.ASA1 ASIAO1 71 順編成 FS 1740 1740 *1

3 メッセージ ファわレ(英 語 用) ORION.ORION.DIALOG.DEF ASIAO1 270、 順編成 FS 1740 1740 *1

4 メッセーシ"フ ァイル(日 本 吾吾) ORION.ORION.DIALOG.KAN ASIAO1 290 順編成 FS 1740 1740 *1

5 ヘ ツ ドブ ア イ ル ORION.ASiA.HEAD ASIAO1 456 順編成 FS 1740 1740 *1

6 イ ン デ ク ス フ ァ イ ル ORION.ASIA.INDEX ASIAO1 2,902 順編成 FS 1740 1740 *1

7 レ ン ジ フ ァ イ ル ORION.ASIA.RANGE ASIAO1 13 順編成 FS 1740 1740 *1

8 キ ュ ー フ ァ イ ル ORION.ASIA.QUEUE ASIAO1 一 順編成 FS 1740 1740 *1

9 オーバ ーライド ファイル ORION.ASIA.ORIDE ASIAO1 一 順編成 FS 1740 1740 *1

lO コミュニケーションファイル
一 時 テ㌧ タセット ASIAO1 一 順編成 FS 1740 1740 *1

11 モニタデ ィレクトリファイル ORION.ORlON.MTROOOO ASIAO1 4 順編成 FS 1740 1740 *1

12 モニタセションファイル ORION.ORION.MTROO10 ASIAO1 1 順編成 VB 1740 744

13 プ リントファイル スフ㌧ ルフアイル ASIAO1 一 順編成 VBA 1740 384

14 入 力 テ㌧ タファイル ORION.ASIA.DATA ASIAO1 3,640 順編成 VB 120 12,000

15 ヘッド ファイルトランザ クション ORION.HEADTR.DATA ASIAO1 456 順編成 u 1740 30,008

16 インチ"ク スファイルトランサゆクション ORION.INDXTR.DATA ASIAO1 1,600 順編成 VB 1740 744

17 レンシ"ハ"リ ュートランサ∨クション ORION.RNGVTR.DATA ASIAO1 10 順編成 VB 1740 744

18 レンジ ファイルトランザ クション ORION.RNGTR.DATA ASIAO1 10 順編成 VB 1740 744

19 ランモジ ュールファイル ORION.ORIONRUN ASIAO1 3コ55 区分編成 u
一

6144

(注)*1:レ コ ー ドの ア ク セ ス は 、 ダ イ レ ク ト ア ク セ ス を 使 用 し て い る 。



(3)DB定 義

DBを 作 成 ・更 新 お よ び 実 行 す る た め に 、 必 要 な 情 報 を デ ー タ定 義 言 語(Data

DefinitionLanguage)を 使 用 して 定 義 す る。 定 義 した 情 報 は 、 デ ー タ定 義 機 能 で コ

ン パ イ ル し、 テ ー ブ ル フ ァ イ ル に 格 納 す る こ と に よ り統 括 的 に 管 理 で き る 。

主 な 定 義 情 報 は 次 の 通 り。

① フ ァイ ル 定 義

デ ー タ ベ ー ス を構 成 す る 各 フ ァ イ ル に 関 す る 情 報 を定 義 す る 。

・ヘ ッ ドフ ァイ ル 、 イ ン デ ク ス フ ァ イ ル 、 レ ン ジ フ・ア イ ル 、 キ ュ ー フ ァ イ ル 、

オ ー バ ー ラ イ ド フ ァイ ル 、 デ ュ プ チ ェ ッ ク フ ァ イ ル に つ い て 、 割 当 て る 装 置 、

ボ リ ュ ー ム 通 し番 号 、 デ ー タ セ ッ ト名 、 ス ペ ー ス 容 量 を定 義 す る 。

・ヘ ッ ドフ ァ イ ル で は 、 最 大 レ コ ー ド長 、 最 大 フ ィ ー ル ド数 等 も定 義 す る 。

・イ ン デ ク ス フ ァ イ ル で は 、 キ ー 長 、 各 フ ィ ール ドか ら切 り 出 す キ ー の 最 大 数

等 を定 義 す る 。

定 義 例:

FILE.DEFINITIONS;

HEAD.FILE,

MAX.RECORD(10000),MAX.NR.FIELDS(100),HIGHEST.FIELD.NR(100):

ACCESS,DSN="ORION.ASIA.HEAD",DDNニHEAD;

UPDATE,DSNニ"ORION.ASIA.HEAD",DDN=HEAD,VSNニASIAO1,

PRIM=10,SEC=5,BLKSニ2;

② レコ ー ド定 義

DBに 蓄 積 さ れ る デ ー タ要 素 の フ ィ ー ル ドに っ い て 、 名 称 や 格 納 す る デ ー タ の

様 式 、 ラ ベ ル 情 報 等 を定 義 す る 。 ま た 、 他 の フ ィ ー ル ド と論 理 的 に 親 子 の 関 係 付

け を持 っ て い る マ ッ プ フ ィ ー ル ドに つ い て の 情 報 も 定 義 す る。

定 義 例:

RECORD.RETRIEVAL;

FORMAT(01),CALSS(1NTEGER),TYPE(KEY);

FORMAT(02),CALSS(STRING),TYPE(TEXT);

FILED(01),USE.FORMAT(01),LABEL(01),NAME(REGNO);

FILED(02),USE.FORMAT(02),LABEL(02),NAME(CREDATE);

MAP(91),

SEQUENCE(1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,16,17,18,19,20,

21,22,23.24,25),

NAME(KMAP1);
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③ 入 力 デ ー タ 定 義

入 力 と な る デ ー タ フ ァ イ ル の 属 性 お よ び デ ー タの レイ ア ウ ト等 を定 義 す る 。

入 力 デ ー タ の 形 式(FORM)に は 、 固 定 形 式 、 標 準 形 式 、 自 由 形 式 、 の3種

類 が あ る が 、 今 回 の プ ロ トタ イ プ で は 、 固 定 形 式 を使 用 し た 。

・固 定 形 式:デ ー タ の 記 述 位 置 を物 理 レコ ー ド単 位 に 、 〈 開 始 文 字 の 位

置 〉 と く 終 了 文 字 の 位 置 〉 で 指 定 す る 。

・標 準 形 式:デ ー タ の 記 述 位 置 を カ ラ ム 位 置 で 指 定 す る 。 デ ー タ は 、 指

定 し た カ ラ ム に 作 成 しな け れ ば な らな い 。

・自 由 形 式:デ ー タ の 記 述 位 置 に 関 す る 制 約 を受 け ず 、 自 由 に デ ー タ の

作 成 が 行 え る 。

以 下 に 各 形 式 の 例 を 示 す 。

(イ)固 定 形 式
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定義 例:
'

イ

【

④ ユ ー ザIDの 定 義

デ ー タ ベ ー ス を参 照 す る こ と が 許 さ れ た 各 ユ ー ザ に 対 す る ユ ー ザIDお よ び パ

ス ワ ー ド等 を定 義 す る 。

定義 例:

⑤ キ ー ワ ー ド抽 出 の 定 義

シ ス テ ム の キ ー ワ ー ド自 動 抽 出 機 能 に 対 して 与 え な け れ ば な ら な い 抽 出 方 法 に

関 す る 情 報 を定 義 す る 。 自 動 抽 出 機 能 に は 、 以 下 の も の が あ り、 こ れ ら を組 合 せ

て 使 用 す る 。'

・フ ィ ー ル ド全 体 を キ ー に す る 。

・フ ィ ー ル ド中 の 一 部 分 を キ ー め 対 象 に す る 。

い くっ か の キ ー を抽 出 す る 。フ ィ ー ル ド を 分 割 し て 、

キ ー を抽 出 す る 。ブ レ ー ク 文 字 列 を指 定 して 、・ブ レ ー ク 文 字 、
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・フ ィ ー ル ド中 の 不 要 ワ ー ド を指 定 す る 。

・フ ィ ー ル ド中 の 数 値 を キ ー に し な い。

・い くっ か の フ ィ ー ル ドの 内 容(文 字 列) 、

キ ー に す る 。

定 義 例:

INDEXING.DEFINITIONS;

FIELD(02),INDEX;

FIELD(03),INDEX,KAN,REV;

お よび 固定 の 文字 列 を組 合せ て

FILED(06),INPEX,KAN,REV,OPTION=XSTRING.BREAKEWITH"AIA6";

FIELD(52),INDEX,REV,S'rOPNUMBERS,

STOPWORD="STOPWORD",OPTIONニFREE.TEXT;

TABLE.DEFINITIONS;

NAHE(STOPWORD),KEYTYPE(STRING),KEY.SIZE(10);

ttAT";"BY";"FOR";ttlN";"ON";"IF";"A";"THE";"THIS";

"OF";"OR";"OWN";"RE";"S";"TO";"WAS";"WHO";"WITHIN";

⑥ ユ ー ザ メ ッ セ ー ジ の 定 義

シ ス テ ム か らユ ー ザ に 対 し て 出 力 す べ き メ ッセ ー ジ の テ キ ス トや 、 コ マ ン ドの

説 明 等 の ガ イ ダ ン ス メ ッセ ー ジ を定 義 す る。

定 義 例:

EXPLAIN.TOPICS;

ttPREFIX"=1361;

ttFIND" =1362;

"LOOK"
=1363;

MESSAGES;

NUMBER(6007),

TEXT(〃(よ う こ そ 、 ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス へ));

NUMBER(6008),

TEXT(//(デ ー タ ベ ー ス の 更 新 日 付 は くX(6)〈)

更 新 時 刻 は くX(6)〈 で す,,

NUMBER(1362),

TEXT(//(THEFORMSOF"FIND"ARE:)

FIND{iNDEXSEARCHTERM}〔!{INDEXSEARCHTERM}〕)

{RANGESEハRCHTERM})
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レ コ ー ド 定 義

フィールド

番 号 ラベ ル情 報

フィールド 名

(1～12)

デ リフイツクス名

(1～8)

ブイールド

タイプ

キーワード

抽 出 備 考

共

通

部

1 登録番号 REGNO RG 整数 ○ 半6

2 作成 日付 CREDATE CD 英数 ○ 半8

3 作成元 CREORG CO 漢字 ○ 全6

4 情報元 INFORG 10 漢字 ○ 全15

日

本

語

部

5 分類 CLASS CL 漢字 ○ 全15

6 区分1 DIV1 D1 漢字 ○ 全15

7 区分2 DIV2 D2 漢字 ○ 全15

8 区分3 DIV3 D3 漢字 ○ 全15

9 資料名 DTNAME DN 漢字 ○ 全29

10 情報 INF

ス∧㌧ スX14

漢字 全35×15行

ll 説明 EXPL

スペ ースX7

漢字 全35×8行

12 主 題(キ ーワード) KEYWD

スペ ースX7

KW 漢字 O 全35×8行

英

語

部

13 CLASS(分 類) ECLASS ECL 英数 ○ 半70

14 DIVISION1(区 分1) EDIV1 ED1 英数 ○ 半70

15 DIVISION2(区 分2) EDIV2 ED2 英数 ○ 半70

16 DIVISION3(区 分3) EDIV3 ED3 英数 ○ 半70

17 DATANAME(資 料 名) EDTNAME EDN 英数 ○ 半70×2行

18 INFOMATION(住 所)

(電 話)

(そ の 他)

EINF

ス∧㌧ スX19

英数

英数

英数

半70×20行

19 EXPLANATION(説 明) EEXPL

ス∧㌧ スX11

EEP 英数 ○ 半70×12行

#END

注)日 本 語 部 の論理 マ ップ名:KMAPl

英語 部 の論 理 マ ップ名:EMAP1
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#27ECLASS

#28EDIV1

#29EDIV2

区 1

2

#30EDIV3 (区 3

#31EDTNAHE(資 料 名)

#32ElドFO1 HAP:E】NFO1～EINF20;

#33EINFO2

#34El}こFO3

#35EINFO4

#36EI八 ド05

#37EINFO6

#38EINド07

#39EINFO8

#40E1}VFO9

#41EINド10

#42EINド11

#43EINド12

#44EINF13

#45EINF14

#46EINド 】5

#47E1ド ド16

‡48E|NF17

#49EINF18

#50EINF19

#51EINI:20

#52EEXPL (説 明

#3(15:72)
#415:72

#515:72

#6(15:72)
#7(15:72)
#815;72

#9(15:72)
#101:72)

#111:72)
#12(1:72)

#13(1:72
#14(1:72)

#15(1:72)
#16(1:72)

#171:72

#18(1:72)

#19(1:72

#20

#21

1:72

1=72)

#22(1:72)

#23(1:72)
#24(1:72)

#25(1:576)

#26(1:360)

#27(13:72)

#28(13:72)
#2913:72

#30(13:72)
#31(13;132)

#32(1:72)

#33(1:72)

#34(1:72)
#35(1:72)

#36(1:72)

#37(1:72)
#38(1:72)

#391:72)

#40(1:72)
#41(1:72)

#421:72

#43(1:72)
#44(】:72)

#45(1:72)
#461:72

#47(1:72)

#48(1:72)

#491:72

#50(1:72

#511:72

#521:1080

#n:ブ イールド 番

共 通

漢 字

英語

#END

(注) AC:7ク ションフラグ(レ コーード の 更 新 フラグ)

値:'ム ㌔ 追 加 ▽C㌔ 更 新 、'D'=削 除

E≡]・ 漢 字 〔 コ ・ EBCDIK
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4.2デ ー タ 作 成 ・更 新 方 法

(1)入 力 デ ー タ作 成 手 順

以 下 の 手 順 に 従 っ て 入 力 デ ー タ を作 成 した 。

1.富 士 通 ワ ー プ ロ で 文 書 デ ー タ を作 成 。

① 使 用 機 器:富 士 通 ワ ー プ ロOASYSメ イ ト3.5イ ンチ2HD

② 項 目 ご と に 所 定 の 位 置 、 行 数 で 文 書 を作 成 。

③ デ ー タ 作 成 時 、 日 英 翻 訳 を 意 識 。

④ 漢 字 項 目 は す べ て 全 角 で 入 力 。

⑤ 罫 線 は 使 用 しな い 。

⑥ 一 行 全 角35字(半 角70字)以 内 と す る 。

2.富 士 通 ワ ー プ ロ文 書 を 日 立 ワ ー プ ロ 文 書 に 変 換 。

① 富 士 通 ワ ー プ ロ文 書 をMS-DOS形 式 に 変 換 。

② 日立 ワ ー プ ロ でMS-DOS形 式 デ ー タ を 読 み 込 む 。

使 用 機 器:日 立 ワ ー プ ロWITHME3.5イ ンチ2HD

③ 日立 ワ ー プ ロ で 通 常 文 書 と し て 登 録 す る 。

3.日 立 ワ ー プ ロ 文 書 を 日立 ワ ー"ク ス テ ー シ ョ ン 用 の 文 書 に 変 換 。

① 使 用 機 器:日 立 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン2050/32E+(UNIX)

② 拡 張 ユ テ ィ リテ ィ(文 書 変 換)で 変 換 す る 。

4.日 立 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で 日 英 翻 訳 。 日英 翻 訳 ソ フ トHICATSを 使 う。

① 翻 訳 出来 な い 文 章 は 日本 語 を 校 正 し翻 訳 。

② 翻 訳 出 来 な い 語 は そ の 都 度 辞 書 に 登 録 。

③ 翻 訳 さ れ た 英 文 を校 正 。(全 角 文 字 は、 全 て 半 角 文 字 に 訂 正)

④ 一 行 半 角70字 と す る 。

5.日 立 ワークステーションの 文 書 デ ー タ を ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ ー(M-640/20)へ 転 送 。

① 文 書 デ ー タ をUNIX形 式 の 一 般 フ ァ イ ル と し て 登 録 。(/tmp/フ ァイル名)

② フ ァ イ ル 転 送(マ イクロ対 ンフレーム結 合)で 淑 トコンピa－ 夕ーへ 転 送 。(WS→ ホ ス ト)
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6.DB入 力 用 の デ ー タ を作 成 。

① デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト を 固 定 長 に 揃 え る 。

② 英 文 の 不 要 な デ ー タ(共 通 部 、 日本 語 キ ー ワ ー ド部)を 削 除 。

③ デ ー タ の レ コ ー ド数 を揃 え る。

④ 英 文 の 最 後 の 行 に エ ン ドマ ー ク(#END)を 入 れ る 。

⑤ 日本 文 と英 文 を合 成 し、 日本 文 と 英 文 が 対 に な っ た デ ー タ に す る 。

7.変 換 後 の デ ー タ を磁 気 テ ー プ へ 出 力 。

①1レ コ ー ド120パ 朴 、1ブ ロ ッ ク=20レ コ ー ド

② デ ー タ 件 数338件

レ コ ー ド数23,462レ コ ー ド

(DB登 録 後 レ コ ー ド数 は 、11,751レ コ ー ド)
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入 力 デ ー タ 作 成 の 流 れ 図

1.デ ー タ 作 成 富 士 通 ワープ ロ

OASYS

↓

2.富 士 通 、 日立 文 書 変 換 日 立 ワープ ロ

WITHME

↓

3.ワ ープ ロ、 ワークステーション文 書 変 換 日 立 ワークステーション

2050/32E

↓

4.日 英 翻 訳 日 立 ワークステーション

2050/32E

↓

5.デ ー タ を ホストコンピ ューターへ 転 送 日 立 ホストコンビ。ユーター

M640/20

↓

6.DB入 力 用 テ㌧ タの 作 成 日 立 ホストコンビ.ユ ーター

M640/20

↓

7.磁 気 テ ー プ へ 出 力 日 立 畝 トコンピ ューター

M640/20

0
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日 本 文 ワ ー プ ロ デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト(一 行35字)

....5..◆.1....5....2....5....3....5....4....5ふ...5....5....6◆...5....7

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

A登 録 番 号999999↓(半 角 、000001番 か ら通 し番 号)

作 成 日 付99.99.99↓(半 角 、 西 暦 年 月 日)

作成元 西 日本新 聞社 ↓

情 報 元NNNNNNNNNNNNNNN↓(全 角 、15字 以 内)

分 類NNNNNNNNNNNNNNN↓(全 角 、15字 以 内)

区分lNNNNNNNNNNNNNNN↓(全 角 、15字 以 内)

区分2NNNNNNNNNNNNNNN↓(全 角 、15字 以 内)

区分3NNNNNNNNNNNNNNN↓(全 角 、15字 以 内)

資 料名NNNNNNNN(全 角 、29字 以 内)NNNNNNNNNNNN ↓

住所NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓15行 以 内

電 話999-999-9999 ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓
.

NNN－ 行35字 以 内で完結 する。NNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNN各 行 は、 改行 マ ー ク をい れ る。NNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNN余 白の行 に は、 スペ ー ス 一 文字 と改行 マ ー ク をいれ る。NNNNN ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

説明

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN 8行 以内

NNNNNNN文 章の途中で改行マ ークを入れない。NNNNNNNNNN

NNN余 白の行 には 、 ス ペ ー ス一 文 字 と改行 マ ーク を いれ る。NNNNN

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN ↓

主題 キ ー ワ ー ド

NNNNNNNNN－ 行35字 以 内で完結 する。NNNNN ↓4行 以 内

NNNNNNNNNキ ーワード とな る名詞'を"、"で 区切 り列 挙 す る。NNNNN ↓

NNNNNNNNN各 行 は、 改 行 マ ー ク を入 れ る。NNNNN ↓

NNN余 白の 行 に は、 スペ ース 一 文字 と改 行 マ ー ク を いれ る。NNNNN ↓

改頁
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

英 文 ワ ー プ ロ デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト(一 行35字)

...金5....1....5....2....5....3....5....4....5....5.⑳..5....6....5...◆7

CLASSAAAAAA分 類AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

DIVIAAAAAA区 分1AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

DIV2AAAAAA区 分2AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

DIV3AAAAAA区 分3AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

DATANAMEAAAAAA資 料 名AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓2行 以 内

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

ADDRESSAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓20行 以 内

TELEPHONNO999-999-9999 ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAA説 明AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓12行 以 内

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA ↓

#END↓(英 文デ ー タの 最 後 に エ ン ドマ ー ク を入 れ る 。)
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(2)DBの 作 成 ・更 新

DBの 各 フ ァ イ ル(ヘ ッ ドフ ァ イ ル 、 イ ンデ ク ス フ ァ イ ル 等)は 、 初 期 割

当 て を 含 む す べ て の 割 当 て 処 理 をデ ー タ定 義 言 語 の 定 義 に し た が い 行 う 。 情

報 検 索 シ ス テ ム が 提 供 す る 各 作 成 ・更 新 プ ロ グ ラ ム の 概 要 お よ びDB作 成 ・

更 新 処 理 の 概 要 図 は 次 の 通 り。

プ ログ ラム の概 要

プ ロ グラ ム名 処 理 概 要

フ オ ー ム ズ バ ッ チ モ ー ドで ユ ー ザ 作 成 の 更 新 デ ー タ を 入 力 し、 更 新

(FORMS) 用 トラ ンザ ク シ ョ ン を キ ュ ー フ ァ イ ル に 出 力 す る 。

バ リ ツ ド FORMSに よ り出 力 さ れ た キ ュ ー フ ァ イ ル 中 の 更 新 用

(VALID) トラ ン ザ ク シ ョ ン の 内 容 が 正 しい か ど う か チ ェ ッ ク す る 。

キ ュ ー フ ァ イ ル キ ュ ー フ ァイ ル 中 の 更 新 用 トラ ンザ ク シ ョ ン を入 力 し、

マ ネ ジ ャ ヘ ッ ド フ ァイ ル トラ ンザ ク シ ョ ン を 作 成 す る 。

(QFMGR)

イ ン デ ク サ ヘ ッ ド フ ァ イ ル ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 入 力 と し 、 レ コ ー

(INDEXER) ド中 の フ ィ ー ル ドか ら、DDLの 定 義 に し た が い、 イ ン

デ ク ス タ ー ム 、 レ ン ジ バ リ ュ ー を 切 り 出 し 、 イ ン デ ク

ス フ ァ イ ル トラ ン ザ ク シ ョ ン 、 レン ジ バ リ ゴ ー トラ ン

ザ ク シ ョ ン を作 成 す る 。

ヘ ッ ド フ ァ イ ル ヘ ッ ド フ ァイ ル トラ ンザ ク シ ョ ン を 入 力 し、 ヘ ッ ド フ ァ

マ ネ ジ ャ イ ル を作 成 ・更 新 す る 。

(HFMGR)

レ ン ジ バ リ ュ ー レ ン ジ バ リ ュ ー トラ ンザ ク シ ョ ン を 入 力 し 、 レ ン ジ

コ ン ト ロ ー ラ バ リ ュ ー とDDLの 定 義 に よ り、 レン ジ タ ー ム を付 加

(RVCTRL) し、 レン ジ フ ァイ ル トラ ン ザ ク シ ョ ン に 出 力 す る 。

レ ン ジ フ ァ イ ル レ ン ジ フ ァイ ル トラ ンザ ク シ ョ ン を 入 力 し、 レ ン ジ

マ ネ ジ ャ フ ァイ ル を 作 成 ・更 新 す る 。

(RFMGR)

オ リー ブ TSS端 末 で 対 話 しな が ら更 新 用 デ ー タ を 入 力 し、

(OLIVE) 更 新 用 トラ ン ザ ク シ ョ ン を キ ュ ー フ ァ イ ル に 出 力 す る 。
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DB作 成 ・更新処理

入力デ
一夕

記述

;ヲz化[:〉

フ オ ー ム ズ

(FORMS)

キ ュー プ アイ ル

キ ュ ー フ ァ イ ル マ ネ ジ ャ

(QFMGR)

ツ ドプアイル
トランザク
ション

ッドファイルマネジャ(
HFMGR)

イ ン デ ク ス(
INDXER)

イ ンデクス
ファイル トラ
ンザクション

ン ジバ リュ ー

トラ ンザ ク シ ョ
ン

ンァクスファイ
レマネジャ

G

レ ン"ノ リュ ー
コ ン トロー ラ

レンジファイル
トランザクショ
ン

レン"ノ リュー

マ ネ ジャ

ヘッドファイル インデクス
フアイル

レンジファイル

更新前
ヘツドプアイル

く コ デー・の参照

<一 一ー一 一ー デ 一 夕の 入力

ー ー データの出力

RIN

(OLIVE) E]更 轍 用

キ ュー フ ァ イル
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① デ ー タ ベ ー ス の 初 期 作 成

デ ー タ ベ ー ス の 初 期 作 成 に お け る 実 行 手 順 を以 下 に 示 す 。

(開 始)
1

① デ ー タ ベ ー ス の イ ニ シ ャ ラ イ ズ

HFMGR,IFMGRを 初 期 割 当 て モ ー ドで 実 行 す る 。

② キ ュ ー フ ァ イ ル の 更 新 ・検 証

FORMSを 実 行 し、 更 新 用 トラ ン ザ ク シ ョ ン を キ ュ ー

イ ン グ フ ァ イ ル に 出 力 す る。 そ の 後 、VALIDを 実 行 し、

トラ ン ザ ク シ ョ ン の 検 証 を行 う。

③ ヘ ッ ド フ ァ イ ル トラ ン ザ ク シ ョ ンの 作 成

QGMGRを 実 行 し、 キ ュ ー フ ァ イ ル か らヘ ッ ドフ ァ イ ル

トラ ン ザ ク シ ョ ン を作 成 す る 。

④ イ ン デ ク ス フ ァ イ ル トラ ンザ ク シ ョ ン、 レン ジ バ リ ュ ー

トラ ン ザ ク シ ョ ン の 作 成

INDXERを 更 新 モ ー ドで 実 行 す る 。

⑤ ヘ ッ ドフ ァ イ ル の 作 成

HFMGRを 更 新 モ ー ドで 実 行 す る 。

⑥ イ ンデ ク ス フ ァ イ ル の 作 成

イ ンデ ク ス フ ァ イ ル トラ ンザ ク シ ョ ン を ソ ー ト し、

IFMGRを 更 新 モ ー ドで 実 行 す る 。

⑦ レ ン ジ フ ァ イ ル の 作 成

レン ジ バ リ ュ ー トラ ン ザ ク シ ョ ン を ソ ー ト し、RVCTRL

を実 行 す る 。 そ の 後 、 レン ジ フ ァ イ ル トラ ン ザ ク シ ョ ン を

ソ ー ト し、RFMGRを 更 新 モ ー ドで 実 行 す る 。

(終 了)
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② バ ッチ で の 保 守

デ ー タ の 内 容 を大 幅 に 修 正 す る 場 合 は 、 初 期 作 成 で 使 用 し た 入 力 デ ー タ の 内 容

を デ ー タ 編 集 プ ロ グ ラ ム(ASPEN)等 を使 用 し て 修 正 し、 初 期 作 成 で 示 し た

手 順 の ② ～ ⑦ を 実 行 す る。

初 期 作 成 で 使 用 し た 入 力 デ ー タ が な い 場 合 は 、 情 報 検 索 シ ス テ ム に お い て ユ ー

ザ プ ロ グ ラ ム を起 動 し、 デ ー タ を作 成 す る こ と が で き る 。 以 下 に 、DBを 検 索 し

て ユ ー ザ デ ー タ を作 成 す る 処 理 概 要 図 を 示 す 。

情 報 検 索 シ ス テ ム(ORION)

② ↓

①

←

③ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム

イ ンデ ク ス

フ ァ イ ル

ヘ ツ ド

ブ ア イ ル

ユ ー ザ フ ア イ ル

FORMSの

入 力 フ ォ ー マ ッ ト

説 明:① 修 正 す る レコ ー ドを 検 索 す る 。

② ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム を 起 動 す る 。

③ 検 索 し た レコ ー ドを ヘ ッ ドフ ァ イ ル の 中 か ら 入 力 。FORMSの

入 力 デ ー タ フ ォ ー マ ッ トに 変 換 し、 ユ ー ザ フ ァ イ ル へ 出 力 す る 。
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③ オ ン ラ イ ン で の 保 守

オ ン ラ イ ン デ ー タ 入 力 編 集 機 能(OLIVE)を 使 用 し て 、 オ ン ラ イ ン で 検 索

中 に 、 ヘ ッ ドフ ァ イ ル の レ コ ー ド を修 正 し更 新 用 の ヘ ッ ドフ ァ イ ル トラ ン ザ ク シ

ョ ン を キ ュ ー フ ァ イ ル に 出 力 す る こ と が で き る 。 検 索 サ ー ビ ス が 終 了 し た 後 、 バ ッ

チ 処 理 で 、 初 期 作 成 で 示 し た 手 順 の ③ ～ ⑦ を実 行 す る こ と に よ りDBに 反 映 さ れ

る 。 オ ン ラ イ ン 中 で の デ ー タ の 保 守 は 、 少 量 の デ ー タ の 作 成 ・編 集 に 適 して い る 。

以 下 に 、 処 理 概 要 図 と実 行 例 を 示 す 。

唖 ⊃⇔
情 報 検 索 シ ス テ ム(ORION)

②↓

①
←

③デ ー タ編 集 機 能(OLIVE)

」一

1

⑤ Ψ ④ ＼/

、

Ψ

編 集 バ ツ フ ア

イ ン デ ク ス

フ アイ ル

ヘ ツ ド

ブ ア イ ル

キ ュ ー

ブ ア イ ル

'説明:① 編 集 す る レ コ ー ド を検 索 す る ○

②OLIVEを 起 動 す る 。

③ 編 集 レ コ ー ド を編 集 バ ッ フ ァに 読 み 込 む 。

④ レコ ー ドの 編 集 を行 う。

⑤ キ ュ ー フ ァ イ ル へ 更 新 レ コ ー ド を出 力 す る 。
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次 に オ ン ラ イ ンデ ー タ入 力 編 集 機 能 を 使 っ て 、 レ コ ー ド修 正 を行 う 例 を 示 す 。

修 正 は 、

① デ ー タ の 中 の 「徒 歩 約5分 」 を 「徒 歩 約10分 」 に 訂 正 す る 。

② 同 じ く 「浄 土 宗 」 と あ っ た と こ ろ を 「浄 土 宗 、 エ ン マ 祭 、 寺 」 とな お す。

③ 挿 入 し た 言 葉 の 中 か ら 「寺 」 を 削 除 す る 。

以 上 、 修 正 、 追 加 、 削 除 に っ い て 行 う 。

ようこそ、ア ジア太平洋交流 データベー スへ(下 線 部 は
ユ ー ザ 入 力)

データベースの更新 日付 は920206

更新時刻は104052で す。

現在のデータ件数は338件 です。

コマン ドを入力 して下 さい。

1/OLI)Eデ ー タ 入 力 編 集 機 能 を起 動 す る 。
OLIVEコ マン ドを入力 して下 さい。

/6ET80レ コ ー ド(レ コート'番 号:80)を 入 力 す る 。

データベースからの ドキュメン トです。

ア クセション番号 一80

0LIVEコ マン ドを入力 して下さい。

/SHOWレ コ ー ドの 内 容 を表 示 す る 。

デー タ ベー スか らの ドキ ュ メ ン トです。

ア クセ シ ョン番 号 一80

CREDATE291.12◆20

CREOR63西 日本 新 聞 社

:

INF312交 通 手 段 地 下 鉄=天 神 ～呉 服 町 下車 、 徒歩 約5分

INF413所 要 時 間 約3分

INF514交 通 料金160円

EXPL15浄 土 宗 。夏 に この寺 独 自の エ ンマ祭 が あ る。

KEYWD16浄 土 宗

:

RE6NO3180

0LIVEコ マ ン ドを入 力 して下 さい。

/ATINF3't5∠"CHANGE"10■ ＼v'SHOW

INF312交 通手段 地 下鉄=天 神～呉服町下車、徒歩約10分

変更処理件数 一1件
OLIVEコ マン ドを入力 して下 さい。

KEYwl－ 旦'一 … フ研'(KEYWD)に ・"エンマ祭"・
これでいいですか?YES"寺"を 追 加 。

挿入処理件数 一1件

OLIVEコ マン ドを入力 して下 さい。

/SHOWKEYWD

デ ー タベ ー スか らの ドキ ュ メ ン トを修正 した もの です。

)'・Lン ヨン番 号 一80

KEYWD16浄 土 宗 、 エ ンマ祭 、 寺

OLIVEコ マ ン ドを入力 して 下さ い。

/ATKEYWD"、 寺"DELETESHOW

ブイールド(INF3)の デ ー タ の"5分"を

"10分"に 訂 正
。

レ コ ー ドの 内容 を表 示 す る 。

KEYWD16浄 土 宗 、 エ ンマ祭

削除処 理 件数 一1件

OLIVEコ マ ン ドを入 力 して下 さ い。

/理 工

フィールド(KEYWD)の"寺"を 削 除 。

修 正 し た レ コ ー ドを キ ュ ー フ ァ イ ル へ

蕩 ㍍ 爆Fビ 状欝でキユーファイJレへ出力しまし㌔ 力する・
OLIVEコ マ ン ドを入 力 して下 さ い。

/QUIT デ ー タ編 集 を 終 了 す る 。
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4.3翻 訳 支 援 シ ス テ ム(HICATS)

(1)実 行 環 境

使 用 機 器:日 立 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン2050/32E+

① ハード ウェア環 境

15ン チ

カラーテ"イ スフ。レイ

増 設

HDシ ステム装 置

320MBメ モリ24MB、HD168MB

キーボ ード o

マウス

② ソフトウェア 環 境

項番 名 称 備 考

1 HI-UX/W オペ レーティング システム

2 CAM-EX/BASE HNA通 信 管 理

3 CAM-EX/NET2-RFS WSネット用 通 信 管 理

4 Hウ ィント・ウシステム(H-WIN1) マルチウインド ウシステム

5 HI-UX基 本 ユティリティ

6 HI-UX拡 張 ユティリティ1

7 ビ ジ ュアルシェル アイコン/マウスに よ る 操 作 サポ ート

8 文 書 テ㌧ タペ ース マルチメデ ィア文 書 テ㌧ タペ ース

9 かな漢字変換辞書

10 OFIS/DESK-EV 仮想事務環境

11 OFIS/REPORT2-EV マルチメテ.イア編 集 、レイアウト編 …集…

12 OFIS/REPORT-EV拡 張 ユティリティ 2050の 文 書 とホストと の テ㌧ タ変 換

13 OFIS/TEXT2-EV 日本語文書作成

14 OFIS/TEXT-EV拡 張 ユティリティ ワーフ.ロ と2050文 書 の 相 互 変 換

15 OFIS/SKETCH2-EV 簡易作画処理

16 OFIS/LINK マイクロ対 ンフレーム結 合 処 理

17 HICATS/WS-BS 分 散型 翻 訳 支援 システム基 本部

18 HICATS/WS-DT/JE 分 散型 翻 訳 支援 システム日英 中辞 典

19 田CATS/JE 日英翻 訳 システ ム
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(2)翻 訳 作業 の手 順

∋ 躰 文の作成

②

⑥

前編集

翻訳の実行

③1

④1

⑤1

文書属性の指定

文種 の指 定

訳 出オプ ションの 指 定

翻訳結果表示機能の利用

已 訳中間結果1

1躰 文診断

翻 訳結 果 のチェックと

対 策 方針 の決 定

後編集

訳語学習

共起学習

④ 再 翻訳 の ため の対 策

ユーザ 用語 辞 書保 守

↑

日 本 文 作 成 フェーズ

↓

↑

前 編 集 フェーズ

↓

翻 訳 フェーズ

↑

ズrフ集編後

↓

採 用 す る 英 文
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手順 図の 内容 は次 の 通 り。

① 日本 文 の作 成

翻 訳 す る 日本 文 を作 成 す る。 この とき効 率 の良 い翻 訳 を意 識 しな が ら文 を作成

す る と、 前編 集 の負 担 が軽 くな る。

② 前 編 集

作 成 し た 日本 文 を 、HICATS/JEが 翻 訳 しや す い 日本 文 に す る 。

③ 文書 属 性 の指 定

翻 訳 す る 文書 の分 野 を指定 す る こ とで、 そ の分 野 に合 った訳 語 で翻 訳 で きる。

④ 文 種 の 指 定

翻 訳 す る と き に 文 種 を指 定 す る こ と で 、 目的 に 合 っ た 形 式 の 英 文 に 翻 訳 で き る 。

分 野 に は 、 自然 科 学 、 電 気 ・通 信 ・情 報 、 金 融 、 営 業 、 一 般 な ど が あ る が 、 今 回

は 一 般 で 翻 訳 し た 。

⑤ 訳 出 オプ ションの 指 定

翻 訳 す る と き に 訳 出オプ ション(「incaseof」 と「asfor」 の 訳 し分 け な ど)を 指 定

す る こ と で 、 目 的 に 合 っ た 文 型 の 英 文 に 翻 訳 で き る 。

⑥ 翻 訳 の 実 行

日本 文 を英 文 に翻 訳 す る。

⑦ 翻 訳 結 果 表 示 機 能 の 利用

日本 文 を英 文 に翻 訳 した結果 の情 報 を、 画 面 に表示 す る。 この結 果 を参 照 しな

が ら翻 訳 作 業 を行 う。 中 間結 果 は 「文 分割 結 果」 「単 語 分 割 結 果 」 「構 文解 析 結

果 」 の状 態 でそ れ ぞ れ表 示 され る。 日本 文診 断 は、長 文 、 未 知 語 、 主語 目的語 の

省 略 な ど翻 訳 に適 して い な い箇所 につ いて メ ッセ ー ジ を表 示 す る 。

⑧ 翻 訳 結 果 の チェックと 対 策 方 針 の 決 定

翻 訳 さ れ た 英 文 をチェックし、 次 の 三 つ の ど の 対 策 を と る か を決 定 す る 。

・翻 訳 結 果 を そ の ま ま 採 用 す る 。

・後 編 集 を す る 。

・日 本 文 や 用 語 辞 書 な ど を修 正 して 、 再 翻 訳 す る 。
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⑨ 後編 集

翻 訳 され た英 文 を、 正 しい英 文 に直接 修 正 す る.訳 語 学 習 とは、複 数 の 訳 語 を

持 つ用 語 の 訳語 をユ ーザ が選 択 し、 訳 語 を統 一 す る機能 。 共起 学 習 とは、 翻 訳 し

た訳 文 と後 編 集 で修 正 した訳 語 を比 較 、 述語 と名 詞(ま た は代 名 詞)の 関係 を組

に して 学 習 す る機 能 。

※訳 語 学 習 の例

「電 流 を 誘 導 す る 」 → 翻 訳 →Anelectriccurrentis旦.

↓ 後 編 集

induced

以 降 の 翻 訳 で は 、 「誘 導 」 の 訳 語 は す べ て'induce'に 統 一 さ れ る 。

※共 起 学習 の例

「マニュアルを 参 照 し て 下 さ い 」 → 翻 訳 →Refertoamanual.

↓ 後 編 集

塑

訳 語 学 習 に よ っ て 以 降 の 翻 訳 で は 、 「参 照 」 の 訳 語 は す べ て'see'に 統 一 され る.

共 起 学 習 に よ っ て'see'と'rnanua1'が 対 に な っ て 学 習 さ れ る ♂see'を 再 度'refer'

に 修 正 す る と、 「参 照 」 の 訳 語 は す べ て'refer'に 統 一 さ れ る が 共 起 学 習 の 情 報 は

残 る 。 従 っ て 次 回 か らの 翻 訳 は 、 以 下 の よ う に な る 。

「マニュアルを 参 照 す る 」 → 翻 訳 →seearnanual.

「生 徒 が 辞 書 を 参 照 す る 」 → 翻 訳 →Astudentrefertoadictionary.

⑧ 再翻 訳 の ため の対 策

翻 訳 され た英 文 が正 し くな い ため 再 翻 訳 す る場 合、 正 し く翻訳 で きな か った原

因 を推 定 し、 再 翻訳 の ため の対 策(日 本 文 や 用語 辞書 な どの修 正)を 立 て る ・ ま

た、 未知 語 や 不 適 切 な訳 語 が あ った場 合 は、ユーザ 用語 辞 書 を作 成 す る。
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(3)効 率 の 良 い翻訳 方法(前 編 集)

前 編 集 をす る と きは、 前 編 集 され た 日本 文 の 意 味 が 、 原文 の意 味 と違 っ て しまわ な い よ うに 注意 す る必 要 が あ る。

ー

=

ー

分類 対 象 方 法 例

文

長 す ぎる 文(60文 字 以 上) 二 つ 以 上 の 文 に分 け る 「XXX言 語 ～ を 例 に し て 行 い 、 得 られ た結 果 を指 針 と し て ～ 」

→ 「xx言 語 ～ を 例 に し て 行 っ た 。 そ して 、 得 られ た 結 果 を～ 」

因果 関 係 が不 明確 な 文 因果 関 係 を明 確 に す る 「日本 語 は 省 略 が 多 く,」 → 「日 本 語 は 省 略 が お お い の で,」

表

記

不 適 切 な送 り仮 名 適 切 な 送 り仮 名 に書 き換 え る 「AとBが 重 り合 う 」 → 「AとBが 重 な り合 う」

曖 昧 性 の あ る送 り仮 名 曖 昧 性 な く書 き換 え る 「彼 が モ ー ドを 切 り 換 る 」 → 「彼 が モ ー ド を切 り換 え る 」

漢 字 の ひ らが な表 記 漢 字 に書 き換 え る 「や ま 」 → 「山 」

同音 意 義語 の ひ らが な表 記 漢 字 に書 き換 え る 「こ の 薬 は よ く き く 」 → 「こ の 薬 は よ く効 く」

外 来 語 の ア ル フ ァ ベ ッ ト表 記 片 仮 名 に 書 き 換 え る 「heuristicな 方 法 」 → 「ヒ ュ ー リ ス テ ィ ッ ク な 方 法 」

単 位 名 の漢 字表 記 ア ル フ ァ ベ ッ トに 書 き 換 え る 「気 温 は12度 で あ る 」 → 「気 温 は12℃ で あ る」

誤 分 割 の可 能性 の あ る語 大 括 弧 を挿入 す る 「大 阪 行 列 車 」 → 「大 阪 行[列 車]」

係

り

受

け

連 用修 飾 文節 が名詞 に係 わ る

関 係 の 時

大括 弧 また は 中括 弧 を挿入 す る

語 順 を変 更 す る

「A社 に よ り 日 本 語 を英 語 に 翻 訳 す る システムが 開 発 さ れ た 」

→ 「A社 に よ り{日 本 語 を 英 語 に 翻 訳 す るシステムが}開 発 され た 」

→ 「A社 に よ り[日 本 語 を 英 語 に 翻 訳 す る システムが 開 発 さ れ た]」

→ 「日本 語 を 英 語 に 翻 訳 す る システムがA社 に よ り開 発 さ れ た 」

文頭 の副 詞 読 点 を挿 入 す る 「徐 々 に 翻 訳 さ れ た 英 文 の 品 質 が 向 上 す る 」

→ 「徐 々 に 、翻 訳 さ れ た 英 文 の 品 質 が 向 上 す る 」

連体 修 飾 文節 が 名詞 に係 わ る

関 係の 時

大括 弧 ま た は 中括 弧 を挿入 す る 「磁化 計 測 法 の摩 耗 粉 分 析 へ の 応 用 」

→ 「磁 化 計 測 法 の{摩 耗 粉 分 析 へ の}応 用 」

→ 「磁 化 計 測 法 の[摩 耗 粉 分 析 へ の応 用]」

→ 「摩 耗 粉 分 析 へ の磁 化 計 測 法 の 応 用」



〆

ー

O
O
ー

分類 対 象 方 法 例

係

り

受

け

句 へ の修 飾 修 飾 され る句 を大 括弧 で 囲 む 「イニシャライズ さ れ たシステムの 変 数 が 渡 さ れ る 」

→ 「イニシャライズ さ れ た[シ ステムの 変 数]渡 さ れ る 」

内容 節 の埋 め込 み 文 内容 節 を中括 弧 で囲 む 「彼 は 彼 女 に コンピ ュータがテ㌔ タを 処 理 す る か 尋 ね た 」

→ 「彼 は 彼 女 に{コ ンピ ュータが テ㌔ タを処 理 す る か}尋 ね た 」

並

列

並 列 の要素 とな る名 詞 句 名 詞 句 を大 括 弧 で 囲 む 「CPU1と 装 置2の メ モ リ に 接 続 す る 」

→ 「CPU1と[装 置2の メ モ リ]に 接 続 す る 」

名詞連鎖中の並列 読 点(、)を 挿 入 す る

中 黒(・)を 挿 入 す る

「構 文 意 味 情 報 」 → 「構 文 、 意 味 情 報 」

→ 「構 文 ・意 味 情 報 」

省

略

助詞や動詞の省略 省 略 され て い る もの を補 う 「意 味 コ ー ドを手 が か り に 文 を 解 析 す る 」.

→ 「意 味 コ ー ド を手 が か り に して 文 を解 析 す る 」

主語 と 目的語 の 省 略 少 な く とも 一 方 を補 う 「こ れ に よ り、 最 短 時 間 で 処 理 で き る 」

→ 「こ れ に よ り、 全 レ コ ー ド を最 短 時 間 で 処 理 で き る 」

表

現

冗 長 な 表現 簡 潔 な表 現 に置 き換 え る 「塩 酸 添 加 はプ リント基 盤製 造 上 の重要 な操 作 に な って いる 」

→ 「塩 酸 添加 はプ リント基盤 製 造 上 の重 要 な操作 であ る」

縮退表現 「の 」を 「で あ る 」 に書 き 換 え る 「メモリがLSIの 計 算 機 が 普 及 した 」

→ 「メモリがLSIで あ る 計 算 機 が 普 及 し た 」

曖 昧 性 のあ る動 詞 の態 暖 昧性 の な い動 詞 の態 に換 え る 「テ㌧ タを 出 力 す る 装 置 」 → 「デ ータが 出 力 さ れ る 装 置 」

日時 の表 現 「時 点 」は 「に 」に

「期 間 」は 「間 」に 書 き 換 え る

「1970年4月 、 博 覧 会 が 開 催 さ れ た 」

→ 「1970年4月 に 、 博 覧 会 が 開 催 さ れ た 」

「私 は10日 、 会 議 に 出 席 した 」

→ 「私 は10日 間 、 会 議 に 出 席 し た 」



1

三

一

分類 対 象 方 法 例

用

語

多 品詞 性 を持 つ語 多 品詞 性 を持 たな い語 に

書 き換 え る

「本 システムは 機 械 翻 訳 システムで 技 術 文 が 翻 訳 で き る 」

→ 「本 システムは機 械 翻 訳 システムで あ り、 技 術 文 が 翻 訳 で き る 」
・

多 義 性 を持 つ語 多 義 性 を持 た な い語 に

書 き換 え る

「質 量 を計 算 で 出 す 」

→ 「質 量 を 算 出 す る 」

複合語 助 詞 を用 いて 書 き換 え る 「結 果 をウィンド 出 力 す る 」

→ 「結 果 をウィンド に 出 力 す る 」

慣用句 同 じ意 味 の別 の表 現 に

書 き換 え る

「私 は英 会話 を身 に 付 け た い」

→ 「私 は英会 話 を修得 した い」

文語 口語 に書 き換 え る 「良 き 時 代 」 → 「良 い 時 代 」



4.4 DB検 索

(1)日 本 語 起 動 に よ る 検 索 例

ようこそ、ア ジア太平洋交流データベースへ (下 線 部 はユ ーザ入 力)

データベースの更新 日付 は920205

更新時刻は165736で す.

現在のデータ件数 は338

コマ ン ドを入力 して下 さい.

1/FIND病 院

件 です。

*121!病 院

2/SC州EXPL=*子 供*

病 院 に 関 す る 情 報 を検 駕 す る。(該 当 レ コ ー ドは12件)

*12!

3/DISPLAY

該 当 し た レ コ ー ドの 中 で 「子 供 」 に っ い て の 内 容 が 記 述

さ れ て い る レコ ー ド を検 索 す る 。(該 当 レ コ ー ドは1件)
SCANlEXPL⇒ 子供*

一一一日 木 語 で 記 述 さ れ て い る 項 目の 内 容 を 表示 す る 。

、 項 目1

登録番号291

作成 日付92.01.16

作成元

情報元

分類

区分1

区分2

区分3

資料名

情報 住所

電話

交通手段

所要時間

交通料金

説明 子供専門の病院。

3/DISPLAYEHAPI

西日本新聞社

リビング ・イン ・フクオカ

緊急情報

病気

病院

外国人受け入れ病院

市立こども病院

福岡市中央区唐人町2-5-1
713-3111

地下鉄=天 神～唐人町下車、徒歩約8分

約12分
160円

'英 語 で 記 述 され て いる項 目の 内容 を表示 す る
。

項目1

登録 番 号291

作 成 日付92.01.16

作 成 元 西 日本新 聞 社

情報 元 リビ ング ・イ ン ・フクオ カ

CLASSURGENTINFOR}IATION

DIVISIONISICKNESS

DIVISION2HOSPITAL

DIVISION3FOREIGNERACCEPTδRCElIOSPITAL

DATANAMESHIRITSUKODOMOHOSPITAL

INFORMATIONADDRESSFUKUOKACITYCIIUOUKUTOUJIN}lACHI2-5-1

TaEPHONE713-3111

TRAFFICMEANSUBWAY=TENJIN-TOUJINMACHIALIGHTiNG

ANDABOUr8MINUTESONFOOT

REQUIREDTIMEABOUT12MINUTES

TRAFFICFEES160YEN

EXPLANATIONHOSPITALOFSPECIALlZINGINCIIILDREN.

3ノ .QU旦
検 索 を終 了 す る。

デー タベースの検索 を終了 します。

ORION終 了。
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(2)英 語起 動 に よる検 案 例

WELCOHETOTHEASIAPACIFICOCEANDATABASE(下 線 部 は ユ ー ザ 入 力)

LASTUPDATEWASDATE=920205TIHE=165736

NR.OF.RECORDSIS338

ENTERYOURREQUEST

1!FINDHOSPITALllOSPITALに 関 す る 情 報 を 検 索 す る 。

家121/HOSPITAL

.(該 当 レ コ ー ドは12件)

2/SCANEEXPL=*CHILD*1

　

c－ 該 当 し た レ コ ー ドの 中 で 「C旧LD」 に っ い て の 内 容 が
*12!SCANlEEXPLニ*CHILD‡

3/DISPiAY・ 記 述 さ れ て い る レ コ ー ド を 検 索 す る 。

ITEM1(該 当 レ コ ー ド は1件)

登 録番 号291英 語 で 記 述 さ れ て い る 項 目 の 内 容 を 表 示 す る 。

作 成 日付92.01.16

作 成 元 西 日本 新 聞 社

情 報元 リビ ン グ ・イ ン ・フ クオ カ

CtaSS皿G㎜INFORHATION

DIVISIONISICKNESS

DIVISION2HOSPITAL

DIVISION3FOREIGNERA㏄EPTANCEIIOSPITAI、

DATANAMESHIRITSUKODOMOHOSPITAL

INFORMATIONADDRESSFUKUOKACITYCHUOUKUTOUJINMACHI2-5-1

㎜HONE713-3111

TRAFFICMMNSUBWAY=TENJII-TOUJIN}lAC}HALIGHTING

ANDABOUT8MINUTESONFOOT

REQUIREDTIMEABOUT12MINUTES

TRAFFICFEES160YEN

EXPLANATIONHOSPITALOFSPECIALIZINGINCHlLDREN.

3/DISPLAYKMAP1.日 本 語 で 記 述 さ れ て い る 項 目 の 内 容 を 表 示 す る ・

ITEM1

登 録 番号291

作 成 日付92.01.16

作 成 元 西 日本新 聞社

情 報 元 リビ ング ・イ ン ・フ クオ カ

分 類 緊 急情 報

区分1病 気

区分2病 院

区分3外 国人 受 け入 れ病 院

資 料名 市 立 こ ど も病院

情 報 住所 福 岡 市 中央 区唐 人 町2-5--1

電 話713-3111

交 通 手 段 地 下鉄=天 神 ～ 唐 人 町下 車、 徒 歩約8分

所 要 時 間 約12分

交 通 料 金160円

説 明 子 供 専 門 の病 院 。

3/QUIT検 索 を 終 了 す る ・

TERMINATEDTIMASIAPACIFICOCEANDATABASE

GOODBYE
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(3)検 索 した い レコ ー ドを自動 的 に絞 り込 む 階層 的 検索 例

ようこそ、アジア太平洋交流デー タベースへ
(下 線 部 は ユ ーザ入 力)

デ ータベースの更新 日付は920205

更新時刻は165736で す.

現在のデータ件数は338件 です。

コマ ン ドを入力 して下さい。

1!SETHIERON
1/LOOKCL:*

件数 ターム

A30

B29

C279

前方/後 方一致タ'

CL:概 要情報

CL:緊 急情報

CL:生 活情報
・-AVソ 」J4JソLJ 。

タ グあ るい は,コ マ ン ドを入 力 して 下 さい 。

1/旦

29件 で検索結果集合1を 作成

タグあるいはコマンド入力。

自 動 絞 リ込 み 検 索 を 設 定 す る 。
‥ 一 分 類 別 の キ ー ワ ー ドを表 示 す る

。.

2!LOOKDI:享

緊 急 情報(29件)を 選 択 す る。

大 区 分 に 指 定 し て あ る キ ー ワ ー トを 表 示 す る
。

件数 ターム

このデータベースのサブセ ッ トは,行 番号1で す。

A5D1:事 故 ・トラブル

B12D1:通 信

Cl2D1:病 気

前方/後 方一致 タームのおわ りです。

タグあるいは,コ マ ン ドを入力 して下さい。

2/⊥ 事'故 ・ トラ ブ ル(5件)を 選 択 す る 。

5件 で検索結果集合2を 作成

このデ一声タペースのサブセッ トは,行 番 号1で す。

タグあるいはコマン ド入 力。

3/LOOKD2:* 中区 分 に指定 してあ る キー ワ ー ドを表示 す る。

件数 ターム

このデータベースのサブセ ットは,行 番号2で す。

A2D2:ト ラブル

B3D2:交 通

前方/後 方一致 タームのおわ りです。

タグあるいは,コ マン ドを入力 して下 さい。

3!A

2件 で検索結果集合3を 作成

このデータベースのサブセ ッ トは,行 番号2で す。

タグあるいはコマン ド入力。

4/LOOKD3:*

トラ ブ ル(2件)を 選 択 す る 。

小 区 分 に 指 定 し て あ る キ ー ワ ー ドを表 示 す る 。

件数 ターム

このデータベースのサブセッ トは,行 番号3で す。

AlD3:事 故

BlD3:落 とし物

前方/後 方一致 タームのおわ りです。

タグあるいは,コ マン ドを入力 して下 さい。

4/」L 落 と し物(1件)を 選 択 す る 。

1件 で検索結果集合4を 作成

このデータベースのサブセ ッ トは,行 番号3で す。
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タグあるいはコマン ド入力。

51DISPLAYALLFOR肌 検 索 した レ コ ー ドの 内 容 を 表 示 す る 。

項目1

登録番号279

作成 日付91.12.28

作成元

情報元

分類
'区分1

区分2

区分3

資料名

西日本新聞社

福岡総研

緊急情報
事故 ・トラブル

トラブル

落とし物

落とし物と忘れ物

情報 住所

臨

説 明 落 と し物や 忘れ 物 を した時 は、旅 行 中 は添 乗員 か ホテ ル の フロ ン トに相 談 する

拾 い物 を した 時 も同様 に して欲 しい。 街 を俳 個 中 に落 と し物 に気 が っ いた 時 は

速 や か に近 くの交番 に相 談 す る。淘 巨や 電車 、 バス 、 タ ク シー に忘 れ物 を した

時 は、 利 用 した交通 機 関事 務 所 の落 と し物係(JR九 州 博 多駅、 西 鉄 大 牟 田線

福 岡 駅、 西鉄 バ ス セ ン ター、 福 岡空 港 タ ー ミナル 、 タク シー協 会、 地 下 鉄 ・福

岡 市 交通 局)へ 出 向 くか、 電 話連 絡 をす る。

主題 交 番、JR九 州 博 多駅 、 西 鉄 大牟 田線 福 岡駅、 西 鉄バ ス セ ン ター福 岡 空 港 ター

ミナ ル、 タク シー協 会、 地 下鉄 ・福 岡市 交 通局

CLASSURGENTINFORMATION

DIVISIONIACCIDENTANDTROUBLE

DIVISION2TROUBLE

DIVISION3LOSTARTICIE

DATANAMELOSTARTICLEANDARTICLELEFTBEHIND

INFORHATIONADDRESS

TELEPHONE

EXPLANATIONIFYOUDROPPEDORLEFTBMIINDSOMETHING,COUNSELTHECONDUCTOR

ORFROUrDESKOFHOTELORPOLICE.WHENLEFTBEHINDINATRAIN,BUS,TAXI,

COUNSELTHEOFFICEOFTHOSE(JRKYUSHUHAKATASTATION,NISHITETSUO}{UTA

LINE則KUOZZSTATION,NISHITETSUBUSCENTER,FUKUOKAAIRTERMINAL,TAXI

ASSOCIATION,SUBWAYTRAFIICBUREAUOFFUKUOKACITY).

5!QUIT検 索 を 終 了 す る 。

デ ータベースの検索 を終了 します。

ORION終 了。
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4.5 実 用 性 に つ いて の課 題

(1)漢 字 キ ー ワ ー ドの 抽 出

ワ ー プ ロ等 で 作 成 さ れ た 日本 語 の 文 書 を デ ー タ ベ ー ス 化 す る 場 合 、

文 章 の 内 容 を特 徴 付 け る キ ー ワ ー ド群 を付 加 す る 方 式 が 主 流 と な っ て

い る 。 キ ー ワ ー ドを 文 書 中 か ら 見 つ け 出 す 作 業 を、 人 手 で 行 う に は 多

くの 労 力 を 必 要 とす る 。 個 人 差 に よ る キ ー ワ ー ド間 の 不 整 合 も発 生 す

る こ と が あ る 。 ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBの プ ロ トタ イ プ 構 築 で も 日本 語

文 章 の キ ー ワ ー ド抽 出 は 人 手 に よ っ て 行 っ た 。 実 用 化 に 向 け て は 自動

抽 出 に す る な ど、 こ の 問 題 を解 決 す る 必 要 が あ る 。 こ こ で は 、 日立 の

日本 語 キ ー ワ ー ド抽 出 シ ス テ ム の 特 長 に っ い て 述 べ る 。

① 対 話 及 び バ ッチ 環 境 に お い て 、 日本 語 キ ー ワ ー ドの 抽 出 が で き

る 。 日本 語 キ ー ワ ー ドの 抽 出 方 式 で は 次 の2方 式 を 任 意 に 選 択 す

る こ と が で き る 。

(イ)不 要 語 削 除 方 式

日本 語 文 中 で 自立 語 と認 定 した 文 字 列 の う ち 、 不 要 語 辞 書

の 中 に な い 文 字 列 を 日本 語 キ ー ワ ー ドと して 認 定 す る 。

(ロ)最 長 一 致 方 式

日本 語 文 中 で 自立 語 と認 定 した 文 字 列 の う ち 、 キ ー ワ ー ド

辞 書 の 中 に あ る 文 字 列 を 日本 語 キ 三 ワ ー ド と し て 認 定 す る 。

② 文 章 か ら抽 出 し た 日本 語 キ ー ワ ー ド情 報 か ら 、 そ の 文 章 の 表 現

す る 上 位(概 念)の キ ー ワ ー ド を、 予 め 定 義 した 規 則 に従 っ て 、

自動 生 成 す る こ と が で き る 。

③ 日 本 語 キ ー ワ ー ドに 読 み 仮 名 を付 与 す る こ と が で き る 。

④ 抽 出 した 日本語 キ ー ワー ドを対 話 及 び バ ッチ 環 境 に おい て校 正

す る こ とがで きる 。以 下 に 日本語 キ ー ワー ド抽 出例 を示 す。
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(例)

入 力 日本 語 文:

ワ ープ ロ(WP)等 で作 成 した 日本語 の文 書 をデ ー タベ

ース に蓄 積 ・検 索 す る 情 報 検索 の ニ ー ズ が増 え て い る。

不要語除去方式

ア 一 夕ベ ース
ワープロ

情 報 検 索

蓄 積 ・検 索

日本 語

最長一致方式

日本 語 キー ワー ド抽 出 システ ム

不要語辞書

p
ズ
成
要
書

w
㌃

不
文

一ワー ド辞書

コ ン ピュ ー タ

デ ー タベ ー ス

ワープロ

情 報 検 索
日本 文解 析

抽 出 キーワード

デ ー タベ ース
ワープロ

情 報 検 索
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(2)シ ソ ー ラ ス に っ い て

自然 語 で 作 成 さ れ た デ ー タ ベ ー ス で は 、 文 章 表 現 の あ い ま い さ か ら、 検 索

要 求 を 明 確 に す る こ とが 困 難 で あ る 。 こ の よ う な 問 題 を解 決 す る手 段 と して 、

シ ソ ー ラ ス の 適 用 が 考 え ら れ る 。

シ ソ ー ラ ス は 、 レコ ー ドを特 徴 づ け る た め 任 意 に 選 定 した 索 引語(リ ー ド

タ ー ム)、 関 連 す る 用 語(リ レ ー シ ョ ン タ ー ム)と 用 語 間 の 関 係(リ レ ー シ ョ

ン)を 明 示 し た 辞 書 に 相 当 す る 。 シ ソ ー ラ ス フ ァ イ ル は こ の 辞 書 の 役 割 を 果

た す フ ァ イ ル で あ る 。

検 索 時 に シ ソ ー ラ ス フ ァイ ル を参 照 して 検 索 の 補 助 に した り、 リ レー シ ョ

ン タ ー ム を イ ンデ ク ス タ ー ム と し て イ ン デ ク ス フ ァ イ ル に 格 納 して 検 索 す る

こ と が で き る 。

以 下 に 索 引 語(リ ー ドタ ー ム)と 関 連 す る 用 語(リ レー シ ョ ン タ ー ム)の

関 係 お よ び 検 索 例 を 示 す 。

FLESH

㈱ 鰍

をもっターム)

画
UF

FOOD(広 義のターム)

ρ〆>

MEAT

「壷 「(LTA、)<RT

画

TN

ψ

ー
RT

－一>STEAK

(関連するターム)

TN

ー
、

BEEF(狭 義のターム)

画
WHO-一 ーーーーー一>WORLDHEALTHORGANIZATION

(LT)← … … 『一… …(正 式 名 称)

AB

LT:LEARTERM

EQ:EQUIVALENT

UF:USEDFOR

BT:BROADERTERM

NT:NARROWERTERM

RT:RELATEDTERM

AF:ABBREVIATIONFOR

AB:ABBREVIATION

EQA:EAUIVALENTAND

UFA:USEDFORAND

DIESELLOCOMOTIVE(LT)

画
/過 ▽

DIESELENGlNELOCOMOTIVE

(リ ー ド タ ー ム は 両 者 を 結 合 し た タ ー ム で あ る)

一 指 定 し た リ レ ー シ ョ ン

…一ーー一…〉 相 反 す る リ レ ー シ ョ ン
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リ レ ー シ ョ ン の 説 明

項番 リ レ ー シ ョ ン 説 明

1 LT リー ドタ ー ム を表 わ す

2 LE 他 言 語 に翻 訳 した タ ー ム

3 AF 省 略形 に対 す る正 式 名称 の タ ーム

4 EQ 同 じ意 味 を持 つ タ ー ム

5 EQA リ ー ドタ ー ム の 意 味 を表 わ す の に 用 い る 複 数 の タ ー ム

6 SN 注釈

7 BT 広 義 の タ ー ム

8 AB 省 略 形 と な る タ ー ム

9 UF 同 じ意 味 を持 つ タ ー ム

lO UFA リ ー ドタ ー ム が 他 の タ ー ム と 結 合 して 意 味 を

表 わ す タ ー ム

ll HN 歴 史 ・起 源 な ど を表 わす注 釈

12 NT 狭 義 の タ ー ム

13 RT 関 連 す る タ ー ム

シ ソ ー ラ ス を 使 用 し た 検 索 例

3/FIND

*253/PRl文 献

USE

PR:文 献

PR:資 料

(下 線 部 は ユ ー ザ 入 力)

* 3

4/FIND

4/

PR:情 報 科 学

PR:情 報 科 学

NOTE:情 報 の 形 態 、 伝 送 、 処 理 に 関 す る 理 論 や

研 究 を す る 学 問

A

B

C

D

5/LOOKPR:情 報 科 学

.ITEM.

2

3

2**

1

TERMS

PR:情 報 蓄 積

PR:情 報 入 手

USEPR:情 報 収 集

PR:情 報 科 学

NOTE:情 報 の 形 態 、 伝 送 、 処 理 に 関 す

る 理 論 や 研 究 を す る 学 問

PR:情 報 検 索

タ ー ム 一 覧 表 を続 け る こ とが で き ま す 。

タ グ あ る い は 、 コ マ ン ド を入 力 して 下 さ い 。
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(3)イ メ ー ジ情 報 に っ い て

生 活 情 報 や 緊 急 情 報 に 入 っ て い る観 光 地 や 建 物 の 所 在 地 等 の 情 報 で は 、 イ ラ

ス トや 地 図 の イ メ ー ジ情 報 をマ ッ ピ ン グ す る こ と に よ り、 よ りわ か りや す い 情

報 が 入 手 で き る 。 以 下 に 、 イ メ ー ジ情 報 を 取 り扱 っ た シ ス テ ム の 例 を示 す 。

① ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ に イ メ ー ジ 情 報 を 格 納 し た 例

ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ に イ メ ー ジ 情 報 を 格 納 し、 文 字 デ ー タ に よ る検 索 を行 っ

た 後 、 そ れ に 付 随 す る イ メ ー ジ デ ー タ を 画 像 デ ー タ 変 換 装 置(IXU)を 利 用

して 画 像 操 作 を 行 い、 端 末 や フ ァ ク シ ミ リ装 置 に 出 力 す る シ ス テ ム 例 が 以 下 の

図 で あ る 。

遠隔地

昌
検 索 ワークステーション

ファクシミリ装 置

画像デー タ

変換装置

(IXU)

⇔

VOS3/ES1

オ ペ レーテ ィ ン グ システ ム

ECS/VTAM

通信管理

ORION

情 報 検 索 シ ステ ム

ユ ーザ作 成 プ ログ ラム

KGRAFE2

汎 用 グラ フ作 成

プ ロ グラ ム

KGRAF/IMAGE

画 像 処 理

プ ロ グ ラム

FIGURE

画 像 デ ー タ処 理

プ ログ ラム

アジア太平洋交流データベース

←

←

∧ット.ファイル

インチ"クスファイル
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② 光 デ ィ ス ク フ ァ イ リ ン グ シ ス テ ム を利 用 した 例

光 デ ィ ス ク フ ァ イ リ ン グ シ ス テ ム(HITFILE)に イ メ ー ジ 情 報 を格 納 し、

ホ ス トの 文 字 デ ー タ の 検 索 を 行 っ た 後 、 そ れ に 付 随 す る イ メ ー ジ 情 報 を イ ン デ ク ス

管 理 プ ロ グ ラ ム を利 用 し て 操 作 、 光 デ ィ ス ク フ ァ イ リ ン グ シ ス テ ム の 端 末 に イ メ ー

ジ 情 報 を 表 示 した り、 フ ァ ク シ ミ リ装 置 へ 出 力 した りす る シ ス テ ム 例 は 次 の 通 り.

昌
検 索 ワークステーション

ファクシミリ装 置

小 ス コ ン ユ ー

VOS3/ES1

オ ペ レー テ ィ ン グシ ステ ム

ECS/VTAM

通信 管 理

ORION

情報検索 システム

ユーザ 作成 検 索プ ログ ラム

り 倉
HITFILE/IM2

(インデ クス管 理 プ ログ ラム)

ン

アジァ太平洋交流データベース

∧ット"ファイル

インチ"クスファイル

HITFILE

ファイルステーション

像情報
o

》
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5.今 後 の 課 題

5.1 望 ま しい端 末 装 置

(1)専 用端 末 装置

プ ロ トタイ プの 実験 テ ス トに よる と、 検索 や メ ンテナ ンス には専 用 端 末 機 を使 っ

た方 が便 利 な こ とがわ か った。 と くに 日本 語検 索 の場 合① 項 目検索 ② キ ー ワー ド検

索 ③ 連想 検索 な どは専 用 端 末機 で な い とや りに くい。英 語検 索 の場 合 の英 単 語検 索

な ども同 じで あ る。 メ ンテ ナ ン スの場 合 も情 報 内容 を部 分 的 に更新 す る こ とが 多 く、

専 用 端末 機 の 方 が システ ム の負 担 は大幅 に軽 減 され る。 ただ、 専 用端 末 機 は1台 当

た りの単 価 が50～120万 円位 す る ためDBを 幅広 く使 って も ら うこ とは期 待 で

き まい。

(2)汎 用 端 末 装 置

82年 か ら92年 ま で の 全 国 出 荷 台 数 は パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タ が 約1600万

台 、 ワ ー プ ロ も約1800万 台 に の ぼ る 。 普 及 し て い るOA機 器 が 利 用 で き れ ば 、

ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBも 一 気 に 拡 が る 可 能 性 が あ る 。 し か し、 一 般 の パ ソ コ ン や ワ

ー プ ロ で 通 信 回 線 を経 由 して 検 索 が で き る よ う に す る に は シ ス テ ム 上 の さ ま ざ ま な

対 応 が 必 要 で あ る 。 検 索 手 順 な ど も 単 純 化 す る必 要 が あ る 。 こ の た め 、 最 初 は 専 用

端 末 機 使 用 の ク ロ ー ズ ドな 世 界 か ら 出 発 し、 実 績 を積 み な が ら汎 用 端 末 機 の 世 界 へ

拡 げ て い く こ と を志 向 す べ き で あ ろ う 。

5.2 他DBと の ゲ ー ト ウ ェ イ

(1)利 用 で き る 他 情 報

DBが 利 用 さ れ る た め に は情 報 が 常 に メ ン テ ナ ン ス され て 、 最 新 の 状 態 に あ る こ

と が 必 要 で あ ろ う。 そ の た め に は 自 前 の 情 報 だ け で な く、 利 用 で き る情 報 を取 り込

ん だ り、 他 のDBと 手 をっ な ぐ こ と も 考 え ね ば な る ま い 。 と く に 公 的 機 関 で 作 成 さ

れ たDBは 法 令 や 条 例 あ る い は プ ラ イ バ シ ー の 問 題 を 除 く と 、 出 来 る だ け 公 開 さ れ

る 方 向 に あ る 。 こ う した 貴 重 な 情 報 を ど の よ う に 利 用 す る か 。

一 方 、 商 用 化 され て い るDBと の 「連 動 」は 技 術 的 、 あ る い は 経 費 的 に 解 決 出 来 る

こ とが 多 い 。 例 え ば 、 「日経 テ レ コ ン 」 を 見 る と各 新 聞 社 の 記 事DBや 日 本 科 学 技

術 情 報 セ ン タ ー のJICSTな ど が 連 動 し て い る 。 一 般 新 聞 ニ ュ ー ス は 朝 日 や 読 売 、

九 州 ・山 口 地 域 の 情 報 や ニ ュ ー ス は 西 日本 、 経 済 ニ ュ ー ス は 日経 、 科 学 技 術 はJI

CST－ な ど 、 得 意 と す る 情 報 内 容 が あ り、 ユ ー ザ ー は そ れ ぞ れ 使 い 分 け て い る 。
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(2)ゲ ー トウ ェ イ の 可 能 性

西 日本 新 聞 社 で は89年9月 以 降 、 新 聞 記 事DBを 「日経 ニ ュ ー ス ・テ レコ ン 」

と 「共 同 連 動(K-WINDS)」 に 送 り こ ん で い る 。 九 州 ・山 口 地 域 の 情 報 は 平 成4年3月

に は15万 件 を オ ー バ ー 。 社 外 か らの 利 用 も 急 増 して い る 。 社 内 利 用 も 漸 増 傾 向 に

あ り、 日経 テ レ コ ン か ら他DBを 検 索 す る こ と も 多 い 。

さ ら に 西 日 本 新 聞 社 の パ ソ コ ン 通 信 「N-NET」 も89年7月 か ら開 局 。18

00人 の 会 員 が1日300件 を超 え る ア ク セ ス を行 っ て い る 。 ま た 、 福 岡 県 や 福 岡

市 やNTTな ど と86年 に 設 立 した キ ャ プテ ン会 社 も 月 間200万 画 面 を超 え る ア

ク セ ス が あ り、 全 国 的 に ユ ニ ー ク な 活 動 を して い る 。 西 日本 新 聞 社 の 情 報 は 記 事D

Bだ け で な く 上 記 パ ソ コ ン通 信 や キ ャ プ テ ン 会 社 に も 活 用 さ れ 、 逆 に パ ソ コ ン通 信

や キ ャ プ テ ン利 用 の 読 者 か らの 意 見 な ど が 紙 面 に も 活 か さ れ て い る 。

ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBの 場 合 、 西 日本 新 聞 社 関 連 の ニ ュ ー メ デ ィ ア群 とゲ ー ト ウ

ェ イ で 利 用 で き る よ う に す れ ば 、 効 率 は 良 くな る 。 今 後 、 公 的 機 関 のDBや 交 通 関

係 の 予 約 シ ス テ ム 、 民 間 の 観 光 情 報 や 宿 泊 予 約 シ ス テ ム な ど とゲ ー ト ウ ェ イ の 可 能

性 を さ ぐ る こ と も 課 題 と な ろ う 。

5.3文 字 と 画 像 情 報 の 組 合 せ

ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBの プ ロ トタ イ プ 作 成 に お い て も、 文 字 情 報 だ け で な くイ ラ

ス ト、 地 図 、 写 真 な ど イ メ ー ジ情 報 と の 組 み 合 せ の 必 要 性 が 痛 感 さ れ た 。

現 在 、 画 像 処 理 の 方 法 と し て は ① 画 像OCR利 用 ② 画 像DISK利 用 の2っ が あ

る 。

画 像OCRは 技 術 が 進 歩 し て お り、 書 き 替 え な ど 自 由 に で き て 収 容 で き る 容 量 も

飛 躍 的 に 増 加 し て い る 。 し か し、 検 索 の た め の キ ー ワ ー ドや コ ー ドを別 に 入 力 す る

必 要 が あ り、 画 像 情 報 と 文 字 情 報 の 入 力 方 法 の 使 い わ け が 必 要 に な る 。 画 像 の 鮮 明

さ は 圧 倒 的 にOCRの 方 に 歩 が あ る 。 画 像DISKは 、 画 像 情 報 と 文 字 情 報 を 同 時

に 入 力 。 画 像 に っ い て は ド ッ トに 分 解 してDISKに 収 納 し、 文 字 情 報 に っ い て は

自動 的 に キ ー ワ ー ドを 切 り 出 しな が ら収 納 して い く 。 入 力 が 一 度 で す む た め 煩 わ し

さ は な い が 、 画 像 の 鮮 明 さ に 欠 け る 。

画 像OCRや 画 像DISKい ず れ を活 用 す る に し て も 、 こ の 分 野 の 技 術 的 な 進 歩

が 期 待 さ れ る 。
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5.4 検 索 の簡素化

ア ジア太平 洋 交流DBの 利 用 度 を高 め る最 大 の条件 は端末 機 の使 い勝 手 の よ さ で

あ ろ う。 そ の ため に は、DB検 索 システ ム の検 討 が まずあ げ られ る。 検 索 プ ログ ラ

ム な ども① 自然語 検 索 ② キ ー ワ ー ド検 索 ③ コ ー ド検索 ④ 連想 検 索⑤ 英 文検 索 ⑥ 英 単

語 検索 な どに対応 で き る よ うに し、 目的 の情 報 を簡単 にっ か む こ とがで き る よ うに

しな けれ ば な らな い。

また端 末機 の 操作 にっ い て も簡 略化 す る こ とが必要 だ。 と くに情 報 の メ ンテナ ン

ス を端 末 サ イ ドで や る場合 は、 単純 な操 作 で 出来 る よう に しな い と常 に新 しいDB

に保 つ こ とが難 しい。

5.5 ユ ニ バ ー シ ア ー ド と の 関 連

1995年8月23日 か ら9月3日 ま で 福 岡 市 で 開 催 さ れ る ユ ニ バ ー シ ア ー ド大

会 に は130カ 国 か ら6000人 を超 え る 選 手 ・役 員 が 集 ま る 。 開 催 期 間 の 前 後 、

数 カ 月 に わ た っ て 国 際 関 連 の イ ベ ン トも 多 彩 に 計 画 され 、 外 国 人 の 旅 行 客 も急 激 に

増 加 す る こ と が 予 想 さ れ る 。

ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBは そ う した 外 国 人 へ の 情 報 提 供 サ ー ビ ス と して は 最 適 の シ

ス テ ム で あ り、 今 回 の プ ロ トタ イ プ 作 りの 段 階 で も最 初 か ら福 岡 市 の ユ ニ バ ー シ ア ー

ド推 進 室 の 率 直 な 提 言 ・意 見 を 聞 い た 。 福 岡 市 は 国 際 交 流 や 国 際 関 連 事 業 に お い て

は 日本 で も 先 進 都 市 で あ る 。 外 国 人 の た め の サ ー ビ ス セ ン タ ー 「レ イ ン ボ ー プ ラ ザ 」

を1987年 に 発 足 させ 、 外 国 人 へ の 相 談 窓 口 と し て 活 動 させ て い る 。 前 年 度 の ア

ジ ア 太 平 洋 交 流DB研 究 会 に は 「レイ ン ボ ー プ ラ ザ 」 か ら も 参 加 して も ら い、 ア ジ

ア 太 平 洋 交 流DBシ ス テ ム へ の 全 面 的 な 賛 同 を も ら っ た 。

ユ ニ バ ー シ ア ー ド選 手 村 、 福 岡 県 や 福 岡 市 の 各 区 役 所 の 案 内 サ ー ビ ス セ ン タ ー 、

あ る い は 空 港 や 交 通 セ ン タ ー な ど に ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBの 端 末 機 を 設 置 す れ ば 、

外 国 入 選 手 や 旅 行 客 な どへ の サ ー ビ ス 向 上 に 貢 献 で き そ う だ 。 た だ し、 ユ ニ バ ー シ

ア ー ド事 務 局 も 各 企 業 団 体 の 協 賛 を呼 び 掛 け る な ど、 財 政 的 に は 潤 沢 と 言 え な い 。

今 後 、 さ らに 費 用 対 効 果 な ど を充 分 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。
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5.6 採 算性 の問題

ア ジア太 平洋 交 流DBの 構 築 と運営 に は当然 相 当 な経 費 が かか るa開 発 費 や ラ ン

ニ ング コ ス トや 使 用 料 につ い て考 えて み た。

(1)開 発 費

国 際 交 流 を活 発 化 す る た め 行 政 レベ ル で は 各 種 ハ ー ド作 りが 相 次 い で い る 。 例 え

ば 、 福 岡 県 は 平 成7年 完 成 予 定 で 「国 際 会 館 」 の 建 設 、 福 岡 市 の シ ー サ イ ドも も ち

に 平 成lO年 完 成 予 定 で 「ア ジ ア 太 平 洋 セ ン タ ー 」 の 建 設 、 平 成7年 完 成 予 定 で 福

岡 国 際 空 港 タ ー ミ ナ ル の 増 設 な ど。 北 九 州 市 で も 平 成4年 完 成 予 定 で 「イ ン ポ ー ト

マ ー ト九 州 」 の 建 設 が 計 画 さ れ て い る 。 こ の よ う な ハ ー ド構 想 は福 岡 県 だ け で な く、

九 州 各 県 共 通 の 目玉 事 業 と し て 推 進 さ れ て い る 。 し か し、 ハ ー ドを活 か す ソ フ ト機

能 ま で ま だ 充 分 に 手 が 回 っ て い な い の が 実 情 と い え よ う。

本 来 は ハ ー ド作 りの 段 階 で ハ ー ドを活 か す 重 要 ソ フ トに っ い て は 同 時 に 検 討 す べ

き で あ る.だ が 、 や や も す る と 形 に 見 え る枠 組 み や 建 物 に 目 を 向 け る あ ま り、 形 と

し て 見 え な い 、 ま た 作 成 に 手 間 取 る ソ フ ト作 りが 後 回 しに な る傾 向 も 見 られ る 。 ア

ジ ア 太 平 洋 交 流DB研 究 会 は 、 と くに 行 政 担 当者 の メ ン バ ー に 理 解 し て 戴 き 、 現 在 、

進 め られ て い る ハ ー ド と一 体 で ソ フ ト作 り を 考 え る べ き で あ る との 共 通 認 識 を え た 。

こ の よ う な 情 報 提 供 サ ー ビ ス は 行 政 シス テ ム の 省 力 化 とサ ー ビ ス 向 上 に 役 立 ち 、 国

際 交 流 事 業 を 支 え る 道 具 に な り う る。

そ の 開発 費 を大 別 す る と① 初 期 設備 費② ソフ ト開発 費 ③ デ ー タ収 集 費 の3つ に分

け られ る。

① 初 期 設備 費

専 用 コ ン ピュ ー ター を設 置 す る な ら、 約5億 円の大 型 が必 要 となる。 しか し、 新

し く建 設 され る国 際 関連 の ビル に は各種 システ ム を集 中処 理 す る ため の大 型 コ ン ピ ュ

ー タが 設置 され る の が 一般 的 で あ る
。 そ う した コン ピュ ー タに ア ジア太 平 洋 交 流D

Bの 処理 機 能 を付 加 す る方 法 が考 え られ る。 また、 既存 の公 共性 の強 い情 報 処 理 セ

ン ター に ア ジア 太平 洋 交 流DBの 処理 機能 を付加 す る場 合 は約1 .5億 円の 費 用 で

す む 。新 規 設置 す るの に較 べ て30%位 にな る。

② ソ フ ト開 発 費

検 索 ソ フ ト、 翻 訳 ソ フ ト、 画 像 ソ フ トな ど メ ー カ 提 供 ソ フ トと ユ ー ザ サ イ ドの ソ

フ ト ・リ ン ケ ー ジ が 必 要 で あ る 。 しか も 、 大 量 の デ ー タ収 集 と メ ン テ ナ ン ス に は さ

ま ざ ま な ソ フ ト開 発 が 発 生 す る 。 メ ー カ のSE協 力 費 な ど を 含 め て 約5000万 円

位 の 経 費 が 見 込 ま れ る 。
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③ デ ー タ収 集 費

ア ジ ア 太 平 洋 交 流DBを 本 格 的 に 稼 働 さ せ る 場 合 、 教 育 関 連 情 報 、 就 労 関 連 情 報 、

観 光 関 連 情 報 、 生 活 関 連 情 報(日 常 生 活 ・医 療 ・住 宅 な ど)な ど 約10万 件 の デ ー

タ を収 集 、 入 力 しな け れ ば な らな い 。 こ の 経 費 と し て 約1億 円 位 が 見 込 ま れ る 。

5年 償 却 で 考 え る と 、 新 規 の 専 用 情 報 セ ン タ ー の 場 合 は 年 間 経 費1億2000万

円 、 既 存 の 情 報 セ ン タ ー に 併 設 し た 場 合 は 年 間 経 費5000万 円 と な る 。

(2)運 営 費 用

DBシ ス テ ム を運 営 して い く に は 、 運 営 要 員 と デ ー タ ・メ ン テ ナ ン ス が 必 要 と な

る 。 専 用 情 報 セ ン タ ー の 運 営 要 員 と して は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 要 員 、 端 末 機 要 員 、D

Bメ ンテ ナ ン ス 要 員 な ど5人 が 必 要 と な る 。 既 存 の 情 報 セ ン タ ー に 併 設 し た 場 合 、

他 業 務 の 運 営 要 員 と兼 任 で き る た め3人 位 です む が 、 コ ン ピ ュ ー タ ー使 用 料 が 年 間

約3000万 円 発 生 す る 。 メ ンテ ナ ン ス 費 用 は初 期 デ ー タ 収 集 費 の20%程 度 か か

る こ と が 予 想 さ れ る 。

初 期 開 発 費 と運 営 費 を総 合 し て 、5年 償 却 す る 時 、 専 用 情 報 セ ン タ ー の 場 合 は 年

間 約1億8000万 円、 既 存 の 情 報 セ ン タ ー 併 設 の 場 合 が 年 間 約1億2400万 円

と な リ、 併 設 の 方 が 年 間5600万 円 有 利 と な る 。

(3)利 用 料

運 営 費 にっ いて は、 各行 政 機 関 や情 報 を必 要 とす る民 間 団体 が端 末 機 を設 置 して、

利 用 料 を負 担 す る形 が 考 え られ る 。 あ る行政 機 関 の国 際 関連 の 責任 者 は 「ア ジ ア太

平 洋 交 流DBの 内容 が 良 くて、利 用率 があ がれ ば年 間 の運 営 費 に っ いて は協 力 で き

る し、 各 県や有 力都 市 で も〈 端 末設 置 費+情 報 セ ン タ ー利 用 費 〉 と して 年 間予 算 に

組 み込 む こ とも可能 だ ろ う」 と発言 して いる。

当初 の 計画 段階 で は、端 末 機 を30台 前 後設 置 す るス ケ ジ ュ ール が考 え られ るが 、

そ の場 合 く端 末+情 報 利 用料 〉 と して1台 当 た リ年 間400万 円 とな る。

5.7 DBと 言 語 の 問題

九 州 ・福 岡 地域 で国 際 化 を 目指 して い る都市 で は色 々な案 内板 に 日本 語 、英 語 、

中 国語 、 ハ ン グル の4か 国語 で 表 示 す る こ とが多 い。 その理 由 は九 州 や福 岡 を訪 れ

る入 国外 国人 が3頁 の グラ フ か らも分 か る通 り、 韓 国や 台 湾 だ け けで も約80%に

達 す る ため であ る。 しか し今 後 、ASEANや 西 南 ア ジアが発 展 し、観 光 客 が訪 れ

る よ う にな る と言 語 の問 題 は非 常 に複雑 にな っ て くる。

自動 翻 訳 の項 で 日本 語 か ら英 語 に翻訳 す るさ い現 時点 での 限 界 にっ いて考 察 した。

中 国語 や ハ ン グルの機 械 翻訳 に っ いて は研 究 の緒 にっ い た ばか りで あ り、検 索 プ ロ

グラ ム に到 って は まだ検 討 され て い な いよ うで あ る。外 国語 に よる検 索 プ ログ ラム

は 使 用頻 度 と必要 性 か ら研 究 段 階 に進 む が まだ ま だ英 語 の領 域 を超 え て いな い。
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16.



第1回 ア ジア太 平 洋交 流DB第2次 研 究 会

日 時

場 所

11月12日(火)10:00～13:00

福 岡 国 際 ホ ー ル 「若 杉 」

福 岡 市 中 央 区 天 神1-4-1

出席者

九 州 通 商産 業 局 商 工 部

九 州 山 口経 済 連 合 会 企 画 課長

福 岡 県 国際 交 流 部

福 岡 市 ユ ニバ ー シ アー ド大 会推 進 室 室長

福 岡 市 国際 交 流 課 企画 課 長

日本 交通 公 社 アジアツーリストセンター九州 支 社長

西 日本 新 聞社

(株)福 岡 総研

情報 開発 セ ン ター長

局 次 長

デ ー タベ ース部 長

調 査 部 次長

システ ム 開発部 長

システ ム 開発部 次長

取 締 役

藤本 敏樹

坂梨 正雄

小西 泰博

陶山 修身

福本 隆之

山口 十三夫

友成 克生

伊藤 朗人

吉丸 征洋

高浜 正興

波多江 修

阿南 信博

山永 裕
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友 成 昨 年 よ りア ジア 太平 洋 交 流 デ ー タベ ー スの研 究 を続 け て き たが 、 さ らな る

研 究 を進 め る ため第2次 研 究会 を開 く。

国際化 が流行 の よ うに い ろ い ろな と ころで 話題 に され る が実 態 化 も進 ん で

い るの であ ろ うか 。外 に 出 るだ け でな く内に取 り入 れ る 国際 化 で な けれ ば

な らな い こ とを考 え る と、 日本 国 内で 生活 す る外 国人 へ の情 報 提 供 は意 味

の あ るこ とだ と思 え る。 私 自身 に は国 際 交流 に 関 す る見識 は な いが皆 様 方

の 力 を借 り事務 局 メ ンバ ー とこの研 究 に取 り組 ん で行 き たい 。

*自 己紹 介

陶 山 福 岡市 ユニ バ ー シア ー ド大 会推 進 室 室 長

ユニ バ ー シア ー ド福 岡大 会 を市 民 ぐ るみで盛 り上 げて い こ う と今年2月 に

作 られ たユ ニバ ー シア ー ド大 会推 進 室 の室長 を して いる 。

山 口 日本 交通 公社 ア ジア ツ ー リス トセ ン ター九 州 支社 長

ア ジア ツ ー リス トセ ン ター は外 国人 受 け入 れ の た めの セ ン タ ー と して3年

前 に ス ター トした。 主 に ア ジア諸 国 か らの旅 行者 を対 象 と して い る。 ス ター

トした年 は韓 国 で観 光 目的 の外 国 旅行 が 自由化 され た年 だ った の でか な り

の盛 況 で 、 セ ン ターで 扱 うの も95%は 韓 国か らの旅 行 者 で 残 りは台湾 だ。

藤 本 九 州通 商 産業 局商 工 部 中小企 業 第 一課 長

昨年 に続 き参 加 させ て い た だ く。 中小企 業第 一・課 は中小 企 業 庁 の仕 事 の 内

国際 関係 を受 け持 つ。

小 西 福 岡 県 国際 交流 都

県 の国際 交 流部 で は国際 会 館 の 着工 を目前 に して い るが、 福 岡 市 の レイ ン

ボ ー プラザ と同 じ様 な活 動 をす る。

福 本 福 岡市 国際 交 流課 企 画課 長

今 まで国際 交 流部 は市 民局 だ っ たが4月 か ら総務 局 に移 った。 福 岡 で の国

際 化 の強化 を図 る ため 、 ア ジア太 平 洋 セ ンタ ー構 想 、 ア ジア 文化 賞 、 国際

交 流課 で は姉 妹都 市 交 流 、 国際 企 画 課 では 国際 化 の た めの 企画 調 査 な ど を

や って いる。(財)国 際 交 流協 会 で は4月 よ り法 律相 談 も始 め、 精 神 的 な

カ ウンセ リン グや市 民 へ の 啓 発 運 動 、 シンポ ジ ウム 開催 、 国 際 問題 の研 究

団体 の育成 に努 め て い る。

阿 南 西 日本 新 聞社 シス テ ム 開発 部 部次 長

今 回 の研 究会 で プ ロ トタ イ プ を実現 し皆様 に お 見せ で き た ら と思 って い る。

吉 丸 西 日本新 聞社 デ ー タベ ー ス部 部長

今 日の とこ ろは まだ新 しい もの が な いの で 旧の デ ー タベ ー ス で考 え て い た

だ き たい。

波 多江 西 日本新 聞社 シス テ ム 開発 部 部 長

この研 究 は通産 省 のDB振 興 セ ン ター の補助 金 を受 け て い る。 昨年 は課題

性 の報 告 を出 したが 今 回 は プ ロ トタイ プ実験 モデ ル 作成 の指 示 が 出 た。 実

験 モデ ル とは言 っ て も莫 大 な 費 用 がか か るの で な るべ く実 践 向 けで コ ンパ
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高

山

伊

坂

伊

陶

ク トな も の が 作 れ な い か と思 っ て い る 。

浜 西 日本 新 聞 社 調 査 部 部 次 長

永(株)福 岡 総 研

マ ー ケ テ ィ ン グ コ ン サ ル テ ィ ン グ を して い る が 、 消 費 者 と し て の 福 岡 市 民

の 方 々 か ら の ア ジ ア の 方 へ の 交 流 を行 え る よ う に 心 掛 け て い る 。

藤 西 日 本 新 聞 社 局 次 長

昨 年 は デ ー タ ベ ー ス 部 か ら こ の 研 究 に 参 加 した が 今 回 は 司 会 を 努 め させ て

い た だ く 。

昨 年 、 第 一 回 は ア ジ ア デ ー タ ベ ー ス の 課 題 性 に っ い て い ろ い ろ と研 究 し た 。

あ る 程 度 の 経 過 を 報 告 す る 。 デ ー タベ ー ス 振 興 は 全 国 的 に い ろ い ろ な 企 業

団 体 が 委 託 さ れ て 行 わ れ て い る 。 平 成3年 度 は 全 国 で21テ ー マ を か か げ

て 研 究 ・開 発 さ れ る 。 そ の 中 の1っ が ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス の プ

ロ ト タ イ プ 実 験 モ デ ル 作 成 と い う課 題 で あ る 。 昨 年 の 課 題 性 の 研 究 で 何 を

や っ た か と い う と 、 ア ジ ア 太 平 洋 地 区 か ら 日本 ・九 州 ・福 岡 に 来 られ た 外

国 人 達 に 役 に 立 て る 情 報 を デ ー タ ベ ー ス で 提 供 で き な い か と い う試 み だ っ

た 。 い ろ い ろ な形 で 提 供 の 仕 方 、 ど う い う情 報 を 必 要 と して い る か を外 国

入 の 方 に も 研 究 会 に 来 て い た だ い て 話 し合 っ た 。 西 日本 新 聞 社 と い う 立 場

上 、 収 益 性 、 採 算 制 も 考 慮 に 入 れ な け れ ば な ら な か っ た 。 今 回 は 、 課 題 性

の 研 究 の 中 で 出 て き た も の を プ ロ トタ イ プ に して 欲 し い と い う指 示 を う け

て い る 。 デ ー タ ベ ー ス の 情 報 対 象 者 を誰 に す る か 、 そ の 人 に ど う い う情 報

を提 供 す る か 、 テ ー マ を絞 り込 ん で 情 報 の 具 体 的 内 容 項 目 を決 定 した い と

考 え て い る 。

梨 九 州 山 口 経 済 連 合 会 企 画 課 長

九 経 連 の 強 化 対 策 委 員 会 で もDBを 最 初 に 取 り上 げ た が な か な か 進 ま な い 。

専 門 部 会 で も ま た 取 り上 げ た い の で こ の 研 究 会 と並 行 して や っ て 行 け た ら

と思 う 。

藤 議 題 に 入 る 前 に95年 に 開 催 予 定 の ユ ニ バ ー シ ア ー ド福 岡 大 会 で は 多 くの

外 国 人 を福 岡 に 受 け 入 れ 、 そ して 大 会 終 了 後 全 国 に 散 ら ば っ て い く と い う

現 実 の ス ケ ジ ュ ー ル が あ る 。 そ の ユ ニ バ ー シ ア ー ドに つ い て 陶 山 氏 よ り説

明 を 受 け た い 。

山 現 在 名 称 だ け が 先 行 し 内 容 は あ ま り知 られ て い な い 。 ユ ニ バ ー シ ア ー ドは

オ リ ン ピ ッ ク の 前 年 と 次 の 年 に 開 催 さ れ る2年 毎 の 大 学 生 の た め の オ リ ン

ピ ッ ク と言 う こ と が で き る 。 参 加 資 格 は 開 催 前 年 の 卒 業 生 ま で 、 パ リで1

957年 に 開 始 され 、 メ ジ ャ ー性 は な い が 日本 で は 神 戸 大 会 で ユ ニ バ ー シ

ア ー ドが 広 く知 られ る よ う に な っ た 。 大 会 規 模 と し て は1987年 ユ ー ゴ

ス ラ ビ ア 大 会 で5700名 、 福 岡 で は こ れ を最 低 ラ イ ン と して 予 定 して い

る 。 選 手 ・役 貝 合 わ せ て 参 加6000名 と して 選 手 村 を 建 設 し て い る 。 ユ

ニ バ ー シ ア ー ド と い う と ス ポ ー ツ 競 技 会 の イ メ ー ジ が 強 い が 、 例 え ば イ ギ

リ ス 大 会 で は 競 技 会 開 催 の1カ 月 前 か ら市 内100の 会 場 で200件 く ら
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い の 学 生 ・文 化 団 体 が 参 加 し て さ ま ざ ま な イ ベ ン トが 行 わ れ 、 ま た 神 戸 で

も3カ 月 前 か ら い ろ い ろ な イ ベ ン トが 繰 り広 げ ら れ る な ど た ん な る 競 技 会

で は な くス ポ ー ツ+文 化 イ ベ ン トで あ る 。

(財)ユ ニ バ ー シ ア ー ド委 員 会 で 開 催 運 営 し て い る 。 今 回 の 大 会 は 国 体 で

使 用 し た 施 設 で 競 技 会 場 は ま か な え る 。 ま た 。 マ リナ タ ウ ン の 中 か ら12

00戸 を 借 り選 手 村 と す る 。 入 村 期 間 は3週 間 く らい 。

現 在 の 推 進 室 の 取 り組 み は 市 民 の 会 を 組 織 化 す る な ど 市 民 へ の 認 知 を 目指

し て い る 。 ま た 、 イ ギ リス 大 会 で 通 訳 バ ス 運 転 手 、IDカ ー ド作 業 員 、 案

内 な ど 約6000人 の ボ ラ ンテ ィ ア を要 し た と い う こ と で 福 岡 大 会 で は1

万 人 が 必 要 で は な い か と 思 わ れ る 。

国 際 交 流 を基 本 と し た ボ ラ ン テ ィ ア の 体 制 作 り を し て い る 。 そ の 他 、 大 学

中 心 の 取 り組 み な ど諸 々 の 運 動 を試 み て い る。

ハ ー ド面 で は 、 中 央 埠 頭 に 直 線100メ ー トル コ ー ス を8コ ー ス 、200

メ ー トル5コ ー ス の トラ ッ ク を 持 つ ア リー ナ を設 置 す る 。 東 平 尾 に は2万

人 収 容 ス タ ン ド設 置 の 専 用 サ ッカ ー 場 、 ま た 、 水 球 や 飛 び 込 み の で き る 水

深2メ ー トル の 本 格 的 プ ー ル を西 区 に 建 設 す る 。

伊 藤 福 岡 に と っ て は こ れ は 大 き な イ ベ ン トで ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス の

プ ロ トタ イ プ 作 成 と結 び 付 く の で は な い か 。

プ ロ トタ イ プ 作 成 の た め に ま ず 対 象 者 の 絞 り込 み に っ い て 決 定 し、 そ れ か

らデ ー タ ベ ー ス 化 す る 項 目 と な る だ ろ う。

今 日 は対 象 者 に っ い て 話 し て い き た い 。

資 料 の デ ー タ を 見 る と 、 ど う い う外 国 人 が 九 州 へ 入 っ て く る か が わ か る 。

在 日外 国 人 が か な りな 数 を 占 め て い る 。 留 学 生 や 短 期 の 一 般 通 過 客(観 光

客)・ 旅 行 者 、 企 業 な ど の 研 修 者 に 大 別 さ れ る 。

これ らに っ い て、は デ ー タ を み て い た だ い て 理 解 して い た だ き た い 。

波 多 江 こ の グ ラ フ は 九 州 の 出 入 国 者 を九 州 デ ー タ ブ ッ ク(広 告 局)か ら 引 き 抜 い

た も の だ 。 そ の 他 、 企 業 の ア ジ ア へ の 進 出 状 況 、 九 州 の 輸 出 入 の 推 移 、 九

州 で 行 わ れ た 国 際 会 議 の 件 数 、 九 州 の 外 国 公 館 名 、 姉 妹 ・友 好 都 市 一 覧 な

ど の 資 料 だ 。

第 一 次 研 究 で は 外 国 人 と 同 様 に 日本 人 も使 え る デ ー タ ベ ー ス を と 考 え て い

た が 、 今 回 は 実 験 モ デ ル と い う こ と で 対 象 者 、 項 目 と も に絞 り込 ん で い き

た い 。

伊 藤 一 時 的 に 入 国 す る 人 、 滞 在 す る 人(長 期 ・留 学 生 ・就 労 者)と い ろ い ろ あ

る が 対 象 者 を ど こ に 絞 る か 。

実 験 モ デ ル が 良 よ け れ ば 年 々拡 充 す る こ と に よ りユ ニ バ ー シ ア ー ド大 会 で

役 立 て て も らえ る か も しれ な い 。

福 本 外 国 人 対 象 な らば 言 葉 が 自 由 な 人 は 問 題 な い が 不 自 由 な 人 と な る と ・一.

在 日朝 鮮 人 ・韓 国 人 は 日本 人 と ま っ た く 同 じな の で 対 象 外 だ ろ う 。 そ れ 以

外 の 就 労 者 、 留 学 生 、 研 修 生 、 観 光 客 が 対 象 で な い か 。
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英 語 圏 の み で な く韓 国 か ら の 訪 問 客 な ど も急 増 して い る が 韓 国 語 も 入 る の

か 。

絞 り込 む こ と よ り、 は ず す と い う 消 去 法 の 方 が 早 い だ ろ う.

こ の デ ー タ ベ ー ス の 対 象 に な る 地 域 は ど こ か.

九 州 、 山 口 で は 在 日韓 国 人 が 大 半 を 占め て い る だ ろ う が 東 京 で は 違 っ て く

る 。 今 後 は ポ ル トガ ル や ス ペ イ ン な ど の 国 が 増 え る で あ ろ う 。

ま た 、 対 象 者 か ら在 日韓 国 人 を は ず す と関 係 団 体 か ら か な りの 問 い 合 せ が

あ る だ ろ う 。

地 域 と して は 西 日本 、 九 州 な い し は 福 岡 と絞 ら ざ る を 得 な い 。 情 報 収 集 の

た め の 取 材 な ど考 え る と九 州 内 に な る だ ろ う 。

毎 年20テ ー マ 前 後 の デ ー タ ベ ー ス を委 託 して い る が ほ と ん ど が 東 京 で 地

方 か ら は 少 な く 、 発 掘 に協 力 し て い る 。 と い う こ と を考 え れ ば 西 日本 新 聞

社 に や っ て も ら い た い の は 福 岡 都 市 圏 に 的 を絞 っ た プ ロ トタ イ プ の 作 成 だ.

た ま た ま ユ ニ バ ー シ ア ー ドが 福 岡 で 行 わ れ る が 、 福 岡 だ け で い い の か 。 そ

う だ と し た ら何 の 為 に 作 る の か と い う疑 問 が わ い て く る 。

韓 国 人 は 別 府 に 宿 泊 す る 人 が 多 い。

福 岡 中 心 と い う の は 当 然 だ ろ うが 、 そ れ と 同 時 に こ こ を拠 点 に して 周 辺 を

も含 む よ う に し た 方 が 良 い 。

韓 国 か らの 団 体 旅 行 の 主 流 は 中 高 年 の 方 で 、 若 者 は 経 済 的 理 由 な ど で ま だ

出 に く い よ う だ 。 し か し団 体 旅 行 は 長 くは 続 か ず グ ル ー プ や 個 人 に な りつ

っ あ る 。 た と え ば福 岡 に ハ ネ ム ー ン で 来 ら れ た 場 合 の 対 応 は ま っ た くわ か

ら な い 。 輸 送 パ イ プ か ら考 え る とや は り福 岡 中 心 に な る が 、 現 在 韓 国 で は

福 岡 → 熊 本 → 阿 蘇 → 別 府 の コ ー ス と一 部 長 崎 を加 え た コ ー ス しか 売 れ な い.

福 岡 に 降 り立 っ て も 自分 で コ ー ス を探 せ る と い う セ ン タ ー が あ れ ば よ い の

だ が 。 モ デ ル コ ー ス 的 な も の で 誘 導 し客 数 を増 や す た め 若 者 を タ ー ゲ ッ ト

に し た コ ー ス を発 掘 し た い 。 研 修 者 が 研 修 を 終 え 最 後 に し た い こ と は デ ィ

ス コ に 行 く こ と だ 。

言 語 は 日本 語 、 英 語 、 韓 国 語 、 中 国 語 が あ れ ば 万 全 だ 。

緊 急 連 絡 は 必 須 項 目 だ ろ う。

言 語 の 問 題 も あ る 。

DB振 興 セ ン タ ー で 自 動 翻 訳 の 研 究 中 と い う 。 日→ 英 、 中 → 日 に

変 換 と い う 話 も あ る が 現 実 的 に は か な リ時 間 が か か る だ ろ う。 デ ー タ ベ ー

ス な の で キ ー ワ ー ドは ど うす る か 、 漢 字 、 熟 語 を ど うや っ て 引 き 出 す か な

ど 問 題 が あ る 。 ハ ー ド的 に 無 理 な 状 況 で あ る 。

地 域 は 福 岡 を 中 心 に し て 、 情 報 に よ っ て は、 例 え ば旅 行 ル ー トな ど は 広 域

に す る 。

レイ ン ボ ー プ ラ ザ に は 旅 行 関 係 の 問 い合 せ が 多 い 。

プ ロ トタ イ プ で は 完 壁 な も の は 難 し い 。

ユ ニ バ ー シ ア ー ドに 使 え る と い う の が 理 想 で あ る 。
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あ と4年 近 く あ る の で ど う に か で き る の で は 。

す ぐ に対 外 的 サ ー ビ ス を す る と い う の で は な い 。

与 え て み た い と い う 情 報 でDBを 作 り、 実 際 に で き る と い う モ デ ル を作 成

す る 。

シ ス テ ム 的 に は 取 り 出せ る と い う状 況 の テ ス トモ デ ル な の で 直 ぐ に 運 用 と

い う わ け に は い か な い 。

JTBの デ ー タ ベ ー ス は 日本 人 向 け のDBで 端 末 か ら プ リ ン トア ウ トも で

き る が 、 内 部 端 末 で 他 の パ ソ コ ン か らは ア ク セ ス で き な い 。 各 ホ テ ル の 従

業 員 に た の ん で 情 報 を入 力 して も ら っ て い る 。

選 手 は 期 間 中 選 手 村 か ら 出 る こ と は な い の で 大 会 終 了 後 、 長 期 に ど こ か へ

行 こ う とす る 時 に 、 選 手 村 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー にJTBの デ ー

タ ベ ー ス の よ う な も の が あ れ ば便 利 だ ろ う。

ど う い う外 国 人 を 対 象 に す る か を決 め れ ば 、 ど ん な 内容 に す る か と い う の

が 出 て くる と思 う 。

2ペ ー ジ の 九 州 へ の 入 国 者 の 国 籍 や 今 回 の テ ー マ で あ る ア ジ ア 太 平 洋 か ら

考 え て も 東 南 ア ジ ア の 人 々 を 想 定 して い た だ き た い 。 そ うす る と翻 訳 問 題

が 出 て くる が プ ロ ト タ イ プ と い う こ と で 日本 語 、 英 語 と あ と1カ 国 語 で よ

い だ ろ う 。

昨 年 自動 翻 訳 の テ ス トを し た が60%く ら い の 仕 上 り と思 っ た 。

西 日本 →westsunbook

西+日 本 →westjapan

当面 は 日本 語 と 英 語 を考 え た い 。

実 際 に 検 索 す る 時 は 本 人 で は な くセ ン タ ー で 頼 む こ と に な る だ ろ う か ら、

そ こ で 通 訳 が 説 明 す る の だ ろ う。

ユ ニ バ ー シ ア ー ドや よ か ト ピ ア と な る と街 頭 端 末 を利 用 す る こ と に な る 。

日本 人 と 同 じ様 に 情 報 を得 る た め に は ど う い う 情 報 が 必 要 な の か 。

対 象 者 と は 地 域 的 、 問 題 で は な く九 州 に 来 る 外 国 人 の 形 態 で あ る 。 日本 に

入 っ て き た 、 ま た は 出 て い く形 態 と考 え た い 。

短 期 滞 在 者 が 対 象 と な る と、 在 日生 活 情 報 は 関 係 な くな る 。

こ れ を全 部 と な る と 大 変 な 量 だ 。 一 時 的 滞 在 の 人 に 情 報 提 供 の 必 要 が あ る

と 思 い 研 究 は し て い る が 、 実 際 作 る と な る と 迷 い が 出 て く る 。

ガ イ ドブ ッ ク は 直 接 外 国 人 の 手 に 入 ら ず 実 際 必 要 な 人 は 使 え な い。 も っ と

楽 に 使 え る 印 刷 物 は で き な い か 。 神 奈 川 県 な ど は い ろ い ろ と 作 っ て あ る が

ど う活 用 す る か ま で は 進 ん で い な い 。

カ ー ル リツ ベ ル ク協 会(ド イ ツ)が ユ ニ バ ー シ ア ー ドに 協 力 し て くれ る た

め 情 報 を 与 え る だ け で よ い の だ が 敷 金 制 度 な ど実 例 に あ っ た 情 報 が 必 要 に

な る 。

在 日外 国 人 は 除 い て は ど う か 。

福 岡 の 国 際 化 を 進 め る た め に ど う した ら よ い か と い う こ と を 考 え て 項 目 を
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絞 る 。

旅 行 者 を 対 象 と す れ ば ユ ニ バ ー シ ア ー ドに も 応 用 で き る し、 研 修 に 来 た ば

か りの 人 に も使 え る 。

1週 間 や2週 間 を短 期 と捉 え て お ら れ る が 私 達 で は5年 程 度 を意 味 して い

る 。 と す る と こ の 情 報 は 留 学 生 な ど に は全 く役 に た た な い だ ろ う 。 役 に 立

つDBを 作 ろ う と す る な らば4～5年 の 滞 在 者 も 対 象 と す べ き で は な い か 。

将 来 的 に は 考 え た い 。

理 想 と し て は そ う思 う が 、 時 間 や 経 費 、 プ ロ トタ イ プ と い う こ と を考 え る

と 上2っ 、 下 は 将 来 の 課 題 と考 え られ る だ ろ う。

イ メ ー ジ情 報 は ま だ 作 れ な い の で 文 字 情 報 に 絞 りた い 。

2ペ ー ジ1.3番 目 は特 に 必 要 だ ろ う 。

上2っ 、1～9の 中 で 大 半 は 必 要 だ.内 容 は 削 る が 、 項 目 と し て は 全 部 入 っ

て い る 。

緊 急 情 報 に して も た く さ ん あ る だ ろ う し。

容 量 が 問 題 で あ る 。

留 学 生 は 福 岡 市 の 特 性 で も あ り、 来 た ば か りの 時 は1、

は な い か 。

2は 必 要 な情 報 で

対 象 、 内 容 含 め 話 が 進 ん で き た が も う 少 し詰 め る 必 要 が あ ろ う 。 今 年 度 中

に 結 論 を 出 し、 プ ロ トタ イ プ で 情 報 が 出 せ る 状 態 ま で に しな け れ ば な ら な

い 。
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第2回 ア ジア太 平洋 交 流DB第2次 研究 会

日 時

場 所

11月26日(火)10:00～11:00

福 岡 国際 ホ ール 「高千 穂 」

福 岡市 中央 区天 神1-4-1

出席 者

九 州 通 商産 業 局 商 工 部 中小 企 業第 一 課長

九 州 山 口経 済 連 合 会 企画 課 長

福 岡 県 国際 交流 課 係長

福 岡市 ユ ニ バ ー シア ー ド大会 推 進 室 室長

福 岡 市 国際 交 流 課 企画 課 長

日本 交通 公 社JTBア ジ アツーリストセンター九州 支 社長

西 日本新 聞社

(株)福 岡 総 研

情報 開 発 セ ン ター長

局次 長

デ ー タベ ース 部長

調査 部 次長

システ ム 開発 部部長

システ ム 開発 部次長

取締 役

藤本 敏樹

坂梨 正雄

財津 武彦

陶山 修身

福本 隆之

山口 十三夫

友成 克生

伊藤 朗人

吉丸 征洋

高浜 正興

波多江 修

阿南 信博

山永 裕
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曽 文 彬 中 華 人 民 共 和 国 駐 日 本 大 使 館 政 治 報 道 部 一 等 書 記 官

ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス 研 究 会 と い う機 会 を得 て 、 大 勢 の 方 と交 流

す る こ とが で き た こ と を 大 変 う れ.し く思 っ て い る 。 今 回 与 え られ た3つ の

テ ー マ に 関 し て 、 資 料 、 デ ー タ を集 め 、 在 日留 学 生 と も 話 し合 っ た が 皆 さ

ん の 期 待 に そ え る か ど う か 心 配 だ 。

1.日 本 に来 て 困 っ た こ と

① ビ ザ の 問 題

日本 の 法 務 省 、 外 務 省 の 制 限 が 厳 し く、 最 短 で25日 間 か か る 。 留 学 生 の 場

合 は も っ と厳 し く、 半 年 か ら 一 年 間 か か る 場 合 も あ る 。

② 言 葉 の 問 題

ほ と ん ど の 人 が 来 日 前 に 短 期 の 学 校 で 日本 語 や 英 語 を 勉 強 して い る が 、 そ れ

は 学 校 で の練 習 で な か な か 実 践 と は 結 び つ か な い。 か し、 日本 人 は 英 語 が 少

し分 か る し、 看 板 な ど の 漢 字 も だ い た い の 意 味 が 分 か る の で さ ほ ど大 き な 問

題 で は な い 。

③ 生 活 ・風 俗 ・習 慣 の 問 題

中 国 で は 朝 食 に ご は ん は で ず 、 柔 ら か い も の で(お か ゆ 、 豆 乳 、 万 十)、 量 ・

種 類 も 少 な く簡 単 で あ る 。 料 理 は 全 て 暖 か い も の で 冷 た い も の に は 慣 れ て い

な い 。 だ か ら 中 国 人 に と っ て 昼 の お 弁 当 は 辛 い も の が あ る 。

ま た 、 生 の も の(刺 身 、 牛 肉)は ほ と ん ど食 べ な い 。

風 呂 に 関 して は シ ャ ワ ー が 多 く、 風 呂桶 に は入 ら な い。

靴 を脱 い で 家 に 入 る こ と に も 慣 れ い て な い の で 忘 れ て し ま う こ と も あ る 。

中 国 人 は 冷 た い 水 が 飲 め な い の で ホ テ ル な ど で 暖 か い お 湯 が 欲 し い 。

こ れ ら は 生 活 習 慣 の 違 い な の で 仕 方 な い こ と だ が 、 も し、 中 国 人 に こ う い う

気 配 り を し て 頂 け た ら大 変 喜 ば れ る だ ろ う 。

④ 地 勢 の 問 題

中 国 は 道 路 が 東 西 南 北 に 延 び て い て 分 か りや す い が 、 日本 特 に 東 京 の 地 理 が

複 雑 な の で 下 調 べ が 必 要 に な っ て く る 。 た だ 、 道 路 標 識 ・地 図 な ど は は っ き

り して い て い る の で と て も 役 立 っ 。

⑤ 環 境 の 問 題

留 学 生 に と っ て 安 い 宿 泊 施 設 を 捜 す こ と は 難 し い 。

非 常 に豊 か な 経 済 大 国 日本 だ が 、 外 国 人 に 対 して 差 別 や 傲 慢 な 態 度 が 見 受 け

られ る。 特 に 第3世 界 の 人 か らの 反 応 は 強 く、 中 国 の 留 学 生 も 不 満 を持 っ て

い る 。 外 国 人 に 対 し て 、 そ う い う イ メ ー ジ を 与 え て い る 。

日本 人 は 勤 勉 で 責 任 感 が 強 い こ と に 感 心 す る が 、 中 国 人 は ゆ っ た り し た 性 格

な の で そ う い う ペ ー ス に な か な か 慣 れ な い ゴ だ か ら、 最 初 か ら厳 しい 労 働 条

件 で は 無 理 が あ る 。 少 しず つ 、 習 慣 が 身 に っ く よ う に した 方 が 良 い 。
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2.ど う い う情 報 が 欲 し い か

短 期 間 の 滞 在 者 で は 、 天 気 、 名 所 ・旧 跡 、 名 産 、 人 口 、 工 業 の 発 展 状 況 、 中

国 と の 交 流 の 状 態 ・関 係 、 各 種 施 設 の 見 学 な ど 。

留 学 生 、 研 究 生 な ど で は 、 安 く条 件 が 良 い 宿 泊 施 設 、 各 学 校 の 質 ・費 用 、 ア ル

バ イ ト情 報(場 所 ・賃 金)な ど 。

3.情 報 キ ャ ッ チ の 方 法

来 日前 に 日本 案 内 の 本 ・テ レ ビ 放 送 を見 た り、 友 人 ・知 人 に 問 い 合 わ せ る な ど。
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現 在 、 中 国 で は ま だ 観 光 化 ま で は い っ て い な い の が 実 状 で あ る.発 展 途 上

国 な の で 収 入 は ま だ 低 く 、 外 国 旅 行 を す る 余 裕 は あ ま り な い.来 日す る 場

合 は 視 察 や 外 交 団 な ど が 主 で 、 こ れ ら は 用 意 周 到 に 準 備 さ れ て い て 通 訳 も

い る の で ほ と ん ど 問 題 は な い。 今 何 故 旅 行 で き る 状 態 が 整 っ て い な い か と

言 え ば 、 消 費 レベ ル が 低 い か ら で あ る 。 物 価 は も ち ろ ん 低 い が 、 賃 金 も 低

い 。 現 在 、 中 国 のGNPは300US$で 世 界 で120番 位 で あ る 。 人 口

11億5千 万 人 中 文 盲 は18%(1億8千 万 人)で 日本 の 人 口(1億2千

万 人)よ り も 多 い 。 こ う い う 点 か ら も海 外 旅 行 す る と い う よ う な 段 階 に は

至 っ て い な い 。 東 南 ア ジ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 タ イ 、 マ レ ー シ ア な ど に 親 類

を 訪 ね る と い う こ と は あ る 。 こ れ か ら中 国 経 済 事 情 が 良 く な れ ば 観 光 者 も

増 え る だ ろ う。

今 、 中 国 は 経 済 発 展 と衣 食 住 発 展 ・安 定 の た め に 力 を入 れ て い る 。 日本 と

の 関 係 は 回 復 して い る 。 今 年 人 事 交 流 は60万 人 、 対 外 貿 易 額 も200億

ドル に 達 し て い る 。 友 好 都 市 も125と 他 国 に も 前 例 の な い ほ ど多 い 。 来

年 、 国 交 回 復20周 年 を迎 え る た め に い ろ い ろ な 企 画 が 準 備 さ れ て い る.

「周 恩 来 展 」 の 東 京 開 催 も 決 定 さ れ て い る 。 天 皇 陛 下 の 中 国 御 訪 問 が 決 ま

れ ば とて も 良 い タ イ ミ ン グ だ と思 う 。 こ の20周 年 を機 に 交 流 を も っ と密

接 に 新 し い レベ ル ま で 引 上 げ た い 。 西 日本 新 聞 社 も 中 国 と 関 係 が 深 く 、 影

響 力 も 大 き い の で 、 友 好 の 橋 と し て 果 た す 役 割 も 大 き い と 思 う 。

今 ま で の お 話 に 何 か 質 問 が あ れ ば 。

ユ ニ バ ー シ ア ー ド開 催 は夏 で あ る が 選 手 村 各 部 屋 に お 湯 を 用 意 し な くて は

な らな い 。

看 板 が 整 備 さ れ て い ず 歩 き に く い と よ く 聞 くが 中 国 人 に と っ て は 英 語 と漢

字 と ど ち ら が 良 い の か 。 日本 語 の 漢 字 で も だ い た い の 意 味 は 分 か る の か.

漢 字 の 方 が 分 か りや す い 。

中 国 人 の 方 が ゆ っ た り し て い て ご 雇 用 主 か ら の 厳 し い 条 件 に 耐 え ら れ な い

と い う こ と だ が 、 昼 休 み は 何 時 間 く ら い と っ て い る の か 。

1時 間 半 か ら2時 間 程 だ 。

そ う い う状 況 を遠 慮 せ ず に は っ き り と 言 っ た 方 が 良 い の で は な い か 。
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午 前 中 に こ れ だ け の 事 を す る よ う に 、 な ど責 任 を明 確 に し た 指 示 を 与 え る

よ う に した 方 が 良 い 。

ビ ザ が と れ な い と い う の は ど う い う現 状 な の か 。 混 雑 し て い る か ら と い う

こ と か 。

法 務 省 の 調 査 手 続 き に 時 間 が か か っ て い る 。

物 理 的 に 件 数 が 多 い か ら で は な い か 。

中 国 の 場 合 は特 別 の 理 由 が あ れ ば 便 宜 が 図 られ る(外 交 官 な ど)。 日本 で は

規 定 ど う りで な い と 発 行 さ れ な い 。

そ れ な ら ユ ニ バ ー シ ア ー ドな ど 大 量 な の で ど の 位 前 か ら 申請 し な く て は な

ら な い の だ ろ う か 。
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第3回 研究会 議事 録
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36.



日 時

場 所

出席 者

第3回 ア ジ ア 太 平 洋 交 流DB第2次 研 究 会

11月26日(火)11:00～13:00

福 岡 国 際 ホ ー ル 「高 千 穂 」

福 岡 市 中 央 区 天 神1-4-1

第2回 に 同 じ
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一
伊 藤 そ れ で は 本 題 の 方 に 入 るシこ と に す る 。

プ ロ ト タ イ プ 作 成 が 本 年 度 の テ ー マ に な っ て い る が 実 験 的 プ ロ トタ イ プ な

の で 対 象 を絞 っ て い き た い と い う こ と だ か 、 ど う い う 外 国 人 を対 象 に す る

か で 情 報 が 変 わ っ て く る 。 短 期 滞 在 者 を対 象 に と い っ て も 長 期 の 人 で も 初

め は短 期 の 人 と か わ ら な い だ ろ う と い う こ と だ っ た が 。 次 に ど う い う情 報

を 提 供 す る か 。

藤 本 自 動 翻 訳 は 来 年 夏 に英 語 か ら 日本 語 へ 、 再 来 年 夏 に 日本 語 か ら英 語 へ の 変

換 が 確 立 さ れ る 。 そ の 後 、 そ の 他 の 外 国 語 に つ い て は 取 り組 む 。 国 際 化 と

い う と英 語 を 話 せ る か 、 外 国 へ 行 っ た か 、 情 報 が 外 国 語 で あ る か な ど と思

わ れ が ち だ が そ うで は なiい 。 キ ー ワ ー ドの み 本 国 語 で 入 れ 日本 語 訳 の 情 報

を 引 き 出 す 。 提 供 す る 時 は 日本 語 で 行 い、 そ の 後 英 語 に す る と い う の が 主

流 で あ る 。 私 と して は 日 本 語 だ け で い い と思 う。 こ れ く ら い に して お か な

い と プ ロ トタ イ プ を作 る の が 大 変 だ 。 ま た 、 ど う い う外 国 人 を 対 象 に す る

か と い う よ りも 外 国 人 が ど う い う情 報 を必 要 と して い る か を 調 査 し た 方 が

良 い の で は な い か 。 昨 年 の ヒ ッ ト率 が7割 だ と い う こ と だ が 。

波 多 江 技 術 関 係 で7割 位 。 自動 翻 訳 そ の も の を だ す か らか な り ヒ ッ ト率 が 悪 く な っ

て い る 。 日立 の 技 術 翻 訳 を使 用 す れ ば か な り良 くな る と 思 わ れ る 。

藤 本2年 後 に 日本 が ど う い う ふ う に デ ー タ ベ ー ス 研 究 を行 っ て い る か 海 外 に 報

告 しな く て は な ら な い 。

伊 藤 対 象 者 は 一 応 の 目安 と い う こ と に して テ ー マ の 方 へ 移 る 。 プ ロ トタ イ プ 作

成 後 ユ 二 一 バ シ ア ー ドな ど で の 活 用 も 考 え た い 。 投 資 す る か ら に は 利 用 者

の 多 い も の を作 成 し た い の で 、 情 報 内 容 を吟 味 した い 。

*資 料 説 明

波 多 江 デ ー タ項 目 と して は 、 緊 急 情 報 、 来 日時 概 要 情 報 、 来 日 時 生 活 情 報 な ど を

想 定 して 考 え て い る 。 デ ー タ ベ ー ス の プ ロ グ ラ ム は 作 成 に 時 間 が か か る の

で 平 行 して 行 っ て い る 。

国 際 免 許 一 項 目 と して 交 通 ・自動 車 ・運 転 免 許 証 、 キ ー ワ ー ドは 印 鑑 ・パ

ス ポ ー ト ・運 転 免 許 証 ・外 国 人 登 録 証 明 書 な ど で 国 際 免 許 へ の 切 り替 え 手

続 き に 関 す る 情 報 が 入 手 で き る(P2)。

観 光 一 項 目 は 名 所 ・旧 跡 ・公 園 、 キ ー ワ ー ドは 志 賀 島 ・海 の 中 道 海 浜 公 園 ・

ホ テ ル 海 の 中 道 な ど 。

国 際 電 話 の か け 方 、 レ ン タ カ ー の 運 転 の 仕 方 、 外 国 人 情 報 窓 ロ ー 緊 急 情 報

(P4)、 公 衆 電 話 の か け 方 、 領 事 館(P5)、 観 光 案 内 所(P6)。

以 上 、 情 報 項 目 と し て は こ う い う形 で 入 れ て い く。 情 報 項 目 が 決 定 す れ ば

情 報 の 収 集 を し、 デ ー タ ベ ー ス の 形 に 作 っ て 端 末 か ら検 索 す る と い う プ ロ

トタ イ プ に な っ て い く 。

伊 藤 こ の 資 料 は テ ー マ を決 め ず に集 め た情 報 な の で も う少 し絞 りた い 。

波 多 江 緊 急 情 報 は 入 れ て お き た い 。 病 院 な ど は 医 師 会 単 位 で と 考 え て い る 。

説 明 は 分 か りや す い よ う に 無 制 限 で 入 れ て い る 。
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坂 梨 対 象 者 を短 期 滞 在 者 を 中 心 に して 永 住 者 は 除 い て と い う こ と な の で あ ま り

生 活 情 報 的 な も の は な じ ま な い の で は な い か 。 緊 急 情 報 ・観 光 な ど で 、 対

象 者 ・テ ー マ を絞 る の は ど う か 。

山 口 観 光 面 の 中 で 場 所 を 引 き 出 し た 後 、 そ こへ 行 くた め の 交 通 情 報(交 通 手 段)

は ど う い うふ う に 引 き 出 せ る の か 。 そ の 辺 の 関 連 性 が う ま く接 続 で き れ ば

良 い と 思 う。 買 物 ・食 事 に し て も 同 じ 事 が 言 え る 。

財 津 取 り敢 え ず 、 ユ ニ バ ー シ ア ー ドに 役 に 立 つ と い う こ とで あ れ ば 短 期 者 の た

め に 緊 急 情 報 ・観 光 情 報 を 中 心 に す べ き で あ る 。

福 本3ケ 月 以 内 の 人 を対 象 に す る の が 良 い と思 う。 緊 急 情 報 ・来 日 時 概 要 情 報 ・

来 日時 生 活 情 報(1～4)こ れ だ け あ れ ば充 分 で あ る 。 こ れ で 多 い と い うの

で あ れ ば来 日時 生 活 情 報 か ら 落 と して い くの が よ い 。

伊 藤 前 資 料 で は よ く ば りす ぎ て い る 。 現 実 問 題 で は 資 料 全 部 は無 理 。 取 材 も 必

要 だ し、 時 間 的 余 裕 が な い 。

陶 山 ユ ニ バ ー シ ア ー ドで は3週 間 位 の 滞 在 で 、 基 本 的 に は 試 合 期 間 中 は 選 手 村

に ほ とん ど い る の で 外 で の 活 動 は あ ま りな い。 専 属 の ボ ラ ン テ ィ ア も っ く

の で 緊 急 情 報 と い う の は 必 要 で は な い の で は な い か 。 む し ろ、 来 日生 活 情

報 が 必 要 だ 。 新 体 操 の 秋 山 え りか 選 手 の 話 だ が 現 地 で ま ず 、 安 く て 美 味 し

い も の を 食 べ れ る 店 、 そ して 買 い 物 す る所 、 遊 べ る所 な ど が 知 り た い と い

う こ と だ 。 こ れ ら は基 本 的 に 共 通 す る 問 題 だ と思 う 。

伊 藤 安 く食 べ れ る と こ ろ や 買 い 物 で き る 店 と い う の は ユ ニ バ ー シ ア ー ドに 限 ら

ず短 期 の 滞 在 者 は 欲 し い 情 報 だ ろ う。

藤 本 私 達 が 国 内 で 望 ん で い る こ と を 考 え れ ば 自 ず と必 要 情 報 は で て く る の で は

な い か 。 出 張 な どで 仕 事 が 終 っ て 飛 行 機 の 出 発 まで の 空 き 時 間 に 行 け る と

こ ろ は ど こ に あ る か 、 天 神 を起 点 に し て 一 時 間 以 内 に行 け る と こ ろ は ど こ

か 、 な ど も あ る と便 利 だ 。

伊 藤 今 回 の 意 見 を事 務 局 で 整 理 し直 し、 項 目 を絞 っ て 次 回 「案 」 を示 す と い う

こ と に した い 。
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第4回 ア ジア 太平 洋 交流DB第2次 研 究 会

日 時 12月10日(火)14:00～16:00

場 所 西 日本 新 聞 社14F3A会 議 室

福 岡市 中央 区天 神1-4-1

出席者

九州 山 口経 済 連 合 会 企画 課 長

福 岡市 ユ ニバ ー シア ー ド大 会推 進室 室 長

福 岡市 国 際交 流 課 企画 課 長

日本 交 通公 社JTBア ジ アツーリストセンター九州 支 社長

坂 梨 正 雄

陶 山 修 身

福 本 隆之

山 口 十三 夫

西 日本新 聞社

(株)福 岡総 研

局 次 長

デ ー タベ ー ス部長

システ ム開 発 部部 長

システ ム開 発部 次 長

取 締 役

伊藤 朗人

吉丸 征洋

波多江 修

阿南 信博

山永 裕
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伊 藤

波 多 江

山 口

伊 藤

波多江

福 本

波多江

山 口

陶 山

波多江

山 口

ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス も 今 日の 会 議 で 情 報 項 目 を最 終 決 定 し た い 。

情 報 項 目 の 案 に 基 づ い て 説 明 し、 欠 け て い る も の 、 削 除 す る も の の 意 見 を

伺 い た い 。 プ ロ トタ イ プ を作 る た め の も の で 、 モ デ ル と して の 項 目 で あ る 。

外 部 に 出 す も の で は な い と して プ ロ トタ イ プ を 作 りた い 。 将 来 的 に ユ ニ バ ー

シ ア ー ド大 会 で 使 用 す る と す れ ば プ ロ トタ イ プ を 基 本 に して 多 くの 項 目 を

付 け 加 え な け れ ば な ら な い 。 事 務 局 よ り項 目 に っ い て 説 明 が あ る が 何 か 付

け 加 え る も の が あ れ ば 出 して 欲 しい 。

(A)緊 急 情 報 で 何 か 追 加 ・削 除 あ れ ば 。

領 事 館 関 係 は2.病 気 よ り も1.事 故 、 ト ラ ブ ル の 中 に 入 れ る 方 が よ く

な い か 。

1.事 故 、 トラ ブ ル の ト ッ プ か も しれ な い 。

福 岡 市 に 領 事 館 は 米 ・加 ・中 ・韓 国 の4っ あ る が 、 領 事 業 務 に も さ ま ざ ま

あ る 。 業 務 内 容 で 項 目 に 入 れ る の か ど うか そ の あ た り も 一 応 考 慮 しな く て

は い け な い 。

2.病 気 に っ い て 医 師 会 の 名 簿 を 参 考 に す れ ば 外 国 語 の 話 せ る 医 師 の リス ト

が 分 か る の で は な い か 。

外 国 人 相 談 窓 口 と して は い ろ い ろ あ る が 国 際 交 流 協 会 に 相 談 し て く れ る 団

体 等 を問 い 合 わ せ した 方 が 良 い 。

3.落 と し物 に 関 して は1.事 故 、 トラ ブ ル の 中 に 広 い 意 味 の トラ ブ ル と

して 入 れ た 方 が 良 い 。 日本 は 警 察 署 、 交 番 が 多 い が 言 葉 の 問 題 が あ り な か

な か 利 用 で き な い 。 交 ・番 と い う制 度 に つ い て ど う い う時 に ど う い う使 い か

た を した ら良 い か を ま ず 教 え た 方 が 良 い 。

火 事 、 盗 難 の 時 に わ ざ わ ざ 端 末 で検 索 し た りは し な い 。

端 末 の 設 置 場 所 を領 事 館 に し た の は 外 国 人 が 利 用 しや す い と思 っ た か らだ 。

外 国 人 が 落 と し物 を し た 場 合 、 領 事 館 に 行 く の か?

外 国 人 は 途 中 で そ う い う こ と が 起 き て も 対 処 し き れ な い の で ホ テ ル に 戻 っ

て くる こ と が 多 い 。 フ ロ ン トに も対 処 の仕 方 を教 え て お く必 要 が あ る 。

(B)来 日時概 要 情 報 に 関 して

山

江

口

多

陶

波

山

波 多 江

山 口

波多江

2.金 融 は 両 替 以 外 に 他 に 意 味 が あ る の か?

今 は カ ー ド旅 行 と い う よ う に ど こ の 銀 行 に も カ ー ドは あ る 。

トラ ベ ラ ー ズ チ ェ ッ ク は 使 え る か 、 ど こ で 両 替 で き る か な ど を先 に 教 え な

く て は い け な い 。

日本 の 場 合 、 トラ ベ ラ ー ズ チ ェ ッ ク を使 え る と こ ろ は 少 な い 。

円 チ ェ ッ ク を 銀 行 で キ ャ ッ シ ュ に 替 え る の で 問 題 は な い が 、 銀 行 の 営 業 時

間 外 や 店 で は 受 け 取 ら な い こ と、 ホ テ ル は し て くれ る こ と な ど を加 え た 方

が 良 い。 端 末 に 絵 は で る か?

今 は 出 な い が 、 将 来 的 に は 地 図 上 に 交 番 の 位 置 を 示 した り で き る よ う に し

た い 。
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JTBで は 出 る が 、 地 図 そ の も の で は な い 。

端 末 を 操 作 し て い る 間 に 画 面 で 楽 し く福 岡 の 街 が 分 か る よ う な 仕 組 に し た

い。

現 在 はJTB社 員 が 操 作 して あ げ て そ れ を プ リ ン トア ウ ト し、 無 料 で 提 供

し て い る 。

街 頭 端 末 を 自分 で 動 か せ る様 に な る の が 理 想 だ 。

4.宿 泊 に つ い て は ホ ー ム ス テ イ は 少 な い の か 。

250世 帯 く ら い は あ る が そ れ を入 れ て よ い の か ど うか 。 国 際 交 流 協 会 を

通 じな い と い け な い の で トラ ブ ル も あ る し、 固 有 名 詞 は避 け た 方 が 良 い 。

外 国 人 は 金 持 は 高 級 な 所 に 泊 ま る が 、 安 い と こ ろ に 泊 ま っ て 旅 を し た い と

い う 人 も い る の で 両 方 取 り入 れ た い 。

ユ ー ス ホ ス テ ル は とて も 貴 重 だ 。 各 国 共 通 で 同 じ ス タ イ ル な の で 安 心 して

泊 ま る こ と が で き る 。 た だ 、 数 が 少 な く不 便 な 場 所 が 多 い の で 捜 し歩 く こ

と も あ る 。

教 会 で も 慈 善 事 業 で2泊 程 度 無 料 で 宿 泊 さ せ て くれ る が 、 載 せ な い 方 が 良

い 。

ロ ー タ リー ク ラ ブ は ど う か?

ホ ー ム ス テ イ は 受 け 入 れ た り して い る が 、 一 般 の 人 は し て い な い 。

ホ テ ル ・旅 館 の 空 状 況 が わ か る と 良 い 。

キ ャ プ テ ン シ ス テ ム で 試 み た こ と が あ っ た が メ ン テ ナ ン ス が 難 し い 。

料 金 改 訂 は 毎 年 して る か?

毎 年 して い る が 料 金 を入 れ る の は 難 し い 。 駅 な ど の 案 内 所 は 項 目に 入 れ る

方 が 良 い 。

5.エ チ ケ ッ ト、6.気 候 は 削 除 した 方 が 良 い と思 う 。

交 通 マ ナ ー は 緊 急 情 報 の1.事 故 、 トラ ブ ル に 入 れ た ほ う が 良 い と 思 う。

右 側 ・左 側 通 行 な どの 習 慣 の 違 い で 事 故 に あ っ た りす る の で 。

6.気 候 の 意 図 は?

日本 は 四 季 が あ る こ と や 今 の 季 節 な ど を説 明 した い と思 っ た 。

(C)来 日時生 活情 報 に関 して

陶 山1.食 事 の マ ナ ー と は?

山 永 日本 食 な の で 、 お 箸 以 外 に も使 え る こ とや 調 味 料 も 選 べ る こ と、 チ ッ プ 、

消 費 税 の 事 な ど だ 。

山 口 和 食 の 料 理 の 出 方(一 品 ず つ で て く る こ と な ど)も 説 明 で き れ ば 載 せ て 欲

し い 。

伊 藤 マ ナ ー な ど は わ ざ わ ざ デ ー タ ベ ー ス に 載 せ る よ う な 事 で は な い 。

福 本2.シ ョ ッ ピ ン グ で 外 国 人 向 け に特 売 品 を扱 っ て い る店 が あ る の で 載 せ て 欲

し い。 ま た 、SGGク ラ ブ と い う と こ ろ で ボ ラ ン テ ィ ア で 通 訳 や ガ イ ドを

して くれ る 。 ドイ ツ 語 、 韓 国 語 が で き る 人 も い る が 英 語 が 主 で あ る 。 こ こ
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に 連 絡 を 取 り ど う い う 事 を して も ら え る か 内 容 を 確 認 して 載 せ た ら良 い 。

そ れ は(B)来 日 時 概 要 情 報 の 中 に 入 れ た 方 が 良 い。

連 絡 先 は 国 際 交 流 協 会 へ 尋 ね て 欲 し い 。

外 国 人 は 映 画 館 へ 行 くの か?

あ ま り行 か な い 。 中 洲 な ど の 方 が 多 い よ う だ 。

内 容 を充 実 して 、 一 人 に応 対 す る 時 間 を レイ ン ボ ー よ り短 縮 し た い 。

外 国 人 が 窓 口 に く る が 、 ボ ラ ン テ ィ ア や 嘱 託 の 人 が あ る 程 度 の 知 識 を持 っ

て 操 作 し て あ げ て い る 。

端 末 は 日本 人 が 操 作 す る の か?

オ ペ レ ー タ ー は 日本 人 だ ろ う 。

日本 人 が 操 作 す る な ら い ら な い項 目 は 沢 山 あ る 。

最 初 は 日本 人 が す る が 将 来 は 外 国 人 が 自分 で 端 末 を使 え る よ う に し た い が 、

ア ジ ア の 方 だ と 言 葉 の 問 題 が 出 て き て デ ー タ ベ ー ス と して 満 足 の い く も の

は で き な い の で 、 当 面 は 日本 人 が 操 作 す る 。

英 文 で 入 力 で き る か?

ま だ 完 壁 な 英 訳 機 が で き て い な い 。 項 目 は い い が 、 文 章 を短 く切 ら な い と

自動 翻 訳 で き な い と い う点 が あ る 。

項 目 に 関 して は こ の 辺 に して 、 現 在 自動 翻 訳 が ど の 程 度 で き る の か 見 て い

た だ こ う 。

*英 文 資 料 の 説 明

阿 南 ワ ー プ ロ 打 ち し た も の を英 文 に して くれ る が 、 日本 語 の 段 階 で 英 訳 を意 識

して 作 成 しな い と い け な い 。 文 字 数(60字)の 問 題 も あ り、 長 い 文 章 は

切 らな い と い け な い の で 最 初 は 簡 潔 な 文 章 に す る 。 送 り仮 名 、 句 読 点 、 同

音 意 義 語 、 固 有 名 詞 な ど い ろ い ろ 問 題 点 が あ る 。7割 程 度 ま で い け る が 、

当 面 は 翻 訳 の 前 作 業 と い う位 置 付 け に した 方 が 良 い 。

波多江

阿 南

山

坂

山

陶

目

梨

口

山

山 口

山

永

陶

山

日本 文 の 下 に 英 訳 を も っ て き て 日本 語 で 検 索 す る こ と を考 え て い る 。

キ ー ワ ー ド を き りだ す の に 日本 語 は 辞 書 登 録 が 必 要 に な っ て く る の で 、 英

語 検 索 の 方 が 簡 単 だ 。

国 際 電 話 の 事 で 緑 色 で あ る と い う項 目 は 間 違 え る の で 外 し た 方 が 良 い。

名 所 ・旧 跡 に 入 る か も 入 れ な い が 宗 教 的 な 建 物 は ど こ に 入 る か?

宗 派 が 違 え ば 、 教 会 で も くわ し い こ と は 分 か ら な い と い う こ と だ 。

宗 教 の 事 を載 せ て お くの も 特 徴 の 一 つ に な る 。

1.食 事 の こ と だ が 、 マ ナ ー に 代 え て 料 理 単 位 で 説 明 を載 せ た ら 良 い 。

文 化 、 歴 史 上 で 大 陸 と っ な が りの あ る 名 所 ・旧跡 も 将 来 的 に は紹 介 し て 欲

し い 。 外 国 人 の ニ ー ズ に あ う資 料 も そ ろ え て い か な く て は い け な い 。

ナ イ トラ イ フ と は ベ イ サ イ ドプ レイ ス な ど も は い る か 。

ゾ ー ン と い う 意 味 だ 。 中 洲 ・天 神 ・大 名 な ど を大 ま か な 料 金 の ラ ン ク

で 分 け て 紹 介 した ら良 い。 こ れ は 、3.娯 楽 ・余 暇 文 化 に 入 る だ ろ う。

一95一



山 口

山

福

山

伊

山

永

本

永

藤

口

江

口

藤

永

口

多波

山

伊

山

山

梨

山

口

坂

陶

山

陶 山

伊 藤

外 国 人 は 料 金 な どが 心 配 な の で 、 安 く安 心 な 店 に マ ー ク を っ け る よ う に し

た ら ど う か 。 ま た 、 最 初 に 料 金 を払 う と か 。

天 神 、 親 不 孝 通 り な ど は す で に し て い る店 も あ る 。

旅 行 代 理 店 な ど も 載 せ て は ど う か 。

ぜ ひ 入 れ た い が 、 ど こ に 分 類 す る か 。

単 独 項 目 で も い い し、 観 光 、 宿 泊 で も 良 い。

市 外 の 宿 泊 施 設 の 問 い 合 わ せ な ど に は 代 理 店 が 必 要 だ 。 単 独 で で き れ ば よ

い が 営 業 時 間 の 問 題 も あ り難 し い 。'

ガ イ ド と して 付 い て い る の は 何 時 ま で か?

ホ テ ル の 部 屋 に 入 る ま で だ.原 則 と し て は ガ イ ドは 同 じ ホ テ ル に 泊 ま る 。

ナ イ トラ イ フ を充 実 させ る こ と に よ っ て 日本 人 市 民 も 使 え る も の に な る 。

飲 食 店 の マ ー ク は 早 く っ け た い 。

観 光 課 に お 願 い は して い る が な か な か 進 ま な い。 理 解 し て くれ る 店 か ら始

め て は ど う か 。

強 制 で は な く こ の 話 に 協 力 して くれ る と こ ろ か らや っ て い け ば よ い 。

行 政 の 立 場 か ら言 う と い ろ い ろ 問 題 点 も あ り難 し い 。

民 間 で や る と料 金 等 が 不 明 瞭 な ま ま で 、 ク レ ー ム が で る こ と に も な りか ね

な い 。 長 崎 、 別 府 な どで はJTB指 定 の 店 が あ り店 側 に と っ て も 良 い と い

う こ と だ 。

福 岡 の 場 合 は 観 光 地 で は な い の で 難 し い 。 専 門 の 部 署 に お 願 い し て み よ う。

こ の 場 合 、 国 内 全 体 と し て 考 え た 方 が 良 い 。

他 に お 気 づ き の 点 は?

情 報 項 目 と し て は 入 れ 替 え も あ っ た が 、 全 部 が す ぐ に 利 用 で き る と は 思 わ

な い が で き る だ け 生 か せ る よ う に した い 。 後 は こ ち らの 方 で 早 急 に プ ロ ト

タ イ プ を 作 成 し、 次 回 は 皆 さ ん に 見 て 頂 き た い 。
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第5回 ア ジ ア太平 洋 交 流DB第2次 研究 会

日時 1月28日(火)1400～1600

場 所 日立 シ ス テ ム サ ポ ー ト プ ラ ザ(長 銀 ビ ル8F)

福 岡 市 中央 区 天 神2-13-7

議題 「ア ジア 太平 洋 交流DBプ ロ トタイ プ検索 デ モ」

① ア ジア太 平洋 交流DBプ ロ トタイ プ検 索 デ モ

② 日英翻 訳 「HICATS」 デ モ

③ プ ロ トタ イプ情 報 内容 の説 明
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プ ロ トタ イ プ検 索 デ モ に は 、 研 究 会 メ ンバ ー や 事 務 局 か ら約lO人 が 出 席 。1時 間

に わ た っ て 端 末 画 面 に さ ま ざ ま な 情 報 を取 り出 して み た 。 出 席 者 か ら は 「思 っ て い た

以 上 に 細 か な 情 報 が 入 っ て い る 」 「こ の ま ま街 頭 に 出 し て も 使 う人 は 多 い の で は な い

か 」 な ど の 声 が 聞 か れ た 。 日英 翻 訳 「HICATS」 の デ モ に 続 い て 、 プ ロ トタ イ プ

情 報 内 容 の 説 明 が あ り、 最 後 の 意 見 交 換 を行 っ た 。 主 な 意 見 は 次 の 通 り。

・本 格 的 なDBに す る 場 合 、 情 報 収 集 が 大 変 だ ろ う。 端 末 を 大 学 の サ ー ク ル な ど に 置

い て 街 の 情 報 な ど は 学 生 た ち か ら入 れ て も ら っ て は ど う か 。

・街 の 情 報 は キ ャ プ テ ン 会 社 に も 多 い
。 これ ら とDBを っ な い で サ ー ビ ス で き る よ う

な シ ス テ ム が ほ し い 。

・情 報 の メ ン テ ナ ン ス が 大 切 だ 。 と くに 店 の 紹 介 な ど で は 、 料 金 の 改 定 を ど う す る か 。

そ の っ どデ ー タ を 入 れ 替 え ね ば な らな い が 、 ひ と ま ず 「○ 年 ○ 月 現 在 」 と 明 記 し て

お く の も 方 法 か も し れ な い 。

・検 索 料 金 の 設 定 も 難 し い .広 く使 っ て も ら う た め に は で き る だ け安 く した 方 が い い

が 、 コ ス トと の か ね あ い も あ ろ う。

・ユ ー ザ は ホ テ ル な ど も 考 え られ よ う
。 契 約 制 に す る の も い い 。

・ユ ニ バ ー シ ア ー ド会 場 に は ぜ ひ 端 末 が ほ し い
。
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アジア太平洋交捷データベース

日英情報検案システム
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ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ 一 夕 ベ'一 ス
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INTERCOMMUNICATIONDATABASE

提 供:西 日 本 新 聞 社



ア ジ ア 太 平 洋 交 流DB情 報 項 目
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◎ 緊 急 情 報(U・g・ ・ti・f。rm。ti。 。)

・ 事 故
、 ト ラ ブ ル(Accidentandtrouble)

・ 病 気(Sickness)

'通 信(C・mmunicati
。n)

einform

(Guidancefora
(Finance)
(Traffic)
(Lodging)

ation)
foreigner)

 

n
・
工-

内
し
案
u
け

○

向

(

人国

融

通

泊

報

外

金

交

宿

存

・

●

・

・

↑要概◎

nformation)
(Meal)

(Shopping)
(Amusementandleisure)
(Sightseeing)

 

・ユef・
工(L

ツ ピ ン グ

、 余 暇

事

三
楽
先

報

食

シ
娯
観

情

・

…

 活生◎

西 日本 新 聞 社提 供

 

一

一
〇
ω

ー



コ マ ン ド の 説 明

(EXPLANATIONOFCOMM..ANDS)

選 択(FUNCTION)==〉[]

」
O
』

1.DISPLAY

2.FIND

3.LIST

4.LOOK

5.QUIT

6.SORTO

端 末 に レ コ ー ド の 内 容 を 表 示 す る

(SHOWSOURCEFILEDATAONLINE)

イ ン デ ク ス サ ー チ/レ ン ジ サ ー チ を 実 行 す る

(FINDTERMSINTHEINDEXANDRENGEFILE)

検 索 条 件 と 検 索 結 果 の 再 表 示 、 オ プ シ ョ ン 一 覧 の 表 示 な ど

(LISTTHEDOCUMENTSETSYOUHAVEFIND,ORSHOW)

イ ン デ ク ス タ ー ム 群 を 表 示 す る

(LOOKATVARIOUSINDEXTERMLISTS(ADJACE,STEM,BROWS)

OR工ON検 索 プ ロ グ ラ ム の 実 行 を 終 了 す る

(TERMINATETHEUSAGEOFBASIS)

検 索 結 果 集 合 を 、 指 定 し た ソ ー ト キ ー に よ り ソ ー ト す る

(SORTADOCUMANTSETBASEDONTHECONTENSOFT【{ERECORD

S)

提 供:西 日 本 新 聞 社
PFO1:初 期 画 面 PF11:前 画 面



DISPLAYコ マ ン ド は 、 以 下 の 形 式 で 指 定 で き ま す

(THEFORMSOFDISPLAYARE)

DISPLAY[=〈 検 索 番 号 〉][△ 〈出 力 フィールド 指 定 〉]

[△(〈 アクション番 号 〉)]

[△FOR△ 〈出 力 レコード 指 定 〉]

」
O
朝
ー

PFO1:初 期 画 面
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FIND

FINDコ マ ン ド は 、 以 下 の 形 式 で 指 定 で き ま す

(TI{EFORMSOFF工NDARE>

△ 〈インチ'ク スサーチターム〉[/〈 インチ'ク スサーチターム〉]

〈レンシ'サ ーチターム〉

〈ステム*[〈ALL>]〉

く[イ ンチ'ク スフ●リフィクス テーリミタ]〈*ス テム[△ALL〕>>

〈検 索 結 果 集 合 番 号 〉

〈フ.リ フィクスリスト〉

[〈 △AND△NOT△ 〉 くインチ'ク スサーチターム[/〈 インチ'ク スサーチターム〉]〉]

[〈 △AND△ 〉 〈レンシ'サ ーチターム〉]

[〈 △OR△ 〉 〈ステム*[ALL]〉]

[〈[イ ンチ'ク スフ・リフィクス テ'ク ミタ]*ス テム[△ALL]〉]

[〈 検 索 番 号 〉〕

[〈 フ・リフィクスリスト〉]

[△END〔 △LIST〕[△SAVE]]

[△NOLIST][△NOSAVE]

PFO1:初 期 画 面



LISTコ マ ン ド は 、 以 下 の 形 式 で 指 定 で き ま す

(THEFORMSOFLISTARE)
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PFO1:初 期 画 面
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LOOKコ マ ン ド は 、 以 下 の 形 式 で 指 定 で き ま す

(TIIEFORMSOFLOOKARE)

[△(〈 符 号 な し 整i数 〉)]

[△(<符 号 な し 整 数>1-〈 符 号 な し 整 数>2)]

刈

]

列

〉

字

字

文

文

意

意

壬

任

好

×

粋

月

日

1
」

タ

タ

「
」

*

、、、
、、、

V
」

*

*

リ

n
ノ

>

>

>

"

‖
一
‖
↓
‖
一
テ

テ

一夕

万
-
万
ノ

字

字

字

刀

刃

文

文

文

74

74

ち
シ
リ

リ

意

意

適

.

・

任

任

任

O

σ

<

<

<

「
」
「
し

△

△

△

△

△

F
l

Ｌ

r
l

し

'
1

」

F
I

し

F
ー

」

LOOK

PFO1:?Yj」 切 両 面

 

ー

」
O
。。

ー



SORTOコ マ ン ド は 、 以 下 の 形 式 で 指 定 で き ま す

(THEFORMSOFSORTOARE)

SORTO [△LINE=〈 検 索 番 号 〉]

[△ 〈ソートキー〉[△ 〈ソートキー〉…]]

[△DROP]

[△<KEEP>(SUB=〈dd名 〉[,DATA=〈dd名 〉])]

[(DATA=〈dd名 〉[,SUB=〈dd名 〉])]

〔△NOSET]

一
8
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ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス

(ASIAPACIFICOCEANINTERCOMMUNICAT10NDATABASEINFORMATIONITEM)

日 英 情

(JAPANESE-ENGLlSH

報 検 索 シ ス テ

INFORMATIONRETRIEVAL

ム

SYS'TEM)

ご

O
l

お っ か れ さ ま で し た 。

ま た の ご 利 用 を

お 待 ち し て お り ま す.

提 供:西 日 本 新 聞 社



一111一

定 義例

 

76



■.DDLの 定 義

(*/:コ メント)

DESCRIPT[ON(ASIA);デ ー タ ベ ー ス 名 称 の 指 定

*/

FILE.DEFINITIONS;デ ー タ ベ ー ス を 構 成 す る 各 フ ァ イ ル の 定 義

*/

HEAD.FILE,ヘ ッ ド フ ァ イ ル の 定 義

MAX.RECORD(10000),MAX.NR.FlELDS(100),HIGHEST.FIELD.NR(100):

ACCESS,DSNニ"ORION.ASIA.HEAD",DDN=HEAD;

UPDATE,DSN="ORION.ASIA.HEAD'v,DDN=HEAD,VSN=ASIAO1,

PRIM=10,SEC=5,BLKSIZE=2;

*/

INDEX.FILE,イ ン デ ク ス フ ァ イ ル の 定 義

KEY.SIZE(55),ACC.NR.SIZE〈30),MAX.TERMS.PER.FIELD(100);

ACCESStDSN="ORION.ASIA.INDEX",DDN=INDEX;

UPDATE,DSNニ"ORION.ASIA.INDEX",DDNニINDEX,VSN=ASIAO1,

PRIMニ10,SEC=5,BLKSIZE=2;

*/

RANGE.FILE,、 レ ン ジ フ ァ イ ル の 定 義

KEY.SIZE(40);

ACCESS,DSN="ORION.ASIA.RANGE",DDN=RANGE;

UPDATE,DSN="ORION.ASIA.RANGE",DDN=RANGE,VSN=ASIAO1,

PRIM=10,SEC=5,BLKSIZE=2:

*/

QUEUE.FILE,キ ュ ー フ ァ イ ル の 定 義

UPDATE,DSN="ORION.ASIA.QUEUE",DDN=QUEUE,VSN=ASIAO1,

PRIM=10,SEC=5,BLKSIZEニ2;

*/

OVERRIDE.FILE,

KEY.SIZE(55)

オ ー バ ラ イ ドフ ァ イ ル の 定 義

,ENTRIES.PER.TERM=50;

UPDATE,DSN=一 一〇RION.ASIA.ORIDE",DD'N=ORIDE,VSN=ASIAO1,

PRIM=10,SECニ5,BLKSIZE=2;

*/

TRANSACTION.CARDS;

ACTION.FLAG(1),

ACC.NR(2:9),

INDEX.TERM(10:69),

RANGE.TERM(50:67>,

CODE(70:74),

各 種 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン(イ ンデ クスファイルトラン

ザ クション等)の 出 力 レ コ ー ド の 定 義
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FIELD.NR(75:79),

TERM.FLAG(80);

*/

OPTIONS:

ADJACENT.TBRMS(11);

TERMINAL.LINE(77);

DEFAULT.FIELD=91:

SIGN.ON(ON);

SIGN.OFF(ON):

FIELD.NUMBER(OFF):

RANGE.SEARCH(ON);

ACC.NR.FIELD(1);

LABEL(ON):

UNIT.LABEL(ON):

MONITOR(ON);

NO.COMMAND(SEARCH);

INDENT(6):

PREFIX.DELIMITERニ":";

DEFAULT.DELIMITERSニ";";

REVERSE.TERM.ID=・*":

DUP.INDEXING(ON):

MULTIPLE.BLANKS(OFF);

NO.TERM=NO.NEW.LINE;

ORION実 行 時 の標 準 値 等 の 設 定

DISPLAYコ マンド の オ∧.ランド 省 略 時 の フィー一]Vド番 号

ORION開 始 時 に ユーザ メッセージ を 表 示 す る 。

ORION終 了 時 に ユーザ メッセージ を 表 示 す る 。

テ㌧ タ表 示 時 にフィールド 番 号 を 表 示 し な い 。

*/

RECORD.RETRIEVAL;

フィールド 番 号(1)の テ㌧ タを ド キュメント番 号 と す る 。

テ㌧ タ表 示 時 にラベ ルを表 示 し な い 。

FORMAT(01),CLASS(INTEGER),TYPE(KEY):

FORMAT(02),CLASS(STRlNG),TYPE(TEXT);

FORMAT(03),CLASS(KANJI),TYPE(TEXT):

FORMAT(04),CLASS(NSTRlNG),TYPE(TEXT);

FIELD(01),USE.FORMAT(01),LABEL(01)

FIELD(02),USE.FORMAT(02),LABEL(02)

FIELD(03),USE.FORMAT(03),LABEL(03)

FIELD(04),USE.FORMAT(03),LABEL(04)

FIELD(05),USE.FORMAT(03),LABEL(05)

FIELD(06),USE.FORMAT(03),LABEL(06)

FlELD(07),USE.FORMAT(03),LABEL(07)

FIELD(08),USE.FORMAT(03),LABEL(08)

FIELD(09),USE.FORMAT(03),LABEL(09)

FIELI)(10),USE.FORMAT(03),LABEL(10)

テ㌧ タペ ースに 蓄 積 す る レコード の フィールド 定 義

数 値 テ㌧ タの フィールド

EBCDIK文 字 列 テー一・一タの フィールド

漢 字 テ㌦ タフイールド

EBCDIK混 じ り の 漢 字 テ㌧ タ

,NAME(REGNO);ラ ベ ル番 号

.NAME(CREDATE);フ ィールド 名 称

,NAME(CREORG);の 定 義

,NAME(INFORG);

,NAME(CLASS1);

,NAME(DIV1);

,NAME(DIV2);

,NAME(DIV3);

,NAME(DTNAME):

,NAME(INF1):
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FIELD(11),USE.FORMAT(03)

FIELD(12),USE.FORMAT(03)

FlELD(13),USE.FORMAT(03)

FIELD(14),USE.FORMAT(03)

FIELD(15),USE.FORMAT(03)

FIELD(16),USE.FORMAT(03)

FIELD(17),USE.FORMAT(03)

FlELD(18),USE.FORMAT(03)

FIELD(19),USE.FORMAT(03)

FIELD(20),USE.FORMAT(03)

FIELD(21),USB.FORMAT(03)

FIELD(22),USE.FORMAT(03)

FIELD(23),USE.FORMAT(03)

FIELD(24),USE.FORMAT(03)

FIELD(25),USE.FORMAT(03)

FIELD(26),USE.FORMAT(03)

FIELD(27),USE.FORMAT(02)

FIELD(28),USE.FORMAT(02)

FIELD(29),USE.FORMAT(02)

FIELD(30),USE.FORMAT(02)

FIELD(31),USE.FORMAT(02)

FIELD(32),USE.FORMAT(02)

FIELD〈33),USE.FORMAT(02)

FIELD(34),USE.FORMAT(02)

FlELD(35),USE.FORMAT(02)

FIELD(36),USE.FORMAT(02)

FIELD(37),USE.FORMAT(02)

FIELD(38),USE.FORMAT(02)

FIELD(39),USE.FORMAT(02)

FIELD(40),USE.FORMAT(02)

FIELD(41),USE.FORMAT(02)

FIELD(42),USE.FORMAT(02)

FIELD(43),USE.FORMAT(02)

FIELD(44),USE.FORMAT(02)

FIELD(45),USE.FORMAT(02)

FIELD(46),USE.FORMAT(02)

FIELD(47),USE.FORMAT(02)

FIELD(48),USE.FORMAT(02)

FIELD(49>,USE.FORMAT(02)

,LABEL(26)

LABEL(26)

LABEL(26)

LABEL(26)

,LABEL(26)

LABEL(26)

LABEL(26)

,LABEL(26)

LABEL(26)

LABEL(26)

LABEL(26)

LABEL(26)

LABEL(26)

LABEL(26)

LABEL(11)

LABEL(12)

LABEL(13)

LABEL(14)

LABEL(15)

LABEL(16)

LABEL(17)

LABEL(18)

,LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

LABEL(25)

,LABEL(25)

,LABEL(25)

NAME(INF2);

NAME(INF3);

NAME(INF4);

NAME(INF5);

,NAME(INF6):

,NAME(INF7);

NAME(1NF8);

NAME(互NF9);

NAME(INF10);

NAME(INF11);

NAME(INF12);

NAME(INF13);

,NAME(INF14);

NAME(INF15):

NAME(EXPL):

NAME(KEYWD);

NAME(ECLASS):

NAME(EDIV1);

NAME(EDIV2);

NAME(EDIV3):

NAME(EDTNAME);

,NAME(EINFO1);

NAME(EINFO2);

,NAME(EINFO3);

NAME(EINFO4);

NAME(EINFO5);

NAME(EINFO6);

NAME(EINFO7);

NAME(EINFO8);

NAME(EINFO9);

NAME(EINF10):

NAME(EINF11);

NAME(EINF12);

NAME(EINF13);

NAME(EINF14);

NAME(ElNF15);

NAME(EINF16);

NAME(EINF17);

,NAME(EINF18);
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1

*/

*/

*/

*/

FIELD(50),USE.FORMAT(02),LABEL(25),NAME(ElNF19);

FIELD(51),USE.FORMAT(02),LABEL(25),NAME(ElNF20):

FIELD(52),USE.FORMAT(02),LABEL(19),NAME(EEXPL);

MAP(91),マ ッ プ フ ィ ー ル ド の 定 義

SEQUENCE(1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,16,17,18,19,20,

21,22,23,24,25),

NAME(KMAP1);

MAP(92),

SEQUENCE(1,2,3,4,27,28,29,30,31,32,33,34,35,36,37,38,39 ,40,

41t42,43,44,45.46,47.48,49,50,51.52),

NAME(EMAP1);

MAP(93),

SEQUENCE(10,11,12,13,14,15,16,17,18,19,20,21,22,23,24) ,

NAME(INF);

MAP(94),

SEQUENCE(32,33,34,35,36,37,38,39,40,41,42,43,44,45,46,

47,48,49,50,51),

NAME(EINF):

*/

LABELS;

/

/

/

/

/

/

/

/

*

*

*

*

*

*

*

*

LABEL(01)

XLABEL(01)

LABEL(02)

XLABEL(02)

LABEL(03)

XLABEL(03)

LABEL(04>

XLABEL(04)

LABEL(05)

XLABEL(05)

LABEL(06)

XLABEL(06)

LABEL(07)

XLABEL(07)

LABEL(08)

デ ー タ 出 力 時 に 各 フ ィ ー ル ド に 付 加 す る ラ ベ ル の 定 義

"登 録 番 号"
;

"C5DOCFBFC8D6BgE6"

;

"作 成 日 付"
;

"BAEECOAEC6FCCgD5"

:

"作 成 元"

;

"BAEECOAEB8B54040"

;

"情 報 元"
;

ttBEFOCAF3B8B54040Tt
;

"分 類"
;

"CAACCEEO40404040"
;

"区 分1"
;

"B6E8CAACA3B14040"

;

"区 分2"
;

"B6E8CAACA3B24040"
;

"区 分3"
;
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*/

*/

*/

*/

XLABEL(08)

LABEL(09)

XLABEL(09)

LABEL(10)

XLABEL(10)

LABEL(11)

XLABEL(11)

LABEL(12)

XLABEL(12)

LABEL(13)

LABEL(14)

LABEL(15)

LABEL(16)

LABEL(17)

LABEL(18)

LABEL(19)

LABEL(25)

LABEL(26)

"B6E8CAACA3B34040"
;

"資 料 名";

"BBFICECICCBE4040"
;

"情 報"
;

"BEFOCAF3"
;

"説 明"
;

"COE2CCCO"
;

"主 題"
;

"BCE7C2EA"
;

"CALSS

"DIVISION1

"DIVISION2

"DIVISION3

"DATANAME

"INFORMATION

"EXPLANATION

;

;

*/

EXPAND.PREFIX;

PREFIX.DELIMITER=":"

PREFIX(03)="CO";

PREFIX(04)ニ"10";

PREFIX(05)="CL":

PREFIX〈06)="D1";

PREFIX(07)="D2":

PREFIX(08>="D3";

PREFIX(13)ニ"ECL":

PREFIX(14)ニ"EDユ";

PREFIX(15)ニ"ED2";

PREFIX(16)="ED3":

*/

SECURITY.DESCRIPTION;

lD="ASIA",PW="NNP":

ID="ASIAr',PWニ"NNP";

ID="ASIA2",PWニ"NNP.;

lD="A .SIA3",PW="NNP";

ID="ASIA4",PW="NNP";

ID="ASIA6",PW="NNP";

・

,

・

,

.

,

.

,

.

,

・

,

EXPANDサ ーチ時 に フィールド の テ'一タに 付 加 す る プ リフィックスの 定 義

;

ユ ー ザID,パ ス ワ ー ドの 定 義

lDニ"ASIA5丙,PW="NNP";
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*/

FORMS.DESCRIPTION;FORMSで 使 用 す る 入 力 デ ー タ の 定 義

FORM.NAME="FORM1";

RECORD.TYPE=DEFINE:

RECORD.LENGTH・72;1レ コ ー ド の 有 効 長

FORM.TYPE=FIXED;固 定 形 式 を 使 用 す る

NUMBER.OF.RECORDS・80;1ド キ ュ メ ン ト の レ コ ー ド の 数

DELETE.FLAG="¥";

TERMINATE.ID・"#END";1ド キ ュ メ ン ト の 終 了 を 表 す 文 字 列 の 指 定

DATA(1)=AC(1:1),KEY(17:22):DATA(n)=m(sc:lc)

DATA(2)=2(17:30);n:入 力 レ コ ー ド 番 号

DATA(3)=3(15:72);m:ブ イ ー ル ド 番 号

DATA(4)・4(15:72);sc:フ ィ ー ル ド の 最 初 の 位 置

DATA(5)・5(15:72);lc:フ ィ ー ル ド の デ ー タ 長

DATA(6)=6(15:72);

DATA(7)=7(15:72);

DATA(8)ニ8(15:72);

DATA(9)=9(15:72);

DATA(10)=10(1:72);

DATA(11)=11(1:72);

DATA(12)ニ12(1:72);

DATA(13)ニ13(1:72);

DATA(14)=14(1:72):

DATA(15)=15(1:72):

DATA(16)=16(1:72):

DATA(17)=17(1:72):

DATA(18)=18(1:72);

DATA(19)=19(1:72);

DATA(20)=20(1:72);

DATA(21)=21(1:72);

DATA(22)=22(1:72);

DATA(23)=23(1:72);

DATA(24)=24(1:72);

DATA(26)ニ25(1:576);

DATA(35)=26(1:360);

DATA(40)ニ27(13:72):

DATA(41)=28(13:72);

一117一



DATA(42)=29(13:72);

DATA(43)=30(13:72);

DATA(44)=31(13:132);

DATA(46)=32(1:72);

DATA(47)ニ33(1:72);

DATA(48)ニ34(1:72):

DATA(49)ニ35(1:72);

DATA(50)ニ36(1:72);

DATA(51)ニ37(1:72);

DATA(52)=38(1:72);

DATA(53)=39(1:72);

DATA(54)=40(1:72):

DATA(55)=41(1:72);

DATA(56)ニ42(1:72);

DATA(57)=43(1:72);

DATA(58)=44(1:72):

DATA(59)=45(1:72);

DATA(60)ニ46(1:72);

DATA(61)ニ47(1:72);

DATA〈62)ニ48(1:72);

DATA(63)ニ49(1:72):

DATA(64)ニ50(1:72);

DATA(65)=51(1:72);

DATA(66)=52(1:1080);

*/

TABLE.DEFINITIONS;

NAME(STOPWORD),

"AT"

;T'BYtt;

"THAT"

;"THESE";

"WHERETT

;"1";

"HE"

;"HIM";"

"AN"

;"AFTER・:

"OF"

;"OR";

*/

DATA.RANGES,

KEY.TYPE(STRING)
"FOR"
;"
"THOSE't

;
"ME"
;

SHE";
"AND"
;

"OWN"
;"

インデ ク スタームの 自 動 抽 出 時 に 使 用 す る 不 要 語 リ ス ト

,KEY.SIZE(10);

IN";"ON";"IF";"A";"THE";"THIS";

"IT"

;ttITS";"AN";"HERE";"THERE";

"MY"

;"WE";-tUS";"OUR";"YOUR";

"HER"

;'音THEY";"THEM";"THIS";"THEIR";

"ARE"
;"BE";"CAN";"IS";"MOREtt;

RE";"S";"TO";"WAS";"WHO";"WITHIN";

PREFIX.DELIMITERP':

FORMAT(01),FlELD.SlZE(32)

PREFIX(RG),USE.FORMAT(01),

RANGEFROMlTO

数 値 デ ー タ の デ ー タ の 範 囲 を 指 定 す る 。

"
;(レ ンジ サーチ用)

,PACK.FACTOR(1);

20
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FROM

FROM

FROM

FROM

FROM

FROM

FROM

*/

INDEXING.DEFINITIONS,

FIELD(02),INDEX;

FIELD(03),

FIELD(04),

FIELD(05),

FIELD(06),

21

41

61

81

101

151

201

0

0

0

0

0

0

0

T

T

T
l

T
l

T
▲

T
l

T
l

40

60

80

100

150

200

999999:

キ ー ワ ー ド(イ ンデ クスターム等)の 抽 出 方 法 の 定 義

INDEX:イ ンデ クスタームの 抽 出 指 定

INDEX.KAN,REV;KAN:漢 字 フ ィ ー ル ド

INDBX,KAN,REV;REV:逆 転 タ ー ム の 抽 出 指 定

INDEX,KAN,REV;

INDEX,KAN,REV,AIA6(、)を キー ワード 抽 出 時 の ブ レーク

OPTION・XSTRING.BREAKWITH"AIA6";文 字 と す る

FIELD〈07),INDEX,KAN,REV;

FIELD(08),INDEX,KAN,REV;

FIELD(09),INDEX,KAN,REV,

OPTION=XSTRING.BREAKWITH"AIA6";

FIELD(26),INDEX,KAN,REV,

OPTION=XSTRING.BREAKWITH"AIA2''"AIA1''"4040-t;

FIELD(27),|NDEX,REV;

FIELD(28),INDEX,REV;

FIELD(29),INDEX,REV;

FIELD(30),INDEX,REV;

FIELD(31),INDEX:

FIELD(52),INDEX,REV,

STOPNUMERS,STOPWORDニ"STOPWORD",'

OPTIONニFREE.TEXT;…STOPNUMBERS:数 字 を キーワード と し な い

FIELD(01),RANGE,PREFIXニ"RG":STOPWORD:不 要 語 リ ス ト の 指 定

FIELD(02),INDEX,PREFIXニ"CD";標 準 の デ レーク文 字(*..等)を 使 用

FIELD(03),INDEX,REV,KAN,PREFIXニ"CO";

FIELD(04),INDEX,REV,KAN,PREFIX・"10";PREFIX:抽 出 し た キーワード に

FIELD(05),INDEX,REV.KAN,PREFIX・"CL";フoリ フィックス を 付 加 す る

FIELD(06),INDEX,REV,KAN,PREFIX="D1";

FIELD(07),INDEX,REV,KAN,PREFIX="D2鈴;

FIELD(08),INDEX,REV,KAN,PREFIX="D3■ ■;

FIELD(09),INDEX,REV,KAN,PREFIX="DN";
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FIELD(26),INDEX,KAN,REV,PREFIXニ"KW" ,

OPTION=XSTRING.BREAKWITH"AIA2""AIA1""4040";

FIELD(27),INDEX,REV,PREFIXニ"ECL":

FIELD(28),INDEX,REV,PREFIX="ED1.;

FIELD(29),INDEX,REV,PREFIX="ED2tt:

FIELD(30),[NDEX,REV,PREFIX="ED3";

FIELD(31),、INDEX,PREFIX="EDN";

FIELD(52),INDEX,REV,PREFIXニ"EEP",

STOPNUMERS,STOPWORDニ"STOPWORD",

OPTION=FREE.TEXT:

*/

EXPLAIN.TOPICS;コ マンド の 説 明 の メッセージ 番 号 を 指 定

"PREFIX"
=1361;検 索 時

、?FINDと 指 定 す る と1362の メッセージ 番 号

"FIND"
・1362;に 該 当 す る メッセージ が 表 示 さ れ る

。

・LOOK"
=1363;

*/

MESSAGES:ユ ー ザ メ ッ セ ー ジ の 定 義

NUMBER(1361),TEXT((THISDATABASEHASFLLOWINGPREFIX)

(FIELDFIELD.NAME～LABEL-PREFlX)

(01

(02

〈03

(04

(05

(06

(07

(08

(09

(26

REGNO

CREDATE

CREORG

INFORG

CLASSl

DIVl

DIV2

DIV3

DTNAME

KEYWD

登録 番 号

作 成 日付

作 成 元

情 報 元

分 類

区分1

区分2

区分3

資 料 名

主 題

RG:)

CD:)

CO:)

10:)

CL:)

D1:)

D2:)

D3:)

DN:)

KW:));

NUMBER(6007).ORION開 始 時 の メ ッ セ ー ジ(1)

TEXT(//(よ う こ そ 、 ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス へ));

NUMBER(6008),ORION開 始 時 の メ ッ セ ー ジ(2)

TEXT(//(デ ー タ ベ ー ス の 更 新 日 付 は くX(6)〈)

(更 新 時 刻 くX(6)〈 で す 。));

NUMBER(6009),ORION開 始 時 の メ ッ セ ー ジ(3)

TEXT(//(現 在 の デ ー タ 件 数 は く9(8)〈 件 で す 。)):

NUMBER(6010),ORION終 了 時 の メ ッ セ ー ジ

TEXT(//(デ ー タ ベ ー ス の 検 索 を 終 了 し ま す 。)):

一120一



NUMBER(1362),

TEXT(//(THEFORMSOF"FIND"ARE:)

(FIND{INDEXSEARCHTERM}[/{INDEXSEARCHTERM}])

({RANGESEARCHTERM})

({STERMS}*)

(EX.FINDED3:PARK)

(FINDED2:*TION));

NUMBER(1363),

TEXT(//(THEFORMSOF"LOOK"ARE:)

STOP;

(

(

(

(

(

(

(

LOOK

EX.

({INTERGER})1({INTEGER}一{INTEGER}))

{STRING}1{STRING}*1{STRING}**

[{PREFIXDELIMITER}]*{STRING})

[{PREFIXDELIMITER}]**{STRING})

LOOK(1-5)ED3:PARK)

LOOKED3:PARK)

LOOKED2:*TION));

デ ー タ定義 の終 わ り

)
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(1)

(2)

JCLの 使 用 例

デ ー タ ベ ー ス を構 成 す る フ ァイ ル の 初 期 割 当 て

//DBIN王TJOBCLASS=A,MSGCLASS=A

//JOBLIBDDDSN=ORION.LOAD,D至SP=SHR

//DDDSNニASIA.FORT77LIB,DISP=SHR

//JOBCATDDDSN=ASIA.USERCAT,DISPニSHR

//****QFMGR(QUEUEFILE)***

//QFMGRQEXECPGM=QFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,INITQF'

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//****QFMGR(ORVERRIDEFILE)***.

//QFMGROEXECPGM=QFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,INITOF',CONDニ(0,NE)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//****HFMGR(HEADFILE)***

//HFMGREXECPGMニHFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,INIT',COND=(0,NE)

//FTO6FOOIDDSYSOUTニA

//OUTPUTDDSYSOUT=C,

//****IFMGR(INDEXFILE)***

//lFMGREXECPGM=IFMGR,PARM='AC=ORION,DBニASIA,INIT',COND=(0,NE)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUTニC

//****RFMGR(RANGEFILE)***

//RFMGREXECPGMニRFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,INIT',COND=(0,NE)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//

デ ー タ ベ ー ス を構 成 す る フ ァ イ ル の 消 去

//DBPURGEJOBCLASS=A,MSGCLASS=A

//JOBLIBDDDSN=ORION.LOAD,DISP=SHR

//DDDSN=ASIA.FORT77LIB,DISPニSHR

//JOBCATDDDSN=ASIA.USERCAT,DISPニSHR

//****QFMGR(QUEUEFILE)***

//QFMGRQEXECPGM=QFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,PURGQF'

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A
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//OUTPUTDDSYSOUT=C

//****QFMGR(ORVERRIDEFILE)***

//QFMGROEXECPGM=QFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,PURGOF',CONDニ(0 ,NE)

//FTO6FOOIDDSYSOUTニA

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//****HFMGR(HEADFILE)***

//HFMGREXECPGM=HFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,PURGE',COND=(0 ,NE)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//****IFMGR(INDEXFILE)***

//IFMGREXECPGM=IFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,PURGE',COND=(0,NE)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//****RFMGR(RANGEFILE)***

//RFMGREXECPGM=RFMGR,PARM='ACニORION,DB=ASIA,PURGE',COND=(0 ,NE)

//FTO6FOOIDDSYSOUTニA

//OUTPUTDDSYSOUTニC

//

(3) トラ ン ザ ク シ ョ ン フ ァ イ ル の 割 当 て

//ORIONTR

//JOBCAT

//AL

//HEADTR

//

//

//INDXTR

//

//

//RNGVTR

//

//

//INDXTRS

//

//

//RNGVTRS

//

//

JOB

DD

EXEC

DD

DD

DD

DD

DD

CLASS=A,MSGCLASS=A

DSN=ASIA.USERCAT,DISP=SHR

PGMニJDJDUMMY

DSN=ORION.HEADTR.DATA,

VOL=SER=ASIAO1,UNITニSYSDA,DISPニ(NEW,CATLG) ,

SPACE=(CYL,(10,2>)

DSN=ORION.INDXTR.DATA,

VOL=SER=ASIAO1,UNITニSYSDA,DISP=(NEW,CATLG) ,

SPACE=(CYL,(10,2))

DSN=ORION.RNGVTR.DATA,

VOL=SER=ASIAO1,UNIT=SYSDA ,DISP=(NEW,CATLG),

SPACE=(CYL,(2,2))

DSN=ORION.INDXTR.SORT.DATA ,

VOL=SER=ASIAO1,UNIT=SYSDA,DISP=(NEW .CATLG),

SPACE=(CYL,(10,2))

DSN=ORION.RNGVTR.SORT .DATA,

VOL=SERニASIAO1,UNIT=SYSDA ,DISP=(NEW,CATLG),

SPACE=(CYL,(2,2))
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(4)

//RNGTR

//

//

//RNGTRS

//

//

//

(5)

DDDSN=ORION.RNGTR.DATA,

VOL=SER=ASIAO1,UNIT=SYSDA,DISP=(NEW,CATLG),

SPACE=(CYL,(2,2))

DDDSN=ORION.RNGTR.SORT.DATA,

VOL=SER=ASIAO1,UNIT=SYSDA,DISP=(NEW,CATLG),

SPACE=(CYL,(2,2))

デ ー タ ベ ー ス 定 義 言 語(DDL)の コ ン パ イ ル

//DDLJOB

//JOBLIBDD

//DD

//JOBCATDD

//DDLIEXEC

//FTO6FOOIDD

//OUTPUTDD

//INPUTDD

//NEWDD

//

CLASS=A,MSGCLASS=A

DSN=ORION.LOAD,DISP=SHR

DSN=ASIA.FORT77LIB,DISPニSHR

DSN=ASIA.USERCAT,DISP=SHR

PGM=DDL,PARM='CREATE,Lニ72'

SYSOUT=A

SYSOUT=C,DCB=MODE=K

DSN=ORION.1)DL.DATA(ASIAO1),DISP=SHR

DSN=ORION.ORION.ASIA,DISP=OLD

デ ー タ ベ ー ス の 作 成 ・更 新

//CREATEDBJOBCLASS=A,MSGCLASS=A

//JOBLIBDDDSNニORION.LOAD,DISP=SHR

//DDDSNニASIA.FORT77LIB.DISP=SHR

//JOBCATDDDSN=ASIA.USERCAT,DISP=SHR

//****FORMS***

//FORMSEXECPGM=FORMS,

//PARM='AC=ORION.DB=ASIA,GET=GET1,FORMニFORM1,RFU'

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//GETDDDSNニORION.ASIA.DATA,DISP=SHR

//****QFMGR***

//QFMGRDQEXECPGM=QFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,DEQ,COND=(8,LT)

//FTO6FOOIDDSYSOUTニA

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//HEADTRDDDSN=ORION.HEADTR.DATA,DISP=OLD
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//****INDXER***

//1NDXEREXECPGMニINDXER,PARM='AC=ORION,DBニASIA,LISTニPART',COND=(8,LT)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUTニC

//HEADTRDDDSN=ORION.HEADTR.DATA,DISP=SHR

//INDXTRDDDSN=ORION.INDXTR.DATA,DISP=OLD

//RNGVTRDDDSN=ORION.RNGVTR.DATA,DISP=OLD

//****HFMGR***

//HFMGREXECPGM=HFMGR,PARM='AC=ORION,DBニASIA,LIST=PART',COND=(8,LT)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUTニC

//HEADTRDDDSNニORION.HEADTR.DATA,DISP=SHR

//****JSHSORT(INDXTR>***

//ITRSORTEXECPGM=JSHSORT,COND=(8,LT)

//SYSOUTDDSYSOUT=A

//SORTINDDDSNニORION.INDXTR.DATA,DISP=SHR

//SORTOUTDDDSN=ORION.INDXTR.SORT.DATA,DISP=OLD,

//DCBニ(RECFM=VB,LRECL=744,BLKSIZEニ1740)

//SORTWKOIDDUN[T=SYSDA,SPACEニ(CYL,(5,1)〉

//SORTWKO2DDUNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))

//SORTWKO3DDUNIT=SYSDA,SPACEニ(CYL,(5,1))

//SYSINDD*

SORTFlELDS=(14,60,CH,A,6,9,CH,A,5,1,CH,D),SIZE=E146000

END

/*

//****IFMGR***

//lFMGREXECPGM=lFMGR,PARM='AC=ORION,DBニASIA,LIST=PART',COND=(8,LT)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//INDXTRDDDSN=ORION.INDXTR.SORT.DATA,DISP=SHR

//****JSHSORT(RNGVTR)***

//RVTRSORTEXECPGM=JSHSORT,COND=(8,LT)

//SYSOUTDDSYSOUT=A

//SORTINDDDSN=ORION.RNGVTR.DATA,DISP=SHR

//SORTOUTDDDSNニOR10N.RNGVTR.SORT.DATA,DISP=OLD,

//DCB=(RECFM=VB,LRECL=744,BLKSIZE=1740)

//SORTWKOIDDUNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))

//SORTWKO2DDUNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))
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//SORTWKO3DDUNITニSYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))

//SYSINDD*

SORTFIELDS=(54,18,CH,A,6,9,CH,A,5,1,CH,D),SIZE=E146000

BND

/*

//****RVCTRL***

//RVCTRLEXECPGM=RVCTRL,PARM='ACニORION,DB=ASIA,LIST=PART'.COND=(8,LT)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//RNGVTRDDDSNニORION.RNGVTR.SORT.DATA,DISP=SHR

//RNGTRDDDSN=ORION.RNGTR.DATA,DlSPニOLD

//**室*JSHSORT(RNGTR)***

//RTRSORTEXECPGM=JSHSORT,COND=(8,LT)

//SYSOUTDDSYSOUT=A

//SORTINDDDSN=ORION.RNGTR.DATA,DISP=SHR

//SORTOUTDDDSNニORION.RNGTR.SORT.DATA,DISP=OLD,

//DCB=(RECFMニVB,LRECL=744,BLKSIZEニ1740)

//SORTWKOIDDUNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))

//SORTWKO2DDUNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))

//SORTWKO3DDUNITニSYSDA,SPACEニ(CYL,(5,1))

//SYSINDD*

SORTFIELDS=(14,40,CH,A,6,9,CH,A,5,1,CH,D),SIZEニE146000

END

/*

//****RFMGR***

//RFMGREXECPGM=RFMGR,PARM='AC=ORION,DB=ASIA,LlST=PART',COND=(8,LT)

//FTO6FOOIDDSYSOUT=A

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//RNGTRDDDSN=ORION.RNGTR.SORT.DATA,DISP=SHR

//****QFMGR(QUEUEFILECLEAR)

//QFMGRCLEXECPGM=QFMGR,PARMニ'ACニORION,DB=ASIA,CLEAR',CONDニ 〈8,LT)

//FTO6FOOIDDSYSOUTニA

//OUTPUTDDSYSOUT=C

//
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3.コ マ ン ド プ ロ シ ジ ャ の 使 用 例

(1)初 期 画 面 の 起 動

PROCO

WRITE***Japanese-EnglishInformationRetrivalSystemStart***

MBSMENUPNLOl

WRITE***Japanese-EnglishlnformationRetrivalSystemEnded***

LOGOFF

(2)日 本 語 で の 検 索 用 「ORION」 の 起 動

PROCO

CONTROLPROMPTNOFLUSH

ALLOCDD(FTO6FOO1)DS(*)

ATTRXMODE(K)

ALLOCDD(PRINT)SYSOUT(C)US(X>

CALL'ORION.LOAD(ORION)"DB=ASA1,ACニORION,ID=&SYSUID,PW=NNP,LニKAN'

FREEDD(FTO6FOO1,PRINT,X)

USEMEXCGOPNL(PNLO2)

(3)英 語 で の 検 索 用 「ORION」 の 起 動

PROCO

CONTROLPROMPTNOFLUSH

ALLOCDD(FTO6FOO1)DS(*)

ATTRXMODE(K)

ALLOCI)D(PRINT)SYSOUT(C)US(X)

CALL'ORION.LOAD(ORION)"DB=ASIA,ACニORION,IDニ&SYSUID,PW=NNP,L=KAN'

FREEDD(FTO6FOO1,PRINT,X)

USEMEXCGOPNL(PNLO2)
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4. ロ グ オ ン プ ロ シ ジ ャ の 使 用 例

(1) ア ジ ア 太 平 洋 交 流 デ ー タ ベ ー ス の 立 上 げ

//STEPO1

//STEPLIB

//

//STEPCAT

//SYSPROC

//SYSTIN

//SYSTSPRT

EXEC

DD

DD

DD

DD

DD

DD

PGM=JETTSSMN,DYNAMNBRニ100,DPRTY=(12,14),PARM='ASIA'

DSN=ORION.LOAD,DISP=SHR

DSN=ASIA,FORT77LIB,DISP=SHR

DSN=ASIA.USERCAT,DISP=SHR

DSN=NNP.CMDPROC.LIME,DISP=SHR

TERM=TS

TERMニTS
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情 報 内容 の例
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A.緊 急 情 報

登 録番 号278

作 成 日付91.12.28

作 成 元 西 日本 新 聞 社

情 報 元 福 岡総 研

分 類 緊 急情 報

区分1事 故 ・トラ ブル

区分2ト ラ ブル

区分3事 故

資 料 名 事 故 に合 っ た ら

情 報 住 所

電 話

説 明 旅 行 中 に 交 通 事 故 や 突 発 事 故 に 遭 遇 し た り、 同 僚 が そ の 様 な 状 況 に な っ た 時 は 、 あ わ

て ず に 近 く の 日本 人 に 声 を か け る か 、 近 く の 公 衆 電 話 で 、 緊 急 ダ イ ア ル(救 急 車=1

19番 、 警 察=llO番)を 回 し て 、 救 急 車 や 警 察 を 呼 ぶ 。 市 内 だ と約5分 で 駆 け つ

け て くれ る 。

主 題 公 衆 電 話 、 緊 急 ダ イ ア ル 。 救 急 車 、 警 察

CLASSURGENTINFORMATION

DIVISIONIACCIDENTANDTROUBLE

DIVISION2TROUBLE

DIVISION3ACCIDENT

DATANAMEWHENMEETWITHANACCIDENT

lNFORMATIONADDRESS

TELEPHONE

EXPLANATIONDON'TBECONFUSEDWHENTRAFFICACCIDENTSORSUDDENSCCIDENTSHAPPEN.C

ALL119(ANAMBULANCE),110(POLICE),REACHIN5MINUTESINTHECITY.

登録番号

作成 日付

作成元

情報元

分類

区分1

区分2

区分3

資料名

279

91.12.28

西 日本 新 聞 社

福 岡総 研

緊 急 情 報

事 故 ・トラブ ル

トラ ブル

落 と し物

落 と し物 と忘 れ物

情 報 住 所

電 話

説 明 落 と し物 や 忘 れ物 を した 時 は、 旅 行 中 は添 乗 員 か ホテ ル の フ ロン トに相 談 す る。 拾 い

物 を した時 も同様 に して欲 しい。 街 を排 個 中 に落 と し物 に気 が っ い た時 は 、速 や か に

近 くの交 番 に相 談 す る。 汽 車 や 電 車、 バ ス 、 タ クシ ー に忘 れ物 を した時 は 、利 用 した

交通機 関 事 務所 の落 と し物 係(JR九 州 博 多駅 、 西 鉄 大 牟 田線 福 岡 駅 、 西鉄 バ ス セ ン

タ ー、 福 岡 空 港 ター ミナ ル 、 タ ク シー協 会 、地 下鉄 ・福 岡 市 交通 局)へ 出 向 くか、 電

話 連絡 をす る 。

主 題 交 番、JR九 州 博 多 駅 、 西 鉄 大 牟 田線 福 岡 駅、 西 鉄 バ ス セ ン ター福 岡 空 港 ター ミナ ル 、

タ ク シー協 会、 地 下 鉄 ・福 岡市 交通 局

CLASSURGENTINFORMATION

DIVISIONIACCIDENTANDTROUBLE

DIVISION2TROUBLE

DIVISION3LOSTARTICLE

DATANAMELOSTARTICLEANDARTICLELEFTBEHIND

INFORMATIONADDRESS

TELEPHONE

EXPLANATIONIFYOUDROPPEDORLEFTBEHINDSOMETHING,COUNSELTHECONDUCTORORFRON
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TDESKOFHOTELORPOLICE.WHENLEFTBEHINDINATRAIN,BUS,TAXI.COUNSELTHEO

FFlCEOFTHOSE(JRKYUSHUHAKATASTATION,NISHITETSUOMUTALINEFUKUOKASTATIO
N,NISHITETSUBUSCENTER,FUKUOKAAIRTERMINAL.TAXIASSOCIATION,SUBWAYTRAFlIC

BUREAUOFFUKUOKACITY).

登録番 号

作成 日付

作成 元

情報 元
分類

区分1

区分2

区分3

資料名

情報 住所

電 話

交 通 手 段

所 要 時 間

交 通 料 金

説 明 子 供 専 門 の 病 院 。

CLASSURGENTINFORMATION

DIVISIONISICKNESS

DIVISlON2HOSPITAL

DIVISION3FOREIGNERACCEPTANCEHOSPITAL

DATANAMESHIRITSUKODOMOHOSPITAL

INFORMATIONADDRESSFUKUOKACITYCHUOUKUTOUJINMACHI2-5-1

TELEPHONE713-3111

TRAFFICMEANSUBWAY=TENJIN-TOUJINMACHIALIGHTING

ANDABOUT8MINUTESONFOOT

REQUlREDTIMEABOUT12MlNUTES

TRAFFICFEES160YEN

EXPLANAT10NHOSPITALOFSPECIALIZINGINCHILDREN.

291

92.01.16

西 日本新 聞社

リビ ング ・イ ン ・フ クオ カ

緊 急情 報

病気

病 院

外 国人 受 け入 れ 病 院

市立 こ ど も病 院

福 岡 市 中央 区唐 人 町2-5-1
713-3111

地 下 鉄=天 神 ～ 唐 人 町下 車 、徒 歩 約8分

約12分
160円
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B.概 要 情 幸艮

登録番号
作成 日付

元
元

1
2

3
名

成

報

類
分

分
分

料

作

情

分

区
区

区
資

情 報 住 所

電 話

主 題 国 民 休 暇 村

CLASSOUTLINEINFORMATION

DIVISIONIGUIDANCEFORAFOREIGNER

DIVISION2LODGINGGUIDANCE

DIVISION3KOKUMINKYUKAMURA(NATIONALHOLIDAYVILLAGE)

DATANAMEKOKUMINKYUKAMURAFUKUOKAINFORMATION

INFORMATIONADDRESSFUKUOKACITYHAKATAWARDHAKATAEKIMAE2-20-1

DAIHAKATABLDG.2

TELEPHONE472-5501

EXPLANATIONGUIDETHENATIONALHOLIDAYVILLAGEOFAREASONABLEPRICEINFUKUOKA

PREFECTUREREGION.

000299

91.12.23

西 日本 新 聞 社

タ ウ ンペ ー ジ

概 要情 報

外 国 人 向 け案 内

宿 泊案 内

国 民休 暇 村

国 民休 暇 村 福 岡 案 内所

福 岡市 博多 区博 多 駅 前2-20-1大 博多 ビル2F

472-5501

登録番号

作成 日付
元

元

1

2
3

名

成

報
類

分

分

分

料

作

情
分

区
区

区

資

情 報 住 所

電 話

交 通 手 段

所 要 時 間

交 通 料 金

営 業 時 間

休 日

説 明

CLASSOUTLINEINFORMATION

DIVISIONIFINANCE

DIVISION2EXCHANGE

DIVISION3BANK

DATANAMEFUKUOKACITYBANKMAINOFFICE

INFORMATlONADDRESSFUKUOKACITYHAKATAWARDHAKATAEKIMAE3-1-1

TELEPHONE441-2222

TRAFFlCMEANSUBWAYニTENJIN-HAKATAALIGHTING

ANDABOUT3MINUTESONFOOT

REQUIREDTIMEABOUT10MINUTES

TRAFFICFEES160YEN

BUSINESSHOURS9:00-15:00

308

91.12.23

西 日本新 聞社

タウ ンペ ー ジ

概 要 情報

金 融

両 替機 関

銀 行

福 岡 シテ ィ銀 行 本 店

福 岡市博 多 区博 多 駅 前3-1-1

441-2222

地 下 鉄=天 神 ～博 多 下車 、 徒歩 約3分

約10分
160円

9:00～15:00

毎 週 土 ・日曜 日、 祝 日
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C.生 活 情 報

登録番号

作成 日付

作成元
情報元

分類
区分1

区分2

区分3

資料名

情報 住所
6

段

間
金

聞

手
持

料

時
料

口

話

通
裏

通

館
飽

飽

電
交

所

交

聞

入
休

136

91.12.25

西 日本 新 聞社

ウ ォー キ ン グマ ップ89

生 活情 報

観 光

名所 ・旧跡

史料 館

元冠 史料 館

福 岡 市 東 区東 公 園
51-1259

地 下鉄=天 神 ～ 馬 出九 大 病 院前 下 車、 徒 歩約3分

約6分

200円

10:00～16:00

大 人=300円 、 子 供=200円

な し

説 明 東 公 園 内 に あ り、 元 冠 に 関 す る 資 料 が 保 管 さ れ て い る 。 そ の 他 チ ベ ッ ト仏 教 用 具 、 ア

イ ヌ 民 族 史 料 、 日蓮 宗 に 関 す る 資 料 、 種 子 島 伝 来 か ら 日清 戦 争 ま で の 間 に 使 用 さ れ た

鉄 砲 の 資 料 と、 な か な か 珍 し い 品 々 が 収 蔵 さ れ て い る 。

主 題 元 冠 、 チ ベ ッ ト、 仏 教 用 具 、 ア イ ヌ 、 民 族 史 料 、 日蓮 宗 、 日清 戦 争

CLASSLIFEINFORMATION

DIVISIONISIGHTSEEING

DIVISION2SIGHTSANDHISTORICSPOT

DIVISION3HISTORlCALMATERIALLARGEBUlLDING

DATANAMEGENKOHISTORICALMUSEUM

INFORMATlONADDRESSFUKUOKACITYHIGASHIKUHlGASHIKOEN

TELEPHONE651-1259

TRAFFICMEANSUBWAY=TENJIN-MAlDASHIKYUDAIBYOINMAEALIGHTlNG

ANDABOUT3MINUTESONFOOT

REQUIREDTIMEABOUT6MINUTES

TRAFFICFEES200YEN

OPENINGTIME10:00-16:00

ENTRANCECHAGEADULT=300YEN,CHILDニ200YEN

CLOSUREDAYNOTHING

EXPLANATIONITISINHIGASHIPARKANDTHEDATAABOUTGENKOISSTORED.BESIDES,SOME

NOVELTIESARESTOREDSUCHASTIBETAUTONOMOUSREGIONBUDDISMTOOL,THEAINURA

CEHISTORlCALMATERIAL,THEDATAABOUTNICHlRENSHUANDTHEDATAOFGUNSUSEDl

NTHEINTERVALFROMTANEGASHIMATRANSMISSiONTONISSHINWAR.

登録番号

作成 日付

作成元

情報元

分類
区分1

区分2

区分3

資料名
情報 住所

256

91.12.27

西 日本 新 聞社

テ レホ ン イ ンデ ックス

生 活情 報

シ ョ ッピ ン グ

お み や げ

菓 子

菓舗 四 宮

福 岡 市 中 央 区天神2-7-142新 天 町西 端

電 話741-0320

交 通手 段 徒 歩=天 神 ・岩 田屋 か ら新 天町 西 端へ 約5分

営 業 時 間9:30～22:00
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休 日 無 し

説 明 メ イ ン 菓 子=成 金 饅 頭(豆 の 形 を残 した う ず らあ ん が 味 の 決 め 手)

CLASSLIFEINFORMATION

DIVISIONISHOPPING

DIVISION2SOUVENIR

DIVISION3CONFECTIONERY

DATANAMESHINOMIYA

INFORMAT10NADDRESSFUKUOKACITYCHUOUKUTENJIN2-7-142

TELEPHONE741-0320

TRAFFICMEANABOUT5MINUTESFROMTENJINIWATAYAONFOOT

BUSINESSHOURS9:30-22:00

HOLIDAYNOTHING

EXPLANATIONMAINCONFECTIONERY=NARIKlNMANJU(BEAN-JAMTHATLEFTABEANFORMl

STHECONCLUSIVEFACTOROFATASTE).

登録番号

作成 日付

作成 元

情報元

分類
区分1

区分2

区分3
資料名

情報 住所

電 話

交 通 手 段

営 業 時 間

休 日

説 明19:00ま で 男 性2,

円UP。

CLASSLIFEINFORMATION

DIVISIONICULTUREOFANAMUSEMENTANDLEISURE

DIVISlON2ANIGHTLIFE

DIVISION3DISCO

DATANAMEMARIACLUB

INFORMATIONADDRESSFUKUOKACITYCHUOUKUMAIZURU1-8-4MARIASTREET

TELEPHONE741-5500

TRAFFlCMEANABOUT8MlNUTESFROMTENJINIWATAYAONFOOT

BUSINESSHOURS17:00-1:00

HOLlDAYNOTHING

EXPLANATION2,000YENFORMAN1,500YENFORWOMANUNTIL19:00.AFTERTHEN500YEN

UP.

272

91.12.27

西 日本 新 聞 社

テ レホ ンイ ンデ ックス

生活 情 報

娯 楽 ・余 暇 文化'

ナ イ トライ フ

ァ イス コ.

マ リア ク ラ ブ

福 岡 市 中央 区舞 鶴1-8-4マ リア ス トリー ト
741-5500

徒 歩 二天神 ・岩 田屋 か ら西 北 西 ヘ マ リアス トリー トへ 入 る約8分
17:00～1:00

無 し

OOO円 、女 性1,500円 よ り。19:00以 降 は500
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禁 無 断 車云 載

平 成4年3月 発 行

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

東 京 都 港 区 浜 松 町 二 丁 目4番1号

世 界 貿 易 セ ン タ ー ビ ル7階

TELO3(3459)8581

委 託 先 株 式 会 社 西 日本 新 聞 社

〒810福 岡 市 中 央 区 天 神1-4-1

TELO92(711)5535

九 州 印 刷 株 式 会 社

TELO92(511)8290
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